
 

 

 

 

平 成 29 年 度 

 

八代市議会総務委員会記録 
 

 

 

 

 

 

審 査 ・ 調 査 案 件 

 

１．３月定例会付託案件 ……………  ２ 

１．所管事務調査 …………………… ７８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 3 0 年 3 月 1 6 日（金曜日） 



 

－1－

総務委員会会議録 
 
平成３０年３月１６日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ６時２６分閉議（実時間４０４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第８号（関係分） 

１．議案第５４号・平成２９年度八代市一般会

計補正予算・第９号（関係分） 

１．議案第５号・平成３０年度八代市一般会計

予算（関係分） 

１．議案第１２号・平成３０年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計予算 

１．議案第５５号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第１９号・専決処分の報告及びその承

認について（平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第７号（歳入分）） 

１．議案第２１号・財産の貸付けについて 

１．議案第２０号・八代市総合計画基本構想を

定めることについて 

１．議案第２２号・八代市の特定の事務を取り

扱わせる郵便局の指定について 

１．議案第２７号・八代市消防団員等公務災害

補償条例の一部改正について 

１．議案第２８号・八代市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正について 

１．議案第３０号・八代市長等の給与に関する

条例の一部改正について 

１．議案第３１号・八代市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部改正について 

１．議案第３２号・八代市職員退職手当支給条

例等の一部改正について 

１．議案第３３号・八代市報酬及び費用弁償条

例の一部改正について 

１．所管事務調査 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

 （八代市人財育成基本方針の改訂について） 

 （八代市協働のまちづくり推進条例検討委員

会の取り組み状況について） 

 （基幹システムの障害発生について） 

 （第２次八代市総合計画基本計画及び第３次

八代市行財政改革大綱の策定について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  前 川 祥 子 君 

副委員長  村 川 清 則 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  村 山 俊 臣 君 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長      岩 本 博 文 君 

  財務部次長    松 村   浩 君 

  理事兼市民税課長 硴 塚 康 浩 君 

  財政課長     尾 﨑 行 雄 君 
 
  財政課公有財産 
           上 村 勝 一 君 
  運用推進係長 
 

  納税課長     機   智三郎 君 

 企画振興部長    宮 村 明 彦 君 

  企画政策課長   田 中   孝 君 

  理事兼情報政策課長 生 田   隆 君 

 総務部長      水 本 和 博 君 

  総務部次長    丸 山 平 之 君 

  人事課長     白 川 健 次 君 

  危機管理課長   南   和 治 君 
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 市民環境部長    國 岡 雄 幸 君 

  市民課長     川 野 雄 一 君 

  市民活動政策課長 福 本 桂 三 君 

  人権政策課長   澤 田 宗 順 君 

 経済文化交流部 

  国際港湾振興課長 緒 方   浩 君 

部局外 

 議会事務局長    東 坂   宰 君 

  議会事務局次長  嶋 田 和 博 君 

                              

○記録担当書記     岩 﨑 和 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（前川祥子君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）定刻となり、定足数に達しましたので、

ただいまから総務委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１号・平成２９年度八代市一般会計補

正予算・第８号（関係分） 

○委員長（前川祥子君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第１号・平成２９年度八代市一般

会計補正予算・第８号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等、及び歳出の第２款・総務

費について、財務部より説明願います。 

○財務部長（岩本博文君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

財務部長の岩本でございます。 

 それではですね、本日、総務委員会に付託さ

れました議案につきまして、総務委員会審査案

件に従って説明をさせていただきますが、まず

予算議案につきましては、一般会計は全体の歳

入及び歳出での総務費、その他関係分につい

て、松村財務部次長が説明いたします。 

 当初予算の議会費関係分は嶋田議会事務局次

長、消防費の総務部関係分は丸山総務部次長が

説明いたします。ケーブルテレビ事業特別会計

につきましては生田情報政策課長が説明いたし

ます。 

 次に、事件議案及び条例議案につきまして

は、それぞれの担当課長が説明いたしますが、

事件議案の中で議案第１９号の一般会計の補正

予算に係る専決処分の報告及びその承認につき

ましては、松村財務部次長が説明いたします。 

 本委員会、例年長時間に及びますが、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○財務部次長（松村 浩君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部次長の松村でございます。よろしく

お願いいたします。それでは、座らせていただ

きまして、説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 それでは、別冊となっております議案第１号

・平成２９年度八代市一般会計補正予算・第８

号をお願いします。総務委員会付託分について

御説明いたします。 

 １ページをお願いします。 

 まず、第１条・歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出それぞれ６億９８５０万円を

追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６９

８億１９０万円としております。 

 次に、第２条で繰越明許費の補正を、第３条

で債務負担行為の補正を、第４条で地方債の補

正をお願いしておりますが、内容につきまして

は４ページから７ページの表で説明します。 

 それでは、４ページをお願いします。 

 第２表・繰越明許費補正では、本年度内の事

業完了が見込めない事業について、繰越明許費

の追加及び変更を行っております。 

 まず、１の追加では、款２・総務費、項１・

総務管理費の市庁舎施設整備事業で１６６０万

円の限度額設定を行っておりますが、これは鏡



 

－3－

支所の非常用発電機を更新するに当たり、電気

負荷と発電機出力の再検討が必要となり、既存

設備の現況調査及び設計見直しなどに不測の期

間を要したため、年度内の完成が困難となった

ものでございます。 

 次のコミュニティセンター施設整備事業の５

３０２万５０００円は、泉コミュニティセンタ

ーの改修に係るもので、１１月末に国の補助決

定があり、年度内着手が困難であることから、

今回の補正予算に計上し、繰り越しを行うもの

でございます。 

 次の新庁舎建設基本・実施設計事業で５９５

２万６０００円の限度額設定を行っております

が、庁舎内配置や水源地などの敷地内条件に大

幅な変更が生じたため、関係機関との協議、調

整に不測の期間を要したため、年度内完成が困

難となったものでございます。 

 続きまして、款３・民生費、項２・児童福祉

費の私立保育所施設整備事業で１億９９８０万

円の限度額設定を行っております。これは、ひ

ので保育園の改築において、熊本地震の影響で

資材価格の高騰、及び技術者や作業員の不足な

どで入札不調となり、設計の見直しなどに不測

の期間を要したことで年度内の完了が見込めま

せんので、整備に係る補助金全額を繰り越すも

のです。 

 次は、款５・農林水産業費、項１・農業費の

農業生産総合対策事業１４億１１５７万７００

０円は、熊本地震の本格復旧工事の影響により

作業員の確保が困難なことから、年度内完了が

見込めず繰り越すものと、今回の補正予算に計

上しておりますものについても全額繰り越すも

のでございます。 

 次の市内一円土地改良整備事業の１３００万

円は、熊本地震の影響により仮設材料及び工事

作業員の確保が困難となっており、入札が２回

不調となったことから年度内完了が見込めず繰

り越すものでございます。 

 次の農地耕作条件改善事業で１７３５万７０

００円の限度額設定を行っておりますが、これ

は、農作物の収穫時期のおくれや測量設計業務

に不測の時間を要したため、年度内の完了が見

込めませんので、繰り越しを行うものです。 

 次に、項２・林業費の道整備交付金事業で１

６５４万５０００円の限度額設定を行っており

ますが、これは、南川内線ほか２路線におい

て、水道工事や林道災害復旧工事と工期が重複

したことや、資材運搬路が治山工事とふくそう

したことに伴う協議調整に不測の日数を要した

こと、また、舗装工事において木材業者との伐

採搬出作業の協議調整に不測の日数を要したた

め、年度内完了が見込めず繰り越すものでござ

います。 

 ５ページに移りまして、款７・土木費、項１

・土木管理費の要緊急安全確認大規模建築物耐

震化支援事業２５６６万８０００円は、大規模

建築物の耐震改修工事１カ所を予定しておりま

したが、耐震改修設計をする建築士が不足して

おり、確保に期間を要し、設計がおくれたこと

により年度内の完了が見込めませんので、繰り

越しを行なうものです。 

 次の民間建築物耐震化促進事業の５４８万３

０００円は、これも熊本地震の影響により耐震

改修設計を行う建築士が不足しているため、年

度内の完了が見込ませんので、繰り越すもので

す。 

 次の老朽危険空き家等除却促進事業で２４７

９万８０００円の限度額設定を行っております

が、こちらも同様に熊本地震の影響で解体事業

者の人手が不足しているため、年度内の完了が

見込めませんので、繰り越しを行うものです。 

 次のアスベスト対策に係る建築物実態調査事

業で８３０万３０００円の限度額設定を行って

おります。これは、建築確認概要書のデータと

家屋マスターなどのデータの突合に不測の日数

を要したこと、対象建築物の調査、回答に時間
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を要するため、年度内の完了が見込めませんの

で、繰り越しを行うものです。 

 次の項２・道路橋梁費の市内一円道路改良事

業で２億９６６万６０００円の限度額設定を行

っておりますが、これは、国土交通省や警察な

どの関係機関や地権者との用地補償交渉などに

不測の日数を要したことなどから、年度内完成

が困難となったものでございます。 

 次の橋梁長寿命化修繕事業で２００万円の限

度額設定を行っております。これは、全国の橋

梁調査が年度末に集中するため、点検車両の手

配に不測の日数を要したことなどの理由によ

り、繰り越しを行うものです。 

 次の市内一円橋梁改修事業の１２００万円

は、工法の見直しによる設計などに不測の日数

を要したことなどにより、年度内の完了が困難

となり、繰り越しを行うものです。 

 次は、項４・港湾費の港湾施設改修事業の４

３００万円は、漁協との協議の中で、シラス漁

への影響を踏まえ工事の時期を考慮するよう要

望がなされたため、年度内の完了が困難となっ

たものでございます。 

 次に、項５・都市計画費の西片西宮線道路整

備事業で８０３０万円の限度額設定を行ってお

ります。これは、移転補償に伴う建物等調査の

日程調整など、地権者との用地補償交渉に不測

の期間を要し、年度内の完了が見込めないもの

でございます。 

 次の八の字線道路整備事業で５７２１万５０

００円の限度額設定を行っておりますが、これ

は、用地補償交渉に不測の期間を要したことで

工事発注がおくれ、年度内の工事完了が困難と

なったものでございます。 

 次の八千把地区土地区画整理事業で２億８３

３６万８０００円の限度額設定を行っておりま

すが、賃貸住宅の建物物補償において、借家人

との交渉などに不測の期間を要し、年度内の完

了が困難となったものでございます。 

 ６ページをお願いします。 

 款９・教育費、項２・小学校費の小学校施設

整備事業で１９４４万７０００円の限度額設定

を行っております。これは、八代市復旧・復興

プランに位置づけた屋外照明設置工事におい

て、３０年度予定していた箇所を前倒ししたこ

と、及び金剛小学校スクールバス駐車場整備工

事において学校敷地東側の道路拡幅事業に伴い

整備するものですが、熊本地震の影響により当

該敷地の店舗移転、家屋解体が９カ月おくれた

ことから、年度内完了が見込めないものでござ

います。 

 次の項３・中学校費の中学校施設整備事業で

３６１１万円の限度額設定を行っております

が、これは、小学校と同じように、復旧・復興

プランに位置づけた屋外照明設置工事において

３０年度予定した箇所を前倒ししたこと、及び

鏡中学校屋外トイレ工事において技術者不足な

どから入札が不調になったことで、年度内の完

了が困難となったものでございます。 

 次の項７・社会教育費の八代市公民館整備事

業の４６７９万３０００円は、作業員不足など

から入札が不調となり、年度内の完了が困難と

なりましたので、繰り越しを行うものです。 

 続きまして、款１０・災害復旧費、項１・農

林水産業施設災害復旧費の林道施設災害復旧事

業で５１９５万３０００円の限度額設定を行っ

ております。これは、基礎構造の設計に不測の

日数を要したこと、及び水道工事などと工期が

重複し、協議、調整に不測の日数を要したこと

で年度内完了が困難となったものでございま

す。 

 次に、項２・公共土木施設災害復旧費の道路

橋梁施設災害復旧事業では１２６６万９０００

円の限度額設定を行っておりますが、これは、

工事箇所において支障物件移転調整などに不測

の日数を要したため、繰り越しを行うもので

す。 
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 次の河川施設災害復旧事業の４８０万円は、

入札不調による設計の見直し、及び復旧による

護岸内にある水路の管理者との協議に不測の日

数を要したため、繰り越すものです。 

 次に、項３・その他公共施設・公用施設災害

復旧費の商工施設災害復旧事業で２２８０万円

の限度額設定を行っております。これは、さか

もと温泉センタークレオンの災害復旧工事にお

いて、作業員の確保が困難などの理由により入

札不調となり、年度内の完了が困難となったも

のでございます。 

 続きまして、２の変更でございます。 

 款６・商工費、項１・商工費の熊本地震復興

観光拠点整備等推進事業で、補正前の金額１５

００万円に１８５０万円を増額し、３３５０万

円に限度額の変更を行っておりますが、これは

１２月補正予算で計上しましたＤＭＯやつしろ

への補助金において、県からの補助金は直接Ｄ

ＭＯに入るとして、市からの補助金のみを予算

化し繰り越し設定を行っておりましたが、県よ

り後日連絡があり、市を通じて交付することと

なったことから、１５００万円を今回の補正予

算に追加するとともに、くまナンステーション

内にくまモンとセルフ撮影ができるフォトサー

クルシステムの導入などの追加経費３５０万円

において、年度内の完了が困難なため、繰り越

しを行うものです。 

 続きまして、款８・消防費、項１・消防費の

消防施設整備事業で、補正前の金額１６２万円

に２７６万９０００円を増額し、４３８万９０

００円に限度額の変更を行っております。これ

は消防ポンプ積載車格納庫新設工事において、

建設用地の境界調整に不測の日数を要したこと

から、年度内の完了が困難となったものでござ

います。 

 ７ページをお願いします。 

 第３表・債務負担行為補正でございます。 

 １の追加として、地域福祉センター等福祉施

設管理運営委託において、今年度末をもって指

定管理期間が満了となりますので、坂本地域福

祉センターを初め８つの福祉施設の管理運営に

ついて、期間を平成２９年度から平成３０年度

まで、限度額を４９１０万４０００円に設定い

たしております。なお、委託先を社会福祉法人

八代市社会福祉協議会としております。 

 次は、第４表・地方債補正でございますが、

１の変更で、まず、コミュニティセンター施設

整備事業で、補正前の９１０万円に２７８０万

円増額し、３６９０万円に変更してます。 

 次のごみ処理施設建設事業では、補正前の５

７億９７９０万円に３億１４７０万円を増額

し、６１億１２６０万円に変更しております。 

 次の土地改良事業では、補正前の１億７４６

０万円から１億７６０万円減額し、６７００万

円に変更してます。 

 次の河川海岸整備事業では、補正前の５２３

０万円から７７０万円減額し、４４６０万円に

変更いたしております。 

 詳細は１５ページの歳入、款２１・市債のと

ころで説明いたします。なお、起債の方法、利

率、償還の方法につきましては補正前と同じで

ございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 １１ページをお願いします。 

 款１・市税、項１・市民税、目２・法人、節

１・現年課税分で３０００万円を計上しており

ますが、これは今回の補正予算の一般財源でご

ざいますが、法人市民税の法人税割において、

景気の回復傾向から申告額がふえていることか

ら増収を見込んでいるところです。 

 次に、項２・固定資産税、目１・固定資産

税、節１・現年課税分で２億６８０５万７００

０円を計上しております。これも今回補正予算

の一般財源でございますが、償却資産におきま

して、総務大臣配分の増加や未申告者への申告

勧奨を行っていることなどから増収を見込んで
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いるものでございます。 

 次の款１０、項１、目１、節１・地方交付税

で４３３１万９０００円を計上しております

が、これも今回の補正予算の一般財源でござい

ます。 

 １２ページをお願いします。 

 款１４・国庫支出金、項１・国庫負担金、目

１・民生費国庫負担金、節１・社会福祉費負担

金で３９６４万９０００円を計上しておりま

す。内訳としましては、障害者自立支援給付費

負担金７９８万８０００円は、障害福祉サービ

スの利用増に伴い、給付額が増加したことによ

るものでございます。次の補装具給付費負担金

で１２２万２０００円は、当初見込みより申請

件数が増加したことによるものでございます。

次の更生医療費負担金１０００万円は、申請件

数の増により給付額が増加したことによるもの

です。次の障がい児通所支援事業負担金２０４

３万９０００円は、新規事業所の開設などによ

り、障害児通所サービスの利用者が増加したこ

とに伴うものでございます。次に、節２・児童

福祉費負担金で、保育所運営費負担金の７６６

万８０００円は、保育単価の改正により、１人

当たりの保育単価が増加したことによるもので

ございます。次に、節３・生活保護費負担金６

２２５万円は、高齢者世帯数の増加などによ

り、１人当たりの医療費単価などが増加したこ

とによるものでございます。 

 次は、項２・国庫補助金、目１・総務費国庫

補助金、節１・総務管理費補助金で２３７０万

１０００円を計上しております。これは、泉コ

ミュニティセンターの３階のつり天井及び内壁

改修などに対して補助される集落活性化推進事

業費補助金でございます。 

 次に、目３・衛生費国庫補助金、節２・生活

環境費補助金で、循環型社会形成推進交付金を

３億３１３５万３０００円減額しております。

これは、環境センター建設事業において、国の

交付金枠に対して申請額が大きいため削減され

たものでございます。なお、この減額による財

源補塡は市債で対応しております。 

 次の目４・土木費国庫補助金、節３・住宅費

補助金で、要緊急安全確認大規模建築物耐震化

支援事業補助金７０８万４０００円は、市内の

１施設が本年度、耐震改修工事を予定しており

ましたが、熊本地震の影響などで建設資材が高

騰したため工事費が増額となったことから、追

加して補助されるものでございます。 

 １３ページをお願いします。 

 款１５・県支出金、項１・県負担金、目１・

民生費県負担金、節１・社会福祉費負担金で、

１９８２万４０００円を計上しております。説

明欄の４つの負担金は、先ほど国庫支出金でも

説明いたしました理由によるもので、事業費に

対する県負担分の４分の１となっています。障

害者自立支援給付費負担金で３９９万４０００

円、補装具給付費負担金で６１万１０００円、

更生医療費負担金で５００万円、障がい児通所

支援事業負担金で１０２１万９０００円でござ

います。次に、節２・児童福祉費負担金の３８

３万４０００円は、これも同じように、先ほど

国庫支出金で説明いたしましたが、県負担分の

保育所運営費負担金でございます。次に、節４

・災害救助費負担金の１９０万４０００円の減

額は、住宅応急修理事業において、年度内完了

が見込めない４件を減額したことによるもので

ございます。この負担金は事業完了後に申請を

出すため、年度内に完了しない場合は負担金の

決定がもらえず、繰り越しを行なう場合は特定

財源ではなく一般財源で措置する必要がありま

すので、３０年度予算に組み替えたものでござ

います。 

 次は、項２・県補助金、目１・総務費県補助

金、節１・総務管理費補助金で１８３４万５０

００円を減額しております。まず、熊本県生活

交通維持・活性化総合交付金の２１９３万円
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は、地方バス路線維持に係る経費に対して交付

されるものでございます。次の熊本地震復興基

金交付金のうち、熊本地震復興観光拠点整備等

推進事業１６７５万円は、１２月補正予算で、

一般社団法人ＤＭＯやつしろが実施主体とな

り、くまナンステーションとくまモンストリー

トファニチャーの整備経費３０００万円の２分

の１については直接県からＤＭＯやつしろに補

助されることとしており、予算を計上しており

ませんでしたが、市を通じての申請手続が必要

なことから、１５００万円を今回計上するもの

と、くまナンステーションにおいて、県が研究

開発した、くまモンとセルフ撮影ができるフォ

トサークルシステムなどの導入経費３５０万円

に対する交付金１７５万円でございます。次か

らの被災宅地復旧支援事業から農家の自力復旧

支援事業の３事業につきましては、先ほどの災

害救助費負担金と同じように、年度内に事業完

了ができないときは交付金の決定がもらえない

ことから、事業費を減額したことに伴い交付金

も減額するものでございます。なお、事業費の

減額分については、同額を３０年度予算に計上

いたしております。 

 次に、目２・民生費県補助金、節１・社会福

祉費補助金の３８８万円は、重度心身障がい者

医療費助成事業費補助金の助成件数が当初見込

みより増加したことによるものでございます。 

 次に、目４・農林水産業費県補助金、節１・

農業費補助金で１億７８８３万７０００円を計

上いたしております。これは、生産流通コスト

の低減に向けた取り組みに必要な共同利用施設

の導入などに対して補助される、強い農業づく

り交付金事業補助金でございまして、３つの事

業主体がトマトの低コスト耐候性ハウスを導入

するものでございます。 

 １４ページをお願いします。 

 目５・土木費県補助金、節３・住宅費補助金

の３５４万２０００円は、先ほど国庫支出金で

説明しましたが、要緊急安全確認大規模建築物

耐震化支援事業において、大規模建築物の耐震

改修工事を１カ所予定しておりますが、熊本地

震などの影響で建設資材の高騰などから改修工

事費が増額となったことによるものでございま

す。 

 次に、款・１７、項１・寄附金、目４・教育

費寄附金、節７・教育振興費寄附金で１０００

万円を計上しておりますが、これは、昨年７月

に、八代市内で長く教鞭をとられた方から、教

育振興のために遺言による寄附があったもので

ございます。 

 次に、款１９、項１、目１、節１・繰越金の

１億２１２５万７０００円は、今回の補正予算

の一般財源でございます。 

 １５ページをお願いします。 

 款２１、項１・市債、目１・総務債、節１・

総務管理債の２７８０万円は、先ほど総務費国

庫補助金で説明しました泉コミュニティセンタ

ーの施設整備に係る市債で、起債対象事業費か

ら国庫支出金を差し引いた額の９５％でござい

ます。 

 次に、目３・衛生債、節１・生活環境債３億

１４７０万円は、これも先ほど国庫支出金で説

明しました環境センター建設事業の国庫補助金

額が減額となったことから、減額相当額を市債

で補塡するものです。充当率９５％の合併特例

債を予定しております。 

 目４・農林水産業債、節１・農業債で１億１

５３０万円を減額しております。説明欄一番上

の県営経営体育成基盤整備事業負担金から一番

下の基幹水利ストックマネジメント事業負担金

まで５事業において県事業負担金が確定したこ

とから、それぞれの起債対象事業費の９０％と

７５％で再計算し、当初予算との差額を減額補

正するものでございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 引き続き、歳出を説明します。 
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 １５ページの下の表をお願いします。 

 款２・総務費でございます。 

 項１・総務管理費、目１・一般管理費では９

１１１万４０００円を計上しておりますが、こ

れは、説明欄の職員給与経費において、早期退

職及び普通退職に係る６名分などの退職手当の

追加でございます。 

 次に、目７・交通防犯対策費では、生活交通

確保維持事業で２億２９０万９０００円を計上

しております。これは、地方バス路線の維持費

に係る補助金で、産交バス株式会社２３系統、

及び株式会社麻生交通の１系統に対しまして補

助するものでございます。なお、特定財源とし

て２１９３万円の県支出金がございます。 

 次の目９・コミュニティセンター費では、コ

ミュニティセンター施設整備事業としまして５

３０２万５０００円を計上しています。これ

は、泉コミュニティセンターの整備に係るもの

で、昨年４月の開設において、建築基準法上２

階までに限定して利用していますが、３階の利

用要望もありますことから、３階の屋内運動場

のつり天井の改修と１階から３階までの階段の

内壁の改修などを行うものでございます。特定

財源として、国庫支出金２３７０万１０００

円、市債として合併特例債２７８０万円を予定

しております。 

 次に、目の１１・諸費では、国県支出金等返

還金事業で１億４６８万１０００円を計上して

おります。これは、臨時福祉給付金給付事業補

助金や障害者自立支援給付費国庫負担金など、

過年度に交付された国県支出金の精算に伴い、

超過交付分を返還するものでございます。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 一つ一つ、ちょっとお

尋ねをしたいと思っとったんですが、時間の関

係もありますので、繰越明許につきましてはも

うまとめてちょっとお尋ねをしたいというふう

に思います。 

 今、説明を聞いておりますと、外部的な、熊

本地震の影響というようなところと、それか

ら、厳しく見ると、職員さんの設計をもう少し

精度を上げてやっていればできたんではない

か、また、交渉していればできたんではないか

というようなですね、部分を感じたわけですけ

れども、そのあたりについてはどのように把握

といいますか、考えて認識をしておられるのか

というところをまずはお聞かせいただきたいと

思います。 

○委員長（前川祥子君） どなたがお答えにな

りますか。いま一度説明を求めますか。説明と

いうか、よろしいですか。 

○財務部長（岩本博文君） 設計をどうしてい

るかということでのお尋ねでよいのでしょう

か。 

○委員（大倉裕一君） いや、どうしているか

じゃなくてですね、もう少し精度を上げておく

必要があったんではないかと。そういう意味で

す。 

 例えばですね、工期が重複してできなかった

とかですね、とか、漁協のほうから、シラス漁

への配慮をしてくれとかっていうようなことは

事前交渉でできると思うんですよ。とか、あ

と、市庁舎整備事業ですか、鏡支所で発電機と

負荷の関係の設計の見直しなんて、これ、設計

当初の話だというふうに思うんですよね。そう

いったところをもうちょっとこう精度を上げ

て、真剣に取り組んでいないとは言いませんけ

ど、真剣にもう少し取り組んでいれば、こうい

うことも防げた部分があるんではないかと。 

 あと、熊本地震で人がいないとか、そういっ

たところはですね、やむを得ない理由なのかな

というふうにも思うわけです。そのあたりをど
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のように認識されていますかという質問なんで

すけど。 

○財務部次長（松村 浩君） 委員おっしゃい

ますように、確かに発注する際に周りの状況の

把握が足らないという意味では確かにそうかも

しれませんが、担当課としましても、設計する

際には一生懸命やって、その時点では想定しな

かったという事業が重なったというのも、県の

事業と重なってるのも一部ございますけども、

当然、市の中で調整するべき部分がどれだけあ

ったかというのはそこまで私も把握してないん

でわかりませんけども、基本的な発注した後に

いろんな用件が来て、仕方なく繰り越さなきゃ

いかんと。シラス漁につきましても、本当はや

りたかったんだけども、雨とかでできなくて、

その時期を逸したために年度内は非常に厳しく

なって、翌年の７月とか、そういったシラス漁

がない時期でないとできないというのもあるか

と思いますので、そう一概に全てが委員おっし

ゃるとおりだとは私も思ってませんが、ただ、

内部協議につきましては、想定できる範囲内で

はいろいろ考えてやっていくべきではないのか

なというふうには思っております。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 私が言うようなことが

全てではないと否定をされましたけれども、私

はそういう、もっと精度を上げた設計ですね、

それから関係者との協議、そういった分が必要

だというふうに思います。そうしなければ、や

はり単年度でやっていく事業というのはなかな

か完了というのができていかないというふうに

思いますので、そういう点では設計段階からで

すね、しっかりとした調整を図っていただきた

いというような思いを持っているところです。 

 それから、この繰越明許の事業については、

３０年度で完了するというふうに考えとってよ

ろしいんでしょうか。そこの点、確認をさせて

いただきたいと思います。 

○財務部次長（松村 浩君） 今回繰り越しま

した事業につきましては、３０年度で完了を全

て予定をしております。 

○委員（大倉裕一君） それから、歳入と歳出

と重ねてという形になるんですが、合併特例債

の確認になるんですが、合併特例債はコミュニ

ティセンターの２７８０万円と、衛生債です

か、の３億１４７０万でよろしいんでしょう

か。そこを確認したいと思います。 

○財務部次長（松村 浩君） はい、そのとお

りでございます。 

○委員（大倉裕一君） 一つ気になったのが環

境センター建設事業で、国庫補助が減額となっ

たということでしたが、この理由を簡潔に、ポ

イントだけお聞かせいただいていいですか。 

○財務部次長（松村 浩君） 先ほどの説明の

中でも申し上げましたが、一応この補助金につ

きましては全国から申請が上がってくるわけで

ございますけれども、本市の申請額に対しまし

て、全体の国の総額がそれに不足するというと

ころでございますので、減額をされて交付され

たというところでございます。 

○委員（大倉裕一君） はい、わかりました。 

 それからですね、今度、支出についてです。 

 １５ページで、交通防犯対策費で、生活交通

確保維持事業２３系統ということで、昨年の１

０月１日からバス路線の見直しだったというふ

うに思うわけですが、バスを利用される方か

ら、もう単刀直入に言いますと、回数券がなく

なったと。非常に、毎日は利用しないんだと。

毎日利用する人には定期券があるので、定期券

で非常に割引といいますか、メリットがあっ

て、バス路線また乗合タクシーの利用がです

ね、利用しやすい気持ちが醸成されると、利便

性もあるというような話を聞くんですけども、

たまにといいますか、１週間に例えば２回とか

ですね、毎日乗られない方が、定期券を買うこ

とで定期券は割高になるんだと。そこまで必要
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はないと。回数的に利用がですね。ですから、

以前あった回数券というのがでけんとだろうか

と。なんし今回、回数券のなくなったっだろか

というような非常に熱い気持ち、不便性を感じ

たですね、問い合わせを私のところにいただい

た方がいらっしゃるんですよ。１人の方が代表

して電話をかけてこられたということになるん

ですけども、そこに対して、なぜ今回、回数券

取り組んでいらっしゃらないのか、そのあたり

をお聞かせいただきたい。 

○企画政策課長（田中 孝君） 企画政策課、

田中でございます。 

 回数券の件ということでございますが、回数

券につきましては、この改編の前につきまして

も、路線バスじゃなくて循環バス、みなバス、

まちバス、ゆめバス、こちらについてはござい

ました。で、回数券は過去もその循環バスだけ

でございまして、今回もその循環バス、みなバ

ス、まちバス、ゆめバス、それぞれ回数券を設

けております。ですので、ひょっとしたら前

回、以前、回数券がなかったことをおっしゃっ

てるのかなというふうにちょっと思うんです

が、今現在も以前も、回数券というのは存在し

ているというところでございます。 

 金額で申しますと、改正前と改正後では、改

正後、循環バスは１５０円になっております

が、１５０円の１０枚つづりを１０００円で販

売してるということで、金額的にも同じような

形でサービスはさせていただいておるところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 循環バスについては回

数券を出してらっしゃるというところは理解を

しておりますが、一方で、山間部といいます

か、旧町村部における乗合タクシーへ移行した

ところ、こういったところへもですね、この回

数券というのは非常に有効な手段だというふう

に私は思うんですけども、そのあたりは担当課

ではどのような認識をお持ちでしょうか。 

○委員長（前川祥子君） 挙手お願いします。 

○企画政策課長（田中 孝君） 企画政策課、

田中でございます。 

 以前もちょっとなかったものでございますの

で、そちらのほうにつきましては、今後、ちょ

っと御意見もいただきながら検討してまいりた

いと思います。（委員大倉裕一君「あとは意見

で申します」と呼ぶ） 

○委員（古嶋津義君） ２点だけ。 

 繰越明許費について、熊本地震からちょっと

ふえたような気がいたしますが、人材不足とか

資材の高騰とか、大部分がですね、熊本地震に

よる影響であるというふうな捉え方でいいので

しょうか。 

 それと、歳入の部分、法人税、今、補正で３

０００万上がっております。先ほど説明の中で

も景気回復に伴うという説明がありましたが、

あとの議案ともちょっとリンクしてきますの

で、そのような捉え方でいいんですかね。認識

で。 

○財務部次長（松村 浩君） 繰越明許費につ

きましては、ただいま古嶋委員が言われました

ように、熊本地震による影響というのが今回の

にしても半数以上を占めているというところで

ございます。今回、平成２９年度で繰り越し事

業で、まず、今回３６事業ほどありますが、昨

年が５８事業ありましたので、だんだんその影

響というのもだんだん少なくなってきてるんで

はないかなというふうには思ってるところでご

ざいます。 

 以上です。（委員古嶋津義君「あと歳入」と

呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） 法人税はどなたが。 

○理事兼市民税課長（硴塚康浩君） 市民税課

の硴塚です。よろしくお願いいたします。 

 今、御質問の３０００万の補正の部分ですけ

れども、内容としましてはですね、日本全国的
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に景気はよくなってるというところもあります

し、特に熊本県内ではですね、今、熊本地震と

いう言葉が出ましたけども、復興事業といいま

すか、そういう需要がありまして、特に建設業

のほうでですね、前年――２８年と２９年比べ

た場合で５％程度伸びております。調定額にし

ましても４８３０万ふえておりますので、特に

法人につきましては企業利益が上がってきてい

ると。特に熊本地震関係のほうで上がってきて

るということで、税収増となっている状況でご

ざいます。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 確認でございますけど

も、第４表・地方債補正の７ページのとこの、

私が聞き間違えたかもしれないんですけど、後

で何か説明をするというふうに聞いたような気

がするんですけど、その説明というのはどこで

されたのかな。 

○財務部次長（松村 浩君） 歳入の款２１

の。（委員橋本隆一君「まだ先なんですね」と

呼ぶ）いや、先ほど説明の中で。（委員橋本隆

一君「あ、されたんですね」と呼ぶ）はい。そ

れぞれの市債の中での充当率とかの説明を差し

上げたつもりではございました。（委員橋本隆

一君「はい、ありました。済いません」と呼

ぶ） 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） はい、私が理解不足で

したので。説明されたということであるならば

いいです。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（大倉裕一君） まず、繰越明許費に関

係してであります。事業につきましては、原

則、単年度事業完了というのが原則であります

ので、その点に関してはしっかりと単年度で完

了するような事業運営をお願いしたいというこ

とでお願いをしておきたいというふうに思いま

す。 

 それから、一般質問でもあっておりましたけ

れども、市税の課税についてでありますが、旧

市町村の枠で、まだ公平感をですね、確保でき

ていないようなところもあるように聞き取れま

したので、公平な課税というところでしっかり

取り組んでいただきたいというふうに思いま

す。 

 それから、歳出のほうで申し上げましたバス

路線と乗合タクシーの件であります。循環バス

だけに回数券ということでありましたけれど

も、利便性を高めることや不公平感、そういっ

たところをなくすというところも含めてです

ね、乗合タクシー、それから全てのバス路線、

そういったところに回数券、それから定期券が

導入できるように、しっかりとした検討をお願

いしたい。 

 以上、３点を意見として申し上げておきま

す。 

○委員長（前川祥子君） ほかに意見はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１号・平成２９年度八代市一般会計補

正予算・第８号中、当委員会関係分について、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午前１０時４１分 小会） 
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－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４２分 本会） 

◎議案第５４号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第９号（関係分） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５４号・平成２９年度八代市一

般会計補正予算・第９号中、当委員会関係分を

議題とし、説明を求めます。 

○財務部次長（松村 浩君） それでは、引き

続き座らせていただきまして、御説明申し上げ

ます。 

 それでは、別冊となっております議案第５４

号・平成２９年度八代市一般会計補正予算・第

９号をお願いします。総務委員会付託分につい

て御説明いたします。 

 １ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出それぞれ５億２８００万円を

追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ７０

３億２９９０万円としております。 

 次に、第２条で繰越明許費の補正を、第３条

で債務負担行為の補正を、第４条で地方債の補

正をしておりますが、内容につきましては、３

ページから４ページの表で説明します。 

 それでは、３ページをお願いします。 

 第２表・繰越明許費補正の１の追加でござい

ますが、今回の補正予算の歳出は国の１次補正

予算に伴うものでありますので、本年度内での

事業完了ができません事業につきまして、繰越

明許費の設定を行っているものでございます。 

 まず、款５・農林水産業費、項１・農業費の

担い手確保・経営強化支援事業で７０４４万９

０００円の限度額設定でございます。同じよう

に、次の地籍調査事業では４３００万円、次の

項２・林業費の緑産業再生プロジェクト促進事

業で２３１０万円、次の款７・土木費、項２・

道路橋梁費の道路維持事業では７３８０万円、

次の項４・港湾費の八代港県営事業負担金事業

で２億７８００万円の限度額設定をそれぞれ行

っております。 

 次に、第３表・債務負担行為補正では、１、

廃止として、八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）

整備基本・実施設計業務委託において、２９年

度に設計者を公募し、契約を予定しておりまし

たが、応募数に満たなかったことで応募要件を

緩和するなど公募要件を見直し、改めて３０年

度に公募を実施することとなったことから、２

９年度内に契約ができなくなりましたので、債

務負担行為を廃止するものでございます。 

 ４ページをお願いします。 

 第４表・地方債補正でございますが、１の変

更で、まず土地改良事業で、補正前の６７００

万円に１億３０７０万円を増額し、１億９７７

０万円に、次の道路整備事業では補正前の８億

６９００万円に３３１０万円を増額し、９億２

１０万円に、次の港湾整備事業では補正前の３

億４６７０万円に２億７８００万円を増額し、

６億２４７０万円にそれぞれ変更いたしており

ます。 

 詳細は、９ページの歳入、款２１・市債のと

ころで説明いたします。なお、起債の方法、利

率、償還の方法につきましては補正前と同じで

ございます。 

 続きまして、歳入を説明します。 

 ８ページをお願いします。 

 款１０、項１、目１、節１・地方交付税で、

１１８６万４０００円を減額しておりますが、

これは、今回の補正予算の一般財源が減額とな

りましたので、地方交付税で調整したものでご

ざいます。 

 次に、款１４・国庫支出金、項２・国庫補助

金、目４・土木費国庫補助金、節１・道路橋梁

費補助金の４０５９万円は、国の１次補正予算

に伴い、防災・安全交付金の増額内示によるも

ので、坂本町の市ノ俣線と泉町の八八重～四方

田線の災害防除工事に対するものでございま
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す。 

 次の款１５・県支出金、項２・県補助金、目

４・農林水産業費県補助金で５７４７万４００

０円を計上しております。まず、節１・農業費

補助金の３４３７万４０００円でございます

が、説明欄の担い手確保・経営強化支援事業補

助金７０４４万９０００円は国の１次補正予算

に伴うもので、人・農地プランを作成し、農地

中間管理機構を活用している地域の担い手が融

資機関から融資を受け、農業用機械、施設等を

導入する際の融資残に対して補助されるもので

ございます。次の地籍調査事業費補助金は、当

初予算に計上していた予算額に対して国の補助

金内示額が６８３２万５０００円少なくあって

おりましたが、今回の国の補正予算で３２２５

万円の追加がありましたので、差し引き３６０

７万５０００円を減額するものでございます。

次に、節２・林業費補助金２３１０万円は、緑

の産業再生プロジェクト促進事業補助金としま

して、国の補正予算に伴い平成３０年度に予定

していた事業を前倒しして実施するもので、熊

本県森林組合連合会八代事業所が導入します木

材乾燥機２基に対するものでございます。 

 ９ページをお願いします。 

 款２１、項１・市債、目４・農林水産業債、

節１・農業債で１億３０７０万円を計上してお

ります。説明欄一番上の県営経営体育成基盤整

備事業負担金から一番下の基幹水利ストックマ

ネジメント事業負担金まで４つの県営事業負担

金につきましては、国の補正予算に伴い事業費

の追加がありましたので、それぞれの対象事業

費に対して１００％を充当する補正予算債でご

ざいます。 

 次に、目６・土木債、節１・道路橋梁債の３

３１０万円は、先ほど国庫支出金で説明しまし

た坂本町と泉町の２路線の災害防除事業に対す

るもので、充当率１００％の補正予算債でござ

います。次の節３・港湾債の２億７８００万円

は、こちらも国の補正予算に伴い事業費の追加

がありました八代港港湾整備に対する県への負

担金に対する、充当率１００％の補正予算債で

ございます。 

 以上が歳入の説明でございますが、歳出はあ

りませんので、これで説明を終わります。御審

議のほど、よろしくお願いします。 

○委員長（前川祥子君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 次長、繰越明許の理由

は説明されたでしょうか。 

○財務部次長（松村 浩君） 私の説明が下手

だったかもしれませんが、一番最初のほうで全

ての事業ということで言ったつもりで申し上げ

ました。 

 一応理由でございますけども、今回、繰越明

許してるものにつきましては、今回、国の１次

補正予算に伴いまして、今回の補正予算の歳出

に事業費を計上しているものでございまして、

当然、工期の関係上、年度内には完了しません

ので、本年度できないものについて繰越明許費

を設定しましたということで最初説明申し上げ

ましたので、一応それが総括ということで、大

変申しわけありませんが個々には申し上げませ

んでした。よろしくお願いします。 

○委員（大倉裕一君） 私も聞き逃しておりま

した。失礼しました。前のですね、補正予算の

ときは個別にあったもんで、個別にあるものか

と。済みません、失礼いたしました。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５４号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第９号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午前１０時５１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５２分 本会） 

◎議案第５号・平成３０年度八代市一般会計予

算（関係分） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５号・平成３０年度八代市一般

会計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明

を求めます。 

 それでは、まず、歳入等について、財務部か

ら説明願います。 

○財務部次長（松村 浩君） 引き続き座らせ

ていただきまして、説明申し上げます。 

 それでは、別冊となっております議案第５号

・平成３０年度八代市一般会計予算をお願いし

ます。総務委員会付託分のうち、まず、歳入な

どを御説明いたします。 

 一般会計予算書の３ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算でございます

が、予算総額を歳入歳出それぞれ５６８億２０

６０万円と定めております。 

 第２条は繰越明許費、第３条は債務負担行

為、第４条は地方債でございますが、内容につ

きましては、後ほど、９ページから１１ページ

の表で説明します。 

 次に、第５条、一時借入金でございますが、

本市の歳計現金に不足が生じた場合に、その支

払いの資金を補うために、一時的に金融機関か

ら借り入れを行いますが、その借り入れの最高

額を８５億円と定めております。 

 第６条、歳出予算の流用でございますが、各

項の経費の金額を流用することができる場合を

定めております。 

 続きまして、９ページをお願いします。 

 第２表・繰越明許費でございます。 

 款４・衛生費、項２・生活環境費の環境影響

評価事後調査業務委託で７１６万２０００円の

設定を行っております。これは、環境センター

の建設に当たり周辺の環境調査を行うもので、

平成２６年度から平成３０年度まで債務負担行

為に基づき契約を行っていましたが、施設完成

後１年は調査する必要がありますので、熊本地

震の影響で環境センターの完成がおくれました

ことから、年度内に完了することができません

ので、繰り越しをするものでございます。 

 次に、第３表・債務負担行為でございます。 

 まず、市県民税納税通知書作成等業務委託で

は、期間を平成３０年度から３１年度まで、限

度額を５６７万９０００円に設定しておりま

す。これは、この後の２つも同じ理由でござい

ますが、３１年度の納付書作成等に要する経費

でございますが、３０年度に契約を行う必要が

ありますことから設定を行うものでございま

す。 

 次の軽自動車税納税通知書作成等業務委託

で、期間を平成３０年度から３１年度まで、限

度額を３８６万５０００円に設定しておりま

す。 

 次の固定資産税納税通知書作成等業務委託

で、期間を平成３０年度から３１年度まで、限

度額を６４８万円に設定しております。理由は

先ほどと同じでございます。 

 次に、家屋評価システム更新経費では、期間

を平成３１年度から平成３５年度まで、限度額

を７７０万５０００円に設定しております。こ

れは３０年度にシステムを更新することによる
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５年間のシステムリース料に係るものでござい

ます。 

 次の不動産鑑定業務委託で、期間を平成３１

年度から３２年度まで、限度額を３６０５万２

０００円設定しております。これは３３年度の

評価がえに向けての土地鑑定評価業務委託でご

ざいます。 

 次に、内部情報システム更新経費で、期間を

平成３１年度から３５年度まで、限度額を１億

１４１７万８０００円に設定しております。こ

れは、３０年度にシステムの更新を行うことに

よる５年間のリース料に係るものです。 

 次の八代市地域福祉計画策定業務委託では、

期間を平成３１年度まで、限度額を２２２万９

０００円に設定しておりますが、これは、地域

福祉計画を２カ年で作成するものでございま

す。 

 次に、被保護者及び生活困窮者就労準備支援

業務委託では、期間を平成３０年度から３１年

度まで、限度額を７２３万２０００円に設定し

ておりますが、３１年４月から業務を行う必要

がありますので、３０年度に契約を行うための

設定でございます。 

 次に、平成３０年度土地改良融資事業に対す

る元利補給金で、期間を平成３１年度から４５

年度まで、限度額を９９８１万６０００円に設

定しております。これは、土地改良融資事業に

おいて、融資を受けた償還金に対する助成金で

ございます。 

 次に、地籍調査システム更新経費では、期間

を平成３１年度から３５年度まで、限度額を１

４２８万１０００円に設定しております。これ

は、３０年度にシステムの更新を行うことによ

る５年間のリース料に係るものでございます。 

 次に、企業振興促進条例補助金（平成３０年

度）で、期間を平成３１年度から３４年度ま

で、限度額を１億２４５４万７０００円に設定

しております。これは、八代市企業振興促進条

例に基づき、工場等建設補助金及び用地取得等

補助金に係るものでございます。 

 最後に、八代市中学校情報教育システムリー

ス経費で、期間を平成３１年度から３５年度ま

で、限度額を２億４８２４万６０００円に設定

しております。これは、中学校のパソコン教室

及び職員室で使うパソコン更新のリースに係る

ものでございます。 

 １０ページをお願いします。 

 第４表・地方債でございます。 

 それぞれ起債の目的、限度額、起債の方法な

どを定めているものでございます。詳細は５０

ページから５２ページの歳入、款２１・市債の

ところで説明いたします。 

 続きまして、１７ページをお願いします。 

 歳入でございます。 

 歳入につきましては、相当なページ数となり

ますので、国、県の支出金など、事業に伴う特

定財源につきましては主なものを説明いたしま

す。 

 款１の市税から款１１・交通安全対策特別交

付金までは、これまでの決算状況や平成２９年

度の決算見込み額に加え、国の地方財政計画な

どを参考に見込みを立てたものでございます。 

 それでは、まず、款１・市税でございます。 

 項１・市民税、目１・個人で４８億８３００

万円を計上しております。前年度と比較します

と１億６７００万円の増でございますが、主な

要因は所得割の増加によるものございます。 

 次に、目２・法人で、１１億１７００万円を

計上しております。前年より８８００万円の増

加でございますが、法人税割の増加によるもの

ございます。 

 続きまして、項２、目１・固定資産税では、

土地、家屋、償却資産に係るもので７６億４４

９９万５０００円を計上しております。前年度

と比較しますと１億４７１８万３０００円の増

でございますが、３０年度は３年に１回の評価
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がえの年となりますので、土地と家屋では減少

を見込んでおりますが、償却資産では増加を見

込んでいるところでございます。 

 次に、目２・国有資産等所在市交付金は４１

７１万３０００円を計上しております。これ

は、国、県の施設が所在する市町村に交付され

るものでございます。 

 続きまして、１８ページをお願いします。 

 項３、目１・軽自動車税は、前年度より１６

００万円増の４億１２７０万円を計上しており

ます。 

 続きまして、項４、目１・市たばこ税は、前

年度の決算見込みなどから、前年度より１７０

０万円減の８億６２００万円を計上してます。 

 項５、目１・入湯税では、前年度の決算見込

みから、前年度より１５０万円増の１５７０万

円を計上しております。 

 続きまして、１９ページをお願いします。 

 款２・地方譲与税でございます。 

 項１、目１・地方揮発油譲与税でございます

が、１億３７００万円を計上しておりますが、

これは、国税である地方揮発油税の４２％が市

道の延長、面積に応じ、市町村に交付されるも

のでございます。 

 続きまして、項２、目１の自動車重量譲与税

は、国の見込みを参考に、前年度より３９００

万円増の３億８２００万円を計上しておりま

す。これは、国税として徴収されます自動車重

量税の１０００分の４０７が市町村道の延長、

面積に応じ、市町村に交付されるものでござい

ます。 

 続きまして、項３・特別とん譲与税でござい

ますが、前年度より３２０万円増の２７００万

円を計上しております。これは、外国貿易船の

入港に際し、船の純トン数に応じ、港の所在市

町村に譲与されるものでございます。 

 続きまして、２０ページをお願いします。 

 款３・利子割交付金では２６３０万円を計上

しております。これは、県が徴収した県民税利

子割収入のうち、個人に係る利子相当分の５分

の３の額が個人県民税の収入割合に応じて県か

ら市町村に交付されるものでございます。２９

年度の決算見込みや国の地方財政計画などを参

考に、前年度より１５７０万円の増を見込んで

おります。 

 続きまして、款４・配当割交付金で、前年度

より１７００万円減の２７００万円を計上して

おります。これは、県に納入された配当割に相

当する額に政令で定める率を乗じて得た額の５

分の３に相当する額が個人県民税の収入割合に

応じて県から市町村に交付されるものでござい

ます。 

 続きまして、款５・株式等譲渡所得割交付金

では、２９年度決算見込みや国の見込みなどを

参考に、前年度より２８１０万円増の５２００

万円を計上しております。これは、県に納付さ

れた株式等譲渡所得割額に相当する額に政令で

定める率を乗じて得た額の５分の３に相当する

額が個人県民税の収入割合に応じて県から市町

村に交付されるものでございます。 

 続きまして、２１ページをお願いします。 

 款６・地方消費税交付金で、前年同額の２５

億２１００万円を計上しております。これは、

県の地方消費税収入額の２分の１相当額が国勢

調査の人口及び事業所・企業統計調査の従業者

数などに応じて市町村に交付されるものです。 

 続きまして、款７・ゴルフ場利用税交付金

で、前年度より１３０万円増の５８０万円を計

上しております。これは、県に納められたゴル

フ場利用税の１０分の７に相当する額がゴルフ

場設置に伴い市町村の財政需要などに配慮し、

ゴルフ場所在の市町村に交付されるものでござ

います。 

 続きまして、款８・自動車取得税交付金でご

ざいますが、２９年度の決算見込み額、及び国

の地方財政計画を参考に、前年度より４１００
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万円増の１億２０００万円を計上しておりま

す。これは、県に納められた自動車取得税に９

５％を乗じた額の１０分の７に相当する額が市

町村道路の延長及び面積に応じて市町村に交付

されるものでございます。 

 続きまして、２２ページをお願いします。 

 款９、項１・地方特例交付金、目１・減収補

てん特例交付金で、国の地方財政計画を参考に

６３８０万円を計上しております。これは、個

人住民税における住宅ローン控除による減収分

を補塡するもので、国から交付されるものでご

ざいます。 

 続きまして、款１０・地方交付税では、前年

度の決算見込みや国の見込みに基づき、１４９

億８０００万円を計上しております。これは国

から交付されるもので、基準財政需要額と基準

財政収入額の差額に対し交付される普通交付

税、及び特別な財政需要を考慮して交付される

特別交付税でございます。前年度と比較します

と７億９０００万円の減でございますが、合併

算定がえによる特例分が平成２８年度から平成

３０年度まで５年間にわたり段階的に削減さ

れ、一本算定へと移行することに伴う減少や市

税の増収などにより、地方財政計画において対

前年度マイナス２％になる見込みなどを参考に

算出したところでございます。 

 続きまして、款１１・交通安全対策特別交付

金では１９００万円を計上しております。これ

は、道路交通法違反で納付される反則金が交通

事故の発生件数等を基に国から交付されるもの

でございます。 

 続きまして、２３ページをお願いします。 

 款１２・分担金及び負担金でございます。 

 まず、項１・分担金、目１・農林水産業費分

担金、節１・農業費分担金で９２００万円を計

上しております。これは、市内一円の排水路改

修工事の事業分担金でございます。次の節２・

水産業費分担金の１５０万円は、県営覆砂事業

に伴う漁協の負担分でございます。 

 次に、項２・負担金、目１・総務費負担金１

０５５万２０００円は、八代地域イントラネッ

ト運用に係る氷川町負担金９７７万２０００円

が主なものでございます。 

 次の目２・民生費負担金で６億８７２７万１

０００円を計上しております。まず、節１・社

会福祉費負担金３４９３万８０００円は、主に

老人福祉施設入所者負担金でございます。次の

節２・児童福祉費負担金の６億５２３３万３０

００円の主なものは、説明の下のほうにありま

す施設型給付公立保育所保育料と施設型給付私

立保育所保育料でございます。 

 続きまして、２４ページをお願いします。 

 目５、節１・商工費負担金３９０万８０００

円は、３０年度から対象地域を氷川町、芦北町

に広げ事業を展開する八代圏域ツナガルインタ

ーンシップ推進事業に対する２町の負担金でご

ざいます。 

 次に、款１３・使用料及び手数料でございま

す。 

 項１・使用料、目１の総務使用料で３１９１

万７０００円を計上しております。主なもの

は、新八代駅東口駐車場使用料とコミュニティ

センター使用料でございます。 

 次に、２５ページになりますが、目３・衛生

使用料２４９７万６０００円は、主には斎場使

用料及び千丁健康温泉センターの温泉入館料で

ございます。 

 次に、２６ページに移りまして、目６・土木

使用料で２億６０４０万２０００円を計上して

おります。節１・道路橋梁使用料４２２７万２

０００円は、電柱などの道路占用料が主なもの

でございます。節４・住宅使用料２億１４３４

万５０００円は、市営住宅全２９団地分の公営

住宅使用料などでございます。 

 次に、目８・教育使用料で５０１８万９００

０円を計上しております。主なものは、２７ペ
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ージになりますが、節２の幼稚園使用料の幼稚

園保育料の１０９７万３０００円、節３・社会

教育施設使用料の２３５２万９０００円の厚生

会館や博物館などの使用料、節４・社会体育施

設使用料の夜間照明使用料や千丁体育館使用料

などでございます。 

 続きまして、２８ページをお願いします。 

 項２・手数料、目１・総務手数料で７１３０

万４０００円を計上しておりますが、主なもの

は、住民票や印鑑証明などの発行に係る節３の

戸籍住民基本台帳手数料５８１０万円でござい

ます。 

 次に、目２・衛生手数料３億６４８１万９０

００円でございます。主なものは、節２・生活

環境手数料の清掃センター及び環境センターへ

の搬入ごみ処理手数料やごみの有料指定袋処理

手数料でございます。 

 次に、２９ページをお願いします。 

 款１４・国庫支出金でございます。 

 項１・国庫負担金、目１・民生費国庫負担金

は７６億１５８６万３０００円で、前年度より

１億７９０６万６０００円の増となっておりま

すが、その要因は、保育所運営費負担金で１億

６４９万５０００円の増、生活保護費負担金４

９７９万７０００円の増が主なものでございま

す。まず、節１の社会福祉費負担金１９億２７

２７万４０００円の主なものは、説明欄２つ目

の障害者の介護給付等に係る障害者自立支援給

付費負担金と、３０ページの説明欄４つ目の障

がい児通所支援事業負担金でございます。次

に、節２・児童福祉費負担金３４億９１０８万

９０００円でございますが、私立保育所や認定

こども園などの運営に対する保育所運営費負担

金、中学生まで支給される児童手当負担金、ひ

とり親家庭に児童を養育する手当を支給する児

童扶養手当負担金がその主なものでございま

す。 

 続きまして、項２・国庫補助金、目１・総務

費国庫補助金では１億３５３１万３０００円を

計上しております。主なものは地方創生推進交

付金８０９８万８０００円で、海外クルーズ船

急増に伴う観光資源強化事業や八代圏域ツナガ

ルインターンシップ推進事業などに補助される

ものです。 

 ３１ページに移りまして、目２・民生費国庫

補助金では１億９２９６万８０００円を計上し

ております。節１・社会福祉費補助金６６３４

万円の主なものは、地域生活支援事業補助金

で、これは、障害者や障害児が自立した日常生

活、社会生活を営むために行われる地域活動支

援センター事業や日常生活用具給付事業などに

対して補助されるものでございます。次に、節

２・児童福祉費補助金１億２２２５万６０００

円の主なものは、子ども・子育て支援交付金

で、子ども・子育て支援新制度における放課後

児童健全育成事業や地域子育て支援拠点事業な

どの地域子ども・子育て支援事業等に対する補

助でございます。 

 次に、目３・衛生費国庫補助金１９５７万２

０００円でございます。前年度と比べ２６億７

０８７万７０００円の減は、主には節２・生活

環境費補助金における環境センター建設に係る

循環型社会形成推進交付金が２９年度で終了し

たためでございます。 

 次に、目４・土木費国庫補助金４億３２８９

万３０００円でございます。前年度と比べ２億

５８１万６０００円の減は、主に、八の字線道

路整備事業や日奈久浜町ポンプ場整備の完了に

よる減や八千把地区土地区画整理事業の事業費

減によるものでございます。節１・道路橋梁費

補助金２億３３４８万６０００円の主なもの

は、道路ストック点検・修繕事業、東西アクセ

ス線改良事業及び橋梁長寿命化修繕事業でござ

います。節２・都市計画費補助金１億２６００

万円は、西片西宮線道路整備事業と、３２ペー

ジの一番上の八千把地区土地区画整理事業が主
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なものでございます。 

 引き続き、３２ページの目５・教育費国庫補

助金１億１７３４万４０００円は、前年度と比

べ４９２３万１０００円の増となっております

が、主な要因は、節２・小学校費補助金の一番

下にあります太田郷小学校のトイレ改修事業補

助金によるものでございます。 

 続きまして、３３ページをお願いします。 

 項３・委託金でございます。 

 目２・民生費委託金３０４１万８０００円

は、節１・社会福祉費委託金の基礎年金等事務

費交付金が主なものでございます。 

 ３４ページをお願いします。 

 款１５・県支出金でございます。 

 項１・県負担金、目１・民生費県負担金で３

０億２４万３０００円を計上しております。ま

ず、節１・社会福祉費負担金１７億６０１４万

１０００円でございますが、これは、説明欄一

番上の国民健康保険基盤安定保険税軽減分負担

金、１つ飛びまして、後期高齢者医療保険基盤

安定負担金、この２つはいずれも保険料軽減分

に係るものでございます。また、次の障害者の

介護給付等に係る障害者自立支援給付費負担金

などが主なものでございます。次に、節２・児

童福祉費負担金１２億２７９９万８０００円で

ございますが、これは先ほど国庫負担金のとこ

ろでも御説明しましたが、私立保育所や認定こ

ども園などの運営に対する保育所運営費負担

金、児童手当負担金が主なものでございます。 

 ３５ページをお願いします。 

 項２・県補助金、目１・総務費県補助金１億

５２０７万１０００円は、前年度より１億３９

４８万円の増となっておりますが、２９年度か

ら取り組んでおります県の熊本地震復興基金交

付金を活用して被災者の支援等を行っているも

ので、説明にあります１０事業に対するもの

と、事務費がその主なものでございます。 

 次に、目２・民生費県補助金では３億３３０

２万３０００円を計上しております。節１・社

会福祉費補助金の主なものは、説明欄上から３

番目の重度心身障がい者医療費助成事業費補助

金でございます。 

 ３６ページをお願いします。 

 節２・児童福祉費補助金の主なものは、放課

後児童クラブの運営に対する放課後児童健全育

成事業等補助金や、その下３つ目、第３子以降

３歳未満児の保育料無料化に対する多子世帯子

育て支援事業費補助金でございます。 

 目３・衛生費県補助金では７５７５万１００

０円を計上しております。主なものは、節１・

保健衛生費補助金の乳幼児医療費助成事業費補

助金でございます。 

 ３７ページに移りまして、目４・農林水産業

費県補助金では６億９５５１万円を計上してお

ります。主には、節１・農業費補助金の６億３

５０万７０００円でございまして、説明欄中ほ

どの地籍調査事業費補助金、下から２つ目の多

面的機能支払交付金事業補助金、また、３８ペ

ージに移りまして、上から４つ目のいぐさ収穫

機――ハーベスタ導入支援補助金と、その２つ

下の農業次世代人材投資事業補助金が主なもの

でございます。 

 続きまして、３９ページをお願いします。 

 項３・委託金、目１・総務費委託金で２億１

４４７万４０００円を計上しております。前年

度と比べ２６５３万円の増は、節４・選挙費委

託金で、平成３１年度予定されております県議

会議員選挙に係る事前準備の委託金が主な要因

でございます。また、主なものは、節２・徴税

費委託金の県民税徴収事務委託金でございま

す。 

 次は、４１ページをお願いします。 

 款１６・財産収入でございます。 

 まず、項１・財産運用収入、目１・財産貸付

収入２１３８万７０００円は、土地建物貸付収

入や日奈久埋立地メガソーラ貸付収入、自動販
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売機設置料が主なものでございます。 

 次に、目２・利子及び配当金１３５４万８０

００円は、説明欄に記載しております各基金の

利子が主なものでございます。 

 ４２ページに移りまして、項２・財産売払収

入、目１・不動産売払収入１億５５１２万７０

００円は、八千把地区土地区画整理事業保留地

売払収入が主なものでございます。 

 次に、款１７・寄附金でございます。 

 項１・寄附金、目１・総務費寄附金で３億１

１５０万円を計上しておりますが、主なもの

は、ふるさと納税である、ふるさと元気づくり

応援寄附金でございます。 

 続きまして、４３ページの下の表をお願いし

ます。 

 款１８・繰入金でございます。 

 項１・基金繰入金の主なものは、４４ページ

になりますが、目５・八千把地区土地区画整理

事業基金繰入金８７５５万５０００円、目６・

ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金７８８

２万３０００円、目８・まちづくり交流基金繰

入金１億６４７２万１０００円、目１０・市有

施設整備基金繰入金として博物館や斎場の整備

に９０００万円、４５ページに移りまして、目

１１・教育文化センター建設基金繰入金として

八代市公民館の整備に１億６０００万円、目１

２・平成２８年熊本地震復興基金繰入金４６１

万８０００円は、熊本地震で被災した家屋の一

部損壊に助成する災害見舞金支給事業など３事

業に係るものでございます。 

 続きまして、款１９・繰越金でございます。

平成２９年度からの繰越金を１１億円計上いた

しております。 

 次に、款２０・諸収入でございます。 

 まず、項１・延滞金加算金及び過料でござい

ますが、目１・延滞金で、前年度の決算見込み

などから１０００万円を計上しております。 

 ４６ページをお願いします。 

 項３・貸付金元利収入の目１・総務費貸付金

元利収入で３５６３万８０００円を計上してお

ります。市が一般財団法人地域総合整備財団の

支援を得て民間事業者に無利子の貸し付けを行

っているものに対しての元金返済分である、地

域総合整備資金貸付金元金収入が主なものでご

ざいます。 

 次に、目４・商工費貸付金元利収入で、５億

円を計上しております。中小企業経営安定特別

融資預託金元金収入を初めとする各預託金の元

金収入でございます。 

 続きまして、４７ページの項４・雑入でござ

います。 

 目５・雑入では３億９６４万円を計上してお

ります。主なものとしまして、まず、節２・消

防団員等公務災害補償等共済基金収入で、消防

団員退職報償金、次の節３・公営住宅共益費な

どでございます。 

 そのほか、４８ページに移りまして、節８・

雑入で２億７５９万８０００円を計上しており

ますが、主なものは、説明欄の上から順に、生

活保護費返還金、熊本県市町村振興協会市町村

交付金のほか、スポーツ振興くじ助成金は総合

体育館のトイレ洋式化などに対するもの、ま

た、清掃センター等におけるアルミニウム等、

再資源化物販売代金納付金、熊本県後期高齢者

医療広域連合派遣職員の給与負担金でございま

す。そのほかに指定管理者からの納付金としま

して、下から７つ目の広域交流地域振興施設よ

かとこ物産館と、その３つ下の日奈久温泉施設

ばんぺい湯、東湯納付金がございます。 

 最後に、５０ページをお願いします。 

 款２１・市債でございます。 

 まず、項１・市債、目１・総務債は１８億８

９００万円でございまして、地方財源の不足分

を補塡します臨時財政対策債は、昨年度より９

７１０万円減の１８億３２５０万円が主なもの

で、国の地方財政計画をもとに見込んだもので
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ございます。 

 次の目２・衛生債で、主なものは、環境セン

ター建設事業の９５％の６２７０万円、し尿処

理施設整備事業、衛生処理センターの機械耐震

化工事費の９５％の４７５０万円でございまし

て、前年度に比べ５５億４３００万円の減とな

っておりますが、これは環境センター建設事業

費の減によるものでございます。 

 次に、目３・農林水産業債３億７８０万円

は、前年度より８９５０万円の減となっていま

すが、主な要因は、食肉センター解体事業の事

業完了によるものです。節１・農業債で主なも

のは、上から、昭和地区等の県営経営体育成基

盤整備事業負担金の９０％に当たります９６７

０万円、第二郡築地区等の県営排水対策特別事

業負担金の９０％の４８６０万円、２つ飛びま

して、野崎地区などの県営湛水防除事業負担金

の９０％の３０４０万円でございます。次に、

節２・林業債の主なものは、道整備交付金事業

の５６１０万円で、これは林道の開設、改良な

どの事業費から県補助金を除いた額に、公共事

業等債の９０％と過疎・辺地対策債の１００％

分でございます。 

 次に、目４・商工債は４７５０万円でござい

まして、節２・商工債３８００万円はハーモニ

ーホールの多目的広場改修に係る経費の９５％

でございます。 

 次に、目５・土木債は１４億５９８０万円で

ございまして、節１・道路橋梁債の主なもの

は、一番上の市内一円道路整備事業で、歩行空

間バリアフリー化推進事業費、道路新設改良事

業費、橋梁改修事業費の９０％分、また、防災

対策事業費の１００％分、及び坂本、東陽、泉

地域の道路新設改良事業費の１００％分、ま

た、その３つ下の東西アクセス改良事業で９５

％分などを合わせた７億２７２０万円でござい

ます。 

 ５１ページをお願いします。 

 節３・港湾債は、八代港の国直轄事業及び重

要港湾改修事業に係る県営事業負担金の９０％

の３億４２００万円と、港湾施設改修事業は、

鏡港泊地浚渫工事と日奈久港の長寿命化計画の

事業費から国庫補助金を除いた額の９０％の２

６５０万円でございます。次に、節４・都市計

画債の３億３７０万円の主なものは、西片西宮

線道路整備事業で国庫補助金を除く９５％の４

０２０万円、市内一円の都市下水路整備事業で

９０％の４５９０万円、一番下の、八千把地区

土地区画整理事業で国庫補助金を除く９０％の

１億４６６０万円が主なものでございます。 

 次に、目６・消防債は５６１０万円で、ポン

プ車の購入や防火水槽設置など、消防施設整備

事業の起債対象事業費から県補助金を除いた額

の１００％の５１４０万円が主なものでござい

ます。 

 次に、目７・教育債は６億５２６０万円でご

ざいます。前年度と比べ４億２４３０万円増の

主なものは、小学校債では、体育館などの非構

造部材耐震化工事、太田郷小学校のトイレ改修

事業による増加、中学校債では、第五中学校の

プール整備による増加、社会教育債では、総合

体育館の改修及び東陽運動公園の改修による増

加でございます。内容は、節１・小学校債の２

億７９６０万円は、日奈久小学校などの体育館

非構造部材耐震化など小学校施設整備事業の９

５％と１００％の１億７８４０万円と太田郷小

学校トイレ改修事業の９５％の９３４０万円が

主なものでございます。節２・中学校債１億７

６４０万円は、第五中学校のプール耐震化事業

と第二中学校プールの耐震化設計などの学校プ

ール耐震化事業で９５％の８９８０万円、中学

校の空調設備の設計を行う中学校空調設備設置

事業で９５％と１００％の２５１０万円が主な

ものでございます。 

 ５２ページに移りまして、節３・社会教育債

１億８４８０万円は、総合体育館小アリーナの
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外壁改修などの総合体育館施設整備事業で９５

％の８３１０万円、東陽運動公園のグラウンド

排水改修の東陽運動公園施設整備事業で１００

％の６０７０万円が主なものでございます。 

 次の目８・災害復旧債１１億１７３０万円

は、前年度より９億１０００万円の増となって

おりますが、市庁舎の解体に係るものが主な要

因でございます。まず、市庁舎施設災害復旧事

業は、庁舎の解体費や仮設庁舎のプレハブリー

ス料などに１００％の８億９８０万円、及び新

庁舎建設災害復旧事業３億７５０万円は、文化

財調査や松江水源地の仮設浄水池に伴う経費の

１００％でございます。 

 以上、平成３０年度八代市一般会計予算に係

る歳入の説明でございます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 質疑じゃないんですけ

ど、教えていただきたいんですが、地方交付税

が７億９０００万ですかね。２２ページです

ね。で、一本算定の減少額とその他というとこ

ろまで説明いただいたんですが、具体的に一本

算定でどれだけ減額になったのか、想定されて

いるのかというところをお聞かせいただきたい

と思います。 

○財務部次長（松村 浩君） 地方交付税が昨

年度の予算計上額から７億９０００万の減でご

ざいます。 

 その理由でございますけど、先ほど委員から

ありましたように、合併算定がえ、いわゆる一

本算定になったことによる減でございますが、

平成３０年度は差額分の５割相当分ということ

でございまして、前年度に比べますと約２億６

０００万円の減を見込んでます。 

 それに、あとは今回、市税のほうが増になっ

ておりますので、市税が増になりますと、その

市税の７５％分が地方交付税の基準財政収入額

という収入の部分に反映されますので、その辺

で約１億２０００万程度が少なくなるとか、そ

れにあとは地財のほうで、先ほど説明で申し上

げましたが、２％ぐらい減になるんじゃないか

ということで、その辺も含めて約３億円ぐらい

の減ということで、約７億９０００万円の減を

現在のところ見込んでるということでございま

す。 

 詳細はことしの７月ごろにはわかってくると

いうふうに思っております。 

 以上です。（委員大倉裕一君「はい、ありが

とうございます」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（古嶋津義君） 先ほども質問しました

が、市税の個人と法人、それぞれ所得割、法人

税割の増がなっております。先ほどの説明と一

緒で、景気が回復をした、熊本地震等による影

響ということで理解をしてよかっですね。 

 それと、１９ページの地方揮発油譲与税が２

０００万ほど減額になっておりますが、前年度

と比べて、その主な理由を教えていただきたい

と思います。 

○委員長（前川祥子君） 挙手をお願いしま

す。 

○理事兼市民税課長（硴塚康浩君） 市民税課

の硴塚です。 

 先ほど法人市民税につきましては説明いたし

ましたので、個人の住民税のほうを御説明した

いと思いますが、３０年度に関しましては、給

与所得と農業所得が上がってきております。景

気がよいということで、雇用情勢が回復してま

いりまして、給与所得者のほうがふえてまいり

ました。納税義務者もふえてまいりまして、所

得総額そのものも、前年、２８年、２９年と比

較しますと２８億５９００万ぐらい所得そのも

のが上がっております。 
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 それから、農業所得もですね、これが非常

に、２８年から２９年にかけまして、総所得額

が５５億５１００万から７２億１０００万、１

６億５８００万ほど所得そのものが上がってお

りまして、農業が非常に、今、八代の場合はよ

くなってきているということで、個人の住民税

も当然上がってきておりますので、しばらくは

この傾向は、八代市の場合は何年続くかわかり

ませんが、今のところ全体的な景気がいいとい

うところで、八代市の市税の収入に関しまして

もかなり見込めるのではないかというふうに思

っております。 

 以上です。 

○財務部次長（松村 浩君） ２つ目のお尋ね

の地方揮発油税の減でございますけれども、一

応この揮発油税といいますのは車のガソリンに

かかってる税金がその財源となるわけでござい

ますが、今回の見込みにつきましては、国の地

方財政計画上、対前年に対しましても９８.２

と、マイナス１.８％に、全国的になるであろ

うというふうな見込みが立てられてるところで

ございます。 

 そこで、なぜ少なくなるかという主な要因で

ございますが、現在、車が結構ハイブリッドに

なったり電気自動車というのが普及をしてまい

りました。そうしますと、どうしても消費する

ガソリンのほうが減ってくるわけでございまし

て、そちらのほうの影響が多分にこのガソリン

揮発油税に影響してきてるんじゃないかという

ふうに思われます。 

 以上でございます。 

○委員（古嶋津義君） はい、わかりました。

それとですね、同じその地方揮発油譲与税の中

の１億３７００万でありますが、４２％が道路

の特定財源だろうと思いますが、これは確実

に、尾﨑財政課長、行っとっとですか、道路の

ほうに。 

○委員長（前川祥子君） 挙手をお願いしま

す。 

○財政課長（尾﨑行雄君） 歳入としては入っ

てまいりますが、一応特定財源ではございませ

んで、一般財源という形で入っております。

（委員古嶋津義君「はい」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で歳入等に係る

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で歳入等につい

てを終了します。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午前１１時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３８分 本会） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、歳出について説明を求めます。 

 まず、第１款・議会費について、議会事務局

から説明願います。 

○議会事務局長（東坂 宰君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）議会事務局の

東坂でございます。 

 議案第５号・平成３０年度八代市一般会計予

算、歳出の款１・議会費につきまして御審議い

ただきますけれども、概要の説明とともに、本

年度を踏まえ、３０年度を迎えるに当たっての

事務局長としての所見を申し述べさせていただ

きます。着座にて行います。 

 それでは、予算書の５３ページをごらんくだ

さい。 

 歳出総額は３億６７８５万８０００円で、平

成２９年度と比較いたしますと２８９１万２０

００円、約７.３％の減額となっております。 

 この主な要因は、議員定数が４名減となった

こと、――実質的には２９年度と比較しますと
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議員数が３名減となったことに伴います報酬、

期末手当、共済費、費用弁償及び政務活動費の

減額でございます。 

 例年、この予算審査の際に申し上げておりま

すが、議会費につきましては義務的経費の占め

る割合が大変大きく、人件費だけでも予算の約

９割となっております。その予算の詳細につき

ましては、後ほど嶋田次長が説明いたしますの

で、御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

 さて、昨年のこの席では、市民の皆様方に対

する情報公開の能力を高めるとともに、質の高

い職務環境を議員の皆様方に提供することが我

々議会事務局の責務であるなどの所見を申し述

べておりましたが、現在の２８名の議員の皆様

方につきましては、新たに顔写真入りで紹介す

るなど、市議会ホームページの充実、あるいは

本会議、委員会の録画放送までの時間短縮等に

よります情報提供の迅速化を図るとともに、平

成２８年熊本地震後、ここ鏡支所へ議会機能が

移転して間もなく２年になろうとしている中

で、御満足していただいてるとは言いがたいも

のの、執行部の御協力を得て、会派控室の整

備、及び情報収集用としてＷｉ－Ｆｉ機器の設

置に至りました。 

 平成３０年度におきましては、市議会に対す

る市民の関心度は重要な指標であるを念頭に置

き、議会活動を市民の皆様に周知していくた

め、情報をさらに発信し、また、市民の皆様か

らの議会に対する声を取り入れ、より開かれ

た、より親しまれる議会の実現に向け、継続し

て取り組みたいと考えております。 

 議会、議員の皆様方の御協力をよろしくお願

いいたします。 

 それでは、次長より説明をいたします。 

○議会事務局次長（嶋田和博君） 議会事務局

の嶋田でございます。 

 歳出の議会費につきまして、着座にて説明を

させていただきます。 

 別冊となっております予算書の、今、お開き

だと思いますが、５３ページを改めてごらんい

ただきたいと思います。 

 今ほど局長からありましたように、議会費に

つきましては、平成３０年度予算として３億６

７８５万８０００円を計上いたしております。

今年度と比べて、全体で２８９１万２０００円

の減、率にして７.３％。その主な要因につい

ては、説明ありましたように、４名の議員定数

の削減に伴うものでございます。 

 それでは、説明欄に基づき、節区分とあわせ

て説明をいたします。 

 まず、議員２８人、一般職１０人に係る報

酬、給料等といたしまして、３億２４４６万２

０００円を計上いたしております。節区分で申

しますと、１・報酬から４の共済費までがそれ

に該当いたします。 

 次に、議会運営事務事業でございますが、議

会運営の円滑な遂行を図ることを目的といたし

まして、議会運営全般にかかわる事務処理経費

３３３１万６０００円となっております。 

 議会運営事務事業における主なものを申し上

げますと、節７・賃金の３２６万６０００円

は、公用車の運転管理業務及び議会事務局の事

務補助に係る非常勤職員２名分の人件費でござ

います。節９・旅費の１３１８万円は、常任委

員会並びに議会運営委員会の行政視察旅費５３

０万円のほか、この節の中には会議出席費用弁

償４９５万８０００円などが含まれておりま

す。節１０・交際費の６０万円は、各種総会の

会費などに支出するものでございます。節１１

・需用費の５９３万５０００円は、やつしろ市

議会だより４万９０００部の年４回分の印刷経

費４０２万２０００円、八代市政の概要１００

冊の印刷経費１１３万４０００円のほか、消耗

品６２万３０００円などでございます。節１２

・役務費の８万３０００円は、経済企業委員会
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の海面調査に伴うクローニーベイハイ号の操船

料などでございます。節１３・委託料の７３６

万円は、常任委員会や議会運営委員会などの委

員会記録等作成業務委託に要します経費２５２

万５０００円、本会議録作成の業務委託に要し

ます経費３３３万１０００円のほか、会議録検

索システムの保守点検委託料５３万円、議会中

継システム機器の保守点検委託料５９万４００

０円などでございます。節１４・使用料及び賃

借料１１５万９０００円は、会議録検索システ

ムリース料といたしまして、ソフトウエアリー

ス料８９万５０００円などが主なものでござい

ます。 

 以上が、議会運営事務事業に伴う予算です。 

 次に、政務活動費交付事業についてですが、

節１９・負担金補助及び交付金１１２２万７０

００円につきましては、各会派に交付いたしま

す政務活動費といたしまして１００８万円を計

上するとともに、全国市議会議長会や熊本県議

長会及び各種協議会等にかかわります負担金１

１９万７０００円を含みました内容となってお

ります。 

 以上が、平成３０年度の議会費の予算概要と

なっております。審査のほど、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（古嶋津義君） 先ほど東坂事務局長の

ほうから、支所の中で議会等があるということ

で、大分不便をかけているということでありま

したが、まだまだ熊本地震から２年もたってお

りませんし、復興復旧の途中、道半ばでありま

すので、我慢ではなくて、それで満足をしなが

らやっていきたいと思います。 

 ただ、常任委員会あるいは議会運営委員会、

それから会派の視察等につきましてですね、ま

だまだ所見が十分でないという御意見等もあり

ますので、その辺のところは自分自身も身を引

き締めながらいきたいと思っておりますので、

意見として申し上げておきます。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で第１款・議会

費についてを終了します。 

 次に、第２款・総務費中当委員会関係分、第

１１款・公債費、第１２款・諸支出金中当委員

会関係分及び第１３款・予備費について説明願

います。 

○総務部長（水本和博君） それでは、平成３

０年度の総務費の歳出予算を御審議いただくに

当たり、関係します各部長から、まず予算案に

対する考え方等を述べさせていただきたいと思

います。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○総務部長（水本和博君） まず、総務部関連

では、その基本としまして、平成３０年度から

の第２次八代市総合計画、並びに新たに示され

ました市長の３つの基本理念、５つの基本政策

を念頭に置いた予算案といたしております。 

 なお、平成３０年度は組織再編により総務部

及び企画振興部が市長公室と総務企画部に再編

されるとともに、秘書広報課で担当しておりま

した友好都市を初めとした国際関連の業務を、

その取り組み充実のため、新たに設置いたしま

す課、国際課において推進することといたして

おります。 

 それでは、まず、総務部秘書広報課の所管事

業のうち、国際課に引き継がれるものとしまし

て、従来より実施しております市役所窓口への

通訳者設置や日本語支援ボランティア養成の講
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座などに引き続き取り組んでまいります。ま

た、北海市との交流事業では、新年度におきま

しても青少年を中心とした友好交流団の派遣な

どを中心に、若者が世界に触れる機会の創出に

努めたいと考えております。 

 一方、国際課の新たな取り組みとしまして、

本年４月１９日に台湾基隆市におきまして、基

隆市との友好交流協定の調印を予定しておりま

す。本協定に基づき、産業経済、文化、観光、

教育などの分野で相互交流を促進し、両市の発

展につなげてまいります。今後の基隆市との交

流を八代市と世界が結びつく次の大きなステッ

プとして位置づけ、新たな視点での展開を図っ

てまいりたいと考えております。 

 また、今後国際化推進に当たり、さまざまな

課題に対して基本的な方針や計画を定める必要

がございます。新年度においては、このための

予算は計上してはおりませんものの、平成３１

年度中の計画策定に向けて、平成３０年度は計

画策定の準備の年と位置づけまして、調査研究

に当たりたいと考えております。 

 次に、広報広聴の部門では、市の方針や考え

方への御理解をいただくため、広報やつしろの

充実による情報発信はもとより、さまざまなメ

ディアを活用し、必要な情報をタイムリーに提

供してまいります。また、市民の皆様から広く

声を聞き、その声を市政運営の参考にするた

め、平成３０年度において市内各校区を巡回す

る市政懇談会を開催したいと考えております。

さらに、八代市の将来を担う若い世代が若者の

目で市政を身近に感じる機会として、３年ぶり

に中学生議会も開催したいと思っております。 

 次に、人事管理部門では、八代市の行政機能

をフルに発揮するために、職員自身のスキルア

ップや意識改革、モチベーション維持が重要な

要素でございます。職員の資質向上には職員研

修の充実や人材育成のための環境づくりが重要

であると認識しております。 

 そのため、行政ニーズを的確に把握し、その

時々に即応した職員研修を多角的、計画的に実

施することで、職員一人一人の資質向上、意識

改革等を図り、より質の高い行政サービスを推

進してまいります。 

 特に平成３０年度では、人材育成のための環

境づくりとして、これまでの各種研修会参加に

加えまして、職員が人材育成の基本である自己

啓発に取り組みやすい環境の整備として、業務

に関連する資格取得のための支援に取り組んで

まいります。 

 また、人材の確保は重要な課題であり、新た

な任用制度によります任期付職員や再任用職員

の適正配置により制度の有効活用に取り組むと

ともに、人事評価制度の適正な運用により、職

員のモチベーション向上に努めてまいります。 

 一方、職員の心身両面にわたる健康管理は最

も基本的な重要事項でございまして、八代市心

の健康づくり計画に沿った取り組みに加え、ス

トレスチェック制度の有効活用など、職員の勤

務環境の改善にも力を入れてまいります。 

 総務部といたしましては、新年度に市長公室

並びに総務企画部に引き継ぎます各事業におき

まして、行政に対し市民が求める、正確でスピ

ーディーな対応を基本にしつつ、市政の見える

化を念頭に、時代の変化に柔軟に対応した業務

展開に取り組んでまいります。 

 以上、総務費における総務部の総括とさせて

いただきます。 

○企画振興部長（宮村明彦君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）企画

振興部長の宮村明彦でございます。 

 平成３０年度予算の企画振興部の方針を、説

明を座ってさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

 総務部長の説明にありましたとおり、４月に

組織機構の再編を行うことにしておりますけれ

ども、現在所管しております企画振興部の予算
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につきまして、その説明をさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 現在、企画振興部は、企画政策課、情報政策

課及び坂本支所、千丁支所、鏡支所、東陽支

所、泉支所の５支所で構成をされています。 

 まず、企画政策課の事業といたしまして、今

年度におきましては、２０１８年度から２０２

５年度までの８年間の八代市の基本方針を定め

ます、最上位計画となる第２次八代市総合計画

基本構想及び基本計画、及びその総合計画を下

支えする第３次行財政改革大綱を策定いたしま

した。次年度以降は、これらの計画を推進促進

するため、事業の進捗管理をしていかなければ

なりませんし、積極的に情報公開をしていかな

ければならないと考えております。 

 また、市長の基本政策、５つの柱につきまし

ては、重点戦略の一部として取りまとめること

としております。その進捗管理といたしまし

て、毎年３０００人の市民からアンケート調査

を実施し、事業推進に市民指標として反映させ

ることといたしております。 

 昨年１０月に再編いたしましたバス路線及び

乗合タクシーにつきましては、いろいろな御意

見を寄せていただいておりますことから、来年

度は地域ごとに乗り方や停留所、主要施設へ乗

り継ぎ時刻等をわかりやすく説明した公共交通

マップ、時刻表、パンフレットを作成し、全戸

に配布し、利用促進を図ってまいりたいと考え

ております。 

 また、荒瀬ダム撤去に伴う関連事業といたし

まして、地元住民とこれまで協議を重ね、国、

県、市、住民の役割分担をし、市は川遊びの拠

点整備を行うこととしており、そのための設計

を行ってまいります。また、かわまちづくり事

業といたしまして、球磨川左岸の遥拝堰下流左

岸高水敷を整備するため測量設計を行います。

地域の活性化はもとより、寄港回数が増加傾向

にあるクルーズ客船をもにらんでまいりたいと

考えております。 

 また、八代天草架橋建設促進事業といたしま

して、費用対効果にとどまらない、地震等防災

の観点から、危機管理としてのダブルセーフテ

ィーネットとしての視点、また、観光、物流の

視点から、官民一体となり構想を策定をするこ

とといたしております。 

 行政改革推進事業といたしましては、多種多

様化する行政需要に応じるため、市民と連携

し、限られた行政資源の効率的な活用を図り、

新たな財源確保やアウトソーシング等を図って

いかなければならないと考えております。 

 情報政策課の事業といたしまして、住民票等

３９業務の基幹システムの運用や氷川町と運用

している八代地域イントラネット運用事業を継

続してまいります。また、市内地域間情報格差

の解消に向け、光ブロードバンドの整備に取り

組んでいかなければならないと考えておりま

す。 

 最後に、５つの支所の事業といたしまして、

市民サービスの最前線といたしまして、明るく

笑顔で丁寧な対応に心がけてまいります。ま

た、まちづくり協議会のアドバイザーとして助

言、連携し、地域づくりを支援してまいりま

す。 

 引き続き、地域づくりの幅広い自主的な活動

に対し助成金を交付し、地域に寄り添い、住み

やすく、幸せが実感できる地域づくりに寄与し

てまいります。 

 以上で平成３０年度企画振興部当初予算の方

針の説明を終わります。 

○財務部長（岩本博文君） 財務部、岩本でご

ざいます。 

 それでは、平成３０年度当初予算関係での財

務部の主な事業につきまして、座りまして説明

をさせていただきます。 

 まず、財政が所管する関係でございますが、

ふるさと納税につきましては、八代地域限定の
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魅力ある特産物などをお礼の品として、寄附金

の増収と地域活性化に取り組んでいます。２９

年度の寄付金額は約１億７０００万円を見込ん

でおり、前年の２億５０００万円からは震災復

興支援が一段落したことなどにより減少してい

ます。３０年度はインターネットのポータルサ

イトのＰＲ内容を強化した特別プランの活用や

お礼の品をさらに充実することで八代市の魅力

発信を行いながら、自主財源の確保に努めてま

いります。 

 また、公共施設等の更新、統廃合、長寿命化

など、本市の公共施設等の管理に関する基本的

な考えを示す八代市公共施設等総合管理計画を

昨年３月末に策定しており、３０年度からは施

設管理者で個別計画を作成することにしており

ますが、公共施設等の有効かつ効率的な管理運

営に役立つファシリティマネジメントの研修を

開催するなど、計画作成の支援を行ってまいり

ます。 

 次に、新庁舎建設関係でございますが、昨年

２月に基本設計、実施設計の設計業者を選定

し、３０年度の設計完了を目指し、平成２９年

度に基本設計の完成を見込んでおりましたもの

の、基本設計における新庁舎の機能、配置など

についての内部の協議や調整、旧庁舎の重機、

機材の整理等に時間を要しており、基本設計の

素案の作成がおくれております。素案ができた

段階で専門知識を持たれた学識者に意見をお聞

きすることから、現時点では本年６月くらいま

でかかる見通しとなっております。基本設計終

了後は、速やかに実施設計へ着手する予定とし

ております。 

 今回、設計期間の延伸はありますものの、現

在想定しております工事期間につきましては一

層の進捗管理に努め、当初の予定どおり、平成

３２年度末完成を目指し取り組んでいきたいと

考えております。なお、本庁舎の解体工事につ

きましては、７月ごろからを予定しておりま

す。 

 次に、税関係でございますが、市民税につき

ましては、好景気により個人及び法人市民税の

税収がふえており、また、軽自動車税において

も平成２８年度の税率改定から税収増となって

おります。また、固定資産税におきましては、

平成３０年度は３年ごとの評価がえの年であ

り、土地と家屋につきまして、国が示す評価基

準に基づき、不動産鑑定等により評価額の見直

しを行ったところであります。引き続き、公正

公平な課税に努めてまいります。 

 また、税の徴収につきましては、引き続き、

滞納整理の早期着手を行い、現年度課税分の収

納率向上と翌年度への滞納繰り越しの抑制を図

ります。また、徹底した財産調査を行い、差し

押さえ等の滞納処分を強化することで累積滞納

額の削減に努めるとともに、税負担の公平性を

確保してまいります。 

 ２９年度から納税課内に債権対策室を新たに

設け、強制徴収公債権についての一元的な滞納

整理に取り組んでおり、３０年度も引き続き取

り組みを強化してまいります。 

 以上、主な事業について申し上げたところで

すが、財務部は財政を預かっておりまして、財

政面では財源の確保に努め、健全な財政を維持

し、将来にわたって持続可能なものとなるよう

財政を運営していきたいと考えております。 

 以上、財務部の説明とさせていただきます。 

○市民環境部長（國岡雄幸君） それでは、当

委員会所管の総務費中、市民環境部が所管いた

します当初予算の主な事業につきまして、総括

及び方針の一端を着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○市民環境部長（國岡雄幸君） まず、市民活

動政策課が所管いたしております住民自治の推

進についてでございますが、現在、それぞれの

まちづくり地域協議会におきまして、創意工夫
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のもと、それぞれ特色のあるまちづくり活動を

展開していただいております。 

 平成２９年４月から地域協議会に委託してお

りますコミュニティセンターの一部管理業務

は、平成３０年度、新たに３校区が希望され、

計１６の地域協議会に管理業務を受託していた

だく予定でございます。今後も協働によるまち

づくりを推進していただくために、地域の自主

性、主体性を尊重し、地域の皆さんの要望や意

見をしっかりと受けとめて取り組んでまいりま

す。 

 次に、コミュニティセンターの維持管理及び

施設整備でございますが、住民の皆様にいつで

も安心して施設を快適に利用いただけるよう維

持管理を行い、あわせて、復旧・復興プランに

基づき、コミュニティセンターにおける防災拠

点としての機能の充実を図るとともに、誰もが

利用しやすい施設となるよう、計画的に整備を

進めてまいります。 

 また、市政協力員関係でございますが、昨年

坂本校区を初め、地域の実情などから市政協力

員の受け持ち担当地区の見直しを検討され、市

へ要望がありましたことから、それに応じて、

平成３０年度から坂本校区ではその再編を行い

ます。今後も地域の実情を考慮するとともに、

市政協力員の皆様のお声をいただきながら、受

け持ち地区の再編や業務内容などの見直しを検

討してまいります。 

 次に、人権政策課の所管でございます人権政

策についてでございますが、人権が尊重される

まちづくりの実現を目指して、市民一人一人の

人権意識の高揚を図りながら、人権啓発の推進

に取り組んでまいります。 

 また、男女共同参画の推進につきましては、

女性の意欲や行動力を高めるための支援やワー

ク・ライフ・バランスの推進を実施しながら、

男女共同参画社会の推進を図ってまいります。 

 なお、平成３０年度末で現在の男女共同参画

計画の計画期間が終了しますことから、今年度

実施しました市民意識調査、事業調査等を踏ま

え、３１年度からの新たな男女共同参画計画を

３０年度中に策定することといたしておりま

す。 

 最後になりますが、市民課におきましては、

ワンストップサービスの一環として、証明書発

行等の窓口一本化に取り組んでまいりました

が、本年１月からは税証明書交付事業に加え、

国民健康保険税、後期高齢者保険料、介護保険

料の納付額明細書の交付も開始しております。

常駐の案内係員としてフロアマネジャーを継続

して配置し、引き続き、便利、優しい、わかり

やすい、早い窓口を目指して取り組んでまいり

ます。 

 以上が、市民環境部が所管しております当初

予算に関する総括及び方針の一端でございま

す。今後も市議会を初め、市民の皆様の御意見

をお聞きしながら、改善すべきところは改善

し、事業の着実な遂行に努めてまいりたいと考

えております。 

 なお、この後、各事業の内容につきましては

担当次長から説明がございますので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、執行部の

説明の途中ではありますが、午前中の審査はこ

こまでとし、しばらく休憩といたします。 

 午後は１時５分から再開いたします。 

（午後０時０６分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時０５分 開議） 

○委員長（前川祥子君） 休憩前に引き続き、

総務委員会を再開いたします。 

 それでは、午前中の議案第５号・平成３０年

度八代市一般会計予算中、歳出の第２款・総務

費中当委員会関係分、第１１款・公債費、第１

２款・諸支出金中当委員会関係分及び第１３款

・予備費について、説明の途中でありましたの
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で、引き続き本件についての説明を聴取したい

と思いますので、執行部より説明をお願いいた

します。 

○財務部次長（松村 浩君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）それでは、歳

出につきまして、座らせて御説明をさせていた

だきます。 

 議案第５号・平成３０年度八代市一般会計予

算のうち、款２・総務費、款１１・公債費、款

１２・諸支出金、款１３・予備費の総務委員会

付託分について御説明します。 

 説明に当たりましては、職員給与費は省略

し、新規の取り組みや事業費の大きいものを中

心に説明させていただきます。 

 それでは、５３ページの下の表をお願いしま

す。 

 款２・総務費でございます。 

 まず、項１・総務管理費、目１・一般管理費

で２６億７９９２万５０００円を計上しており

ます。前年度に比べ１億１６５万５０００円の

増となっておりますが、職員給与経費の増やふ

るさと納税事業の関連経費の増が主な要因でご

ざいます。 

 ５４ページをお願いします。 

 説明欄中段の少し上でございますが、消費者

被害救済事業７０９万円は、常時２名体制の消

費生活相談員の報酬５５３万４０００円、毎月

２回実施の無料法律相談の弁護士謝礼６６万７

０００円が主なものでございます。 

 次に、２つ下の入札・契約・検査事務事業５

５０万１０００円は、熊本県・市町村電子自治

体共同運営協議会に対する電子入札システム負

担金４８０万８０００円が主なものでございま

す。 

 次に、４つ下の出張所関係事業１６３３万円

は、出張所に勤務する非常勤職員１０名の賃金

１２５８万３０００円、社会保険料２０６万３

０００円などでございます。 

 次に、２つ下の臨時職員関係等事業１９６７

万９０００円は、産休代替等緊急対応の臨時職

員賃金として１５００万円、及び社会保険料２

８１万９０００円がその主なものでございま

す。 

 次に、３つ下の職員派遣事業２６８２万２０

００円は、熊本県市長会東京事務所、熊本県大

阪事務所などに派遣している職員の帰庁報告、

赴任、帰任などの旅費２１３万５０００円や派

遣職員の住宅借上料６５０万２０００円、県人

事交流職員給与等負担金１８００万円などでご

ざいます。 

 次の職員研修事業１３１３万２０００円は、

市町村職員中央研修所、全国建設研修センタ

ー、自治大学校などへの派遣旅費４７４万５０

００円、問題解決力向上研修、タイムマネジメ

ント研修などの事業委託料３８１万２０００

円、通信教育や自治大学校等の実務派遣研修の

研修負担金３４２万３０００円、資格取得助成

などの自己啓発助成６０万円が主なものでござ

います。 

 次のふるさと納税事業１億８６５３万７００

０円は、臨時職員２名分の賃金及び共済費の２

９０万円やふるさと納税謝礼の報償費１億５３

５万円、寄附の申し込みから入金管理、特産品

の配送管理などを一括管理するふるさと納税業

務委託４２２６万１０００円、また、申し込み

サイト上での各種特別掲載手段の活用など、さ

らなるＰＲ拡充を図るふるさと納税広告掲載等

ＰＲ業務委託３２５０万８０００円が主なもの

でございます。 

 なお、特定財源として、全額、ふるさと元気

づくり応援寄附金を予定しております。 

 ５５ページをお願いします。 

 上から３つ目の北海市交流事業（派遣）の１

３５万８０００円は、北海市に八代市友好派遣

団を派遣し、市民レベルでの草の根的交流の継

続を狙い、両市の友好関係をさらに深めるもの



 

－31－

でございます。ホームステイや北海市内の教育

文化施設見学等による現地の中学生や市民との

交流を予定しております。団長以下１５名分の

旅費１３０万６０００円が主なものでございま

す。同じく、受け入れ分の１０３万６０００円

は、北海市代表団の受け入れに伴う部屋借上料

３８万４０００円、同代表団の歓迎会及び期間

中の食事代など食糧費４５万３０００円が主な

ものでございます。 

 次に、２つ下の市政協力員関係事業１億１９

２０万８０００円は、市政協力員３３４名の報

酬１億４３７万４０００円、市政協力員事務費

４００万８０００円が主なものでございます。

平成３０年度から坂本校区における市政協力員

担当地区再編に伴い、市政協力員がこれまでの

３７７名から３３４名となることから、報酬や

事務費などが削減となっております。また、市

政協力員担当地区再編事業補助金を創設し、再

編された地区に対して、月１万５０００円を基

礎額として３年間交付する経費として７７４万

円を新たに計上いたしております。 

 次の台湾基隆市友好交流事業１３２万８００

０円は、平成２７年８月に八代港と基隆港で調

印した友好交流確認書を契機に相互交流がなさ

れていく中、両市の発展に向けた親善を促進す

るため、基隆市において友好交流協定の調印に

要する旅費７９万６０００円が主なものでござ

います。 

 続きまして、目２・文書広報費で１億６３６

９万９０００円を計上しております。前年度に

比べ４５６万９０００円の増でございますが、

主にケーブルテレビ事業特別会計繰出金の増に

よるものです。 

 まず、文書管理事務事業（本庁）の６５６６

万６０００円は、浄書印刷室のパフォーマンス

チャージ料４２４万１０００円、コピー用紙、

印刷機インク等の事務用品８２２万４０００

円、郵便料５０００万円などでございます。 

 その下からの文書管理事務事業の各支所の経

費も、支所で一括管理しております印刷機のパ

フォーマンスチャージ料やコピー用紙代、印刷

機インク等の事務用品、郵便料などでございま

す。 

 次に、広報広聴活動事業３６０９万３０００

円は、広報やつしろ印刷費３３８９万１０００

円、市公式ホームページのシステム保守料９２

万円、中学生議会関係経費１１万８０００円、

みんなと未来を語る市政懇談会関係経費５万７

０００円が主なものでございます。 

 中学生議会開催につきましては３年に１回開

催しており、市内１７校の中学生を対象に、夏

休み期間の実施を予定しております。また、み

んなと未来を語る市政懇談会につきましては、

３０年度より新たな取り組みとして実施するも

ので、市政の見える化を推進するため、市長が

市内各校区を巡回し、市の政策や重点事業の進

捗状況等を報告するとともに、市民の意見を市

政運営の参考とするため、市民との懇談会を開

催するもので、２年に１回の開催を予定してお

ります。 

 特定財源としまして、広報紙広告掲載料５４

４万３０００円、ホームページ広告掲載料９９

万円がございます。 

 次に、ケーブルテレビ事業特別会計への繰出

金としまして、４８３３万２０００円を計上し

ております。 

 続きまして、目３・会計管理費で１０１９万

２０００円を計上しております。会計管理事務

事業の主なものは、一般会計及び特別会計の決

算書などの印刷費１２９万５０００円、公金振

替手数料１８６万７０００円、ＯＣＲ読取作業

委託料２６６万８０００円のほか、今年度から

新たに指定金融機関派出業務手数料２０４万６

０００円を計上しております。 

 次は、目４・財産管理費で１０億６８５８万

４０００円を計上しております。前年度に比べ



 

－32－

６億８２６１万６０００円の増でございます

が、本庁舎解体工事費の増が主な要因でござい

ます。 

 まず、市庁舎管理運営事業（本庁）１億８４

６３万９０００円は、守衛や庁舎案内員の賃金

２２９０万円、及び社会保険料２８９万１００

０円、仮設庁舎や賃借している民間ビルでの電

気料、水道料、下水道使用料などの光熱水費１

８０７万１０００円、電話料７３０万円、清掃

業務や機械保守点検業務などの委託料２１０４

万８０００円、仮設庁舎や倉庫のリース料、Ｔ

Ｓビル賃借料などの使用料及び賃借料１億４８

９万８０００円が主なものでございます。 

 特定財源として、仮設庁舎などの市債１億３

４０万円のほかに、庁舎案内板の広告収入１２

０万円などがございます。 

 ５６ページをお願いします。 

 上から５つ目までの各支所の市庁舎管理運営

事業も同様に、電気料、水道料、下水道使用料

などの光熱水費や電話料など支所庁舎の維持管

理に要する経費でございます。 

 次の市庁舎施設整備事業（鏡支所）の６４２

万６０００円は、鏡支所南側の進入路及び駐車

場の舗装工事費でございます。 

 次の市有財産管理事業（本庁）の１９５７万

７０００円は、集中管理している公用車の燃料

費１４９万１０００円、市全体の公用車の自動

車重量税５７５万６０００円のほか、消防署泉

分駐所横の斜面に亀裂が生じているため、のり

面工事を行うための設計費及び工事費として６

６６万７０００円が主なものでございます。 

 次に、３つ下の各種損害保険加入事業４１０

８万２０００円は、市有施設の火災保険料１３

３０万５０００円、市全体の公用車の自賠責保

険料及び任意保険料で１２６４万６０００円、

市有林の森林保険料３５４万５０００円が主な

ものでございます。 

 次の廃校施設管理運営事業９９２万８０００

円は、学校の統廃合に伴って廃校となった旧河

俣小学校ほか６校の維持管理経費で、電気料、

水道料、下水道使用料などの光熱水費１８８万

６０００円、警備、浄化槽、給水設備などの保

守点検業務などの委託料４９３万７０００円の

ほか、２９年度末で廃校となる八千把小学校浜

分校の不用物処分手数料１１３万６０００円が

主なものでございます。 

 次のファシリティマネジメント推進事業１３

７万９０００円は、ファシリティマネジメント

推進アドバイザーの経費６０万３０００円、職

員研修の経費として４７万３０００円が主なも

のでございます。 

 次に、庁舎解体等事業に７億６９５万６００

０円を計上しています。これは、本庁舎の解体

工事費に７億円、庁舎解体工事に伴う工事監理

業務委託に４２０万円、仮設倉庫リース料１４

０万円、公用車駐車場賃借料１３５万６０００

円でございます。なお、本庁舎の解体は、本年

７月からを予定いたしております。 

 特定財源としまして、市債の一般単独災害復

旧事業債を７億６４０万円予定しております。 

 次は目５・企画費で１億５４５７万６０００

円を計上しております。前年度に比べ２４４０

万７０００円の増は、かわまちづくり推進事業

に３０年度から取り組む経費の増が主なもので

ございます。 

 まず、説明欄の上から３つ目の定住促進対策

事業４５７万６０００円の主なものは、移住相

談会、ふるさと回帰フェア等の移住・定住イベ

ントへの旅費２９万７０００円、定住支度金２

０万円、やつしろ・まち・ひと・しごと対策推

進会議委員謝礼等１６万５０００円でございま

す。 

 また、新たな取り組みとして、民間事業者か

らの移住者向け支援を募集し、市で民間支援を

クーポンブックにまとめ、移住者等に配付する

移住応援クーポンブック事業２万１０００円、
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若者の地元定着を図るため、市内の学生による

八代市と大都市の暮らしを比較研究するワーク

ショップを開催し、学生による学生視点の八代

暮らしパンフレットを作成するやつしろ学生ラ

ボ企画運営事業委託３７５万３０００円を計上

しております。 

 特定財源として、国庫支出金の地方創生推進

交付金２０８万７０００円とふるさと八代元気

づくり応援基金繰入金１８７万６０００円を予

定しております。 

 次に、３つ下の八代・天草架橋建設促進事業

１３４万９０００円は、八代天草架橋建設促進

民間協力期成会事業補助金４７万５０００円の

ほか、八代天草架橋建設促進期成会が実施しま

す広域的な物流、観光等発展構想の策定に伴う

臨時負担金８２万４０００円が主なものでござ

います。この広域的な物流、観光等発展構想の

策定につきましては、熊本地震を機に、ダブル

セーフティーネットの必要性や大型クルーズ船

寄港回数の大幅増など、八代・天草架橋を取り

巻く状況が大きく変化していることから、Ｂ／

Ｃ費用便益比でははかれない広域的な物流、観

光及び災害面の効果を具体的に示し、八代・天

草架橋の必要性をクローズアップするために策

定するものでございます。 

 次の、並行在来線経営分離対策事業２３１７

万８０００円の主なものは、肥薩おれんじ鉄道

運行支援対策事業補助金２２６９万８０００円

でございます。 

 ５７ページをお願いします。 

 上から３つ目の振興センターいずみ管理運営

事業７９０万６０００円は、指定管理委託料６

１３万１０００円、非常用照明器具取りかえな

ど施設の修繕料１５９万６０００円が主なもの

です。 

 次に、２つ下の住民自治推進事業６７２５万

６０００円は、市内地域協議会のコミュニティ

活動活性化補助金６３０万円、及び地域協議会

活動交付金６０５９万５０００円が主なもので

ございます。コミュニティ活動活性化補助金に

つきましては平成２９年度までの支援としてい

ましたが、全地域から要望もあり、平成３０年

度は、地域におけるまちづくりの中長期的な共

通目標を定める地域まちづくり計画の作成に重

点を置き、さらなる組織運営の強化とコミュニ

ティ活動の活性化、積極性を後押ししていくた

めに、１協議会当たり年３０万円を上限とし、

平成３０年度も継続して支援を行うこととして

います。 

 なお、特定財源としまして、まちづくり交流

基金繰入金６３０万円を予定しております。 

 次に、３つ下の各支所地域振興事業２５０万

円は、支所管内の地域づくり活動の充実や住民

自治及び防災意識の向上を図るため、支所に属

する地域、地区内で行う地域づくり活動に対し

て助成金を交付するもので、支所ごとに５０万

円を計上しています。 

 次の熊本地震復興祈願事業９４８万３０００

円は、総合体育館の落成記念事業としてＮＨＫ

のど自慢を平成３１年２月に予定しているもの

で、舞台照明等の委託料７３６万２０００円、

会場使用料１９７万１０００円が主なものでご

ざいます。 

 次の荒瀬ダム撤去対策事業６００万円は、川

遊びの拠点施設整備に伴う設計委託経費を計上

しております。本年度からの新規事業となりま

すが、県営荒瀬ダム撤去に伴う地域課題解決の

ため、地域振興に向けた事業を実施するもので

ございます。内容としまして、坂本地区に新た

な水辺空間の創出を図るため、国と連携し、道

の駅さかもと周辺及びボートハウス周辺の施設

整備を行うもので、国が行います階段や護岸等

の水辺整備と、市が行います管理棟や駐車スペ

ース等の拠点整備を一体的に整備していくもの

で、平成３０年度から平成３１年度までの事業

期間を予定しております。 
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 なお、特定財源としまして、まちづくり交流

基金繰入金６００万円を予定しております。 

 次のかわまちづくり推進事業は、遥拝堰下流

左岸高水敷整備に伴う測量設計委託として２０

００万円を計上しております。これも本年度か

らの新規事業となりますが、球磨川・新萩原橋

周辺地区のかわまちづくり事業として、球磨川

河川敷にあります遥拝堰下流の左岸高水敷一帯

を多目的スペースとして整備を行うもので、国

の基盤整備と並行し、平成３０年度から３２年

度までの３カ年で整備を行うものでございま

す。 

 なお、特定財源として、まちづくり交流基金

繰入金２０００万円を計上しております。 

 次の総合計画関係事業１９７万２０００円

は、平成３０年度からを計画期間とする第２次

八代市総合計画策定後の進行管理において施策

評価を導入する予定としており、施策の評価に

当たり、市民評価として無作為抽出した市民３

０００人に対し市民アンケート調査を実施する

ものでございます。 

 続きまして、目６・情報推進費で３億７００

万１０００円を計上しております。前年度に比

べ６１８９万６０００円の増となっています

が、これは内部情報システムにおいて２９年度

は再リースで運用していましたが、本年度のシ

ステム更新に伴い経費が増加することが主な要

因でございます。 

 説明欄の上から２つ目の基幹システム運用事

業９１１１万６０００円は、住民基本台帳、税

情報など３９業務のシステム使用料７３６８万

８０００円、入力データ作成委託料９８６万８

０００円が主なものでございます。 

 次に、八代地域イントラネット運用事業６４

９７万９０００円は、八代地域内の公共施設約

１４０カ所を結ぶ高速通信網の運用経費で、通

信回線利用料２７６９万２０００円、ネットワ

ーク設備使用料３４９２万６０００円が主なも

のでございます。 

 特定財源として、氷川町からの負担金９７７

万２０００円を予定しています。 

 次の情報化端末等運用事業５６９６万４００

０円は、複合機、プリンター１３９台分の賃借

料５１８万３０００円、職員に配備しているパ

ソコン１３２６台分のリース料２９４４万８０

００円、インターネット等利用における画面転

送サービスの使用料１５２４万１０００円のほ

か、端末用ソフトウエア使用料として７０９万

２０００円などでございます。 

 次の内部情報システム運用事業７４２１万７

０００円は、財務会計、人事給与などの内部業

務のシステム運用管理及びシステム保守を行う

もので、現行システムの保守期限が平成３１年

９月となっていますことから、本年度はシステ

ムの更新を予定いたしております。経費の内訳

としましては、現行システムの保守料１０１８

万５０００円のほか、システム更新経費とし

て、現行システムからのデータ移行委託１４８

７万２０００円、新システムの導入委託４６２

８万２０００円が主なものでございます。 

 次に、２つ下のサーバ管理運用事業１１８１

万３０００円は、インターネットや行政ネット

ワークの庁内共通サーバーの管理を行うもの

で、ウイルス対策ソフトウエア２１１万７００

０円、サーバー保守や運用支援の委託料３７８

万７０００円、サーバー等の機器等リース料５

９０万９０００円でございます。 

 続きまして、目７・交通防犯対策費で１億２

３１０万７０００円を計上しております。前年

度に比べ１１９５万９０００円の増の主な要因

は、生活交通確保維持事業におきまして、乗合

タクシーの運行に当たり、業務委託から実績に

応じた補助金の交付へと見直しを行ったことが

主な要因でございます。 

 まず、防犯活動推進事業７８８万８０００円

は、八代地区防犯協会負担金４８５万円、氷川
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地区防犯協会連合会負担金２１５万８０００円

が主なものでございます。 

 次の防犯灯設置事業５３９万４０００円は、

坂本、千丁、鏡、東陽地域の市管理の防犯灯の

電気料１０９万９０００円、ＬＥＤ防犯灯など

防犯灯設置補助金４００万円が主なものでござ

います。 

 ５８ページをお願いします。 

 上から２つ目の交通安全指導員関係事業７９

６万３０００円は、交通安全指導員７８名の報

酬３５１万円、非常勤職員の交通安全教育講習

員２名の賃金２７８万６０００円及び社会保険

料４５万７０００円、交通指導員の被服購入費

７６万４０００円が主なものでございます。 

 次に、生活交通確保維持事業６４２３万３０

００円は、乗合タクシー運行事業補助金５１６

２万４０００円のほか、バス路線等の地域版マ

ップや主要施設への乗り継ぎ時刻表などを作成

し、全戸へ配布するモビリティマネジメント事

業業務委託１０８９万６０００円などを計上い

たしております。 

 続きまして、目８・人権啓発費で１億２８６

２万４０００円を計上しております。 

 まず、人権啓発推進事業１０５９万５０００

円は、八代地域人権教育のための推進会議分担

金１８４万円、市人権問題啓発推進協議会交付

金４１０万円のほか、平成３０年１１月に八代

地域で開催されます部落解放第３１回熊本県研

究集会に係る経費３９５万円が主なものでござ

います。 

 次に、３つ下の人権相談事業３９５万５００

０円は、人権相談員２名分の報酬３２４万３０

００円のほか、人権案件に係る相談業務の機能

強化を推進するため、法的、心理的に専門性の

高い相談を受け付けるため新たに設置します人

権特別相談員の報酬６万円などでございます。 

 次の男女共同参画啓発事業１２９万８０００

円は、男女共同参画情報誌Ｍｉ☆Ｒａｉの発行

経費４２万円、いっそＤＥフェスタ委託料７６

万円が主なものでございます。 

 次に、２つ下の男女共同参画計画策定事業２

６９万５０００円は、男女共同参画計画策定業

務委託でございまして、八代市男女共同参画計

画の計画期間が平成３０年度末で終了となりま

すことから、平成２９年度に実施しました市民

意識調査及び市内事業所調査、市民等ワークシ

ョップ等の内容を踏まえ、平成３１年度から平

成３５年度までの５年間の新たな計画を策定す

るものでございます。 

 次の青少年健全育成事業９４０万５０００円

は、街頭指導などに当たる青少年指導員の報酬

４０３万９０００円、青少年相談員２名の報酬

３２４万３０００円のほか、昨年１０月に制定

しました条例に基づき設置した八代市いじめ調

査委員会の委員６名分の報酬１２万円を新たに

計上いたしております。 

 ５９ページをお願いします。 

 目９・コミュニティセンター費で１億８４６

８万円を計上いたしております。前年度より３

６９１万９０００円の増でございますが、コミ

ュニティセンター整備費の増によるものが主な

要因でございます。 

 まず、コミュニティセンター維持管理事業の

１億１８９４万８０００円は、２１カ所のコミ

ュニティセンターの維持管理経費で、内容とし

ましては、電気料やガス代などの光熱水費２６

２４万４０００円、電話料や清掃手数料などの

役務費２８０万４０００円、平日や夜間の受付

窓口業務委託２４６３万６０００円、及び施設

の一部管理業務を実施しますコミュニティセン

ター管理業務委託４６９０万３０００円でござ

います。なお、コミュニティセンター管理業務

につきましては、平成３０年度より郡築、宮

地、東陽の３地域を加えた１６地域協議会とな

るほか、これまでシルバー人材センターへ委託

していた窓口業務委託についても、希望する７
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施設で地域協議会への委託に変更するものでご

ざいます。 

 特定財源として、施設使用料の１０３２万７

０００円などがございます。 

 次のコミュニティセンター施設整備事業の６

５７３万２０００円は、主なものとしまして、

高田コミュニティセンターの改築工事実施設計

業務委託２４１１万７０００円、第１次避難所

としての機能を充実させるための整備としまし

て、日奈久、千丁のコミセンバリアフリー化改

修工事９０９万４０００円、金剛、宮地、鏡の

コミセントイレ洋式化改修工事１２３３万７０

００円、及び金剛、日奈久の空調機購入１０３

０万８０００円でございます。 

 なお、特定財源としまして、国庫支出金７５

万５０００円、市債として緊急防災・減災事業

債２７００万円、合併特例債２２９０万円、そ

の他収入に寄附金４６０万円を予定しておりま

す。 

 続きまして、目１０・公平委員会費で、事務

事業経費として１２７万８０００円を計上して

おります。 

 次に、目１１・諸費で６３９２万７０００円

を計上しております。 

 国県支出金等返還金事業１０００万円は、前

年度分の国県支出金の精算に伴う返還金の準備

金でございます。 

 ６０ページをお願いします。 

 次に、市税還付金事業５０００万円は、前年

度の法人市民税などの精算に伴う還付金の準備

金でございます。 

 続きまして、項２・徴税費、目１・税務総務

費で５億１７４６万５０００円を計上しており

ますが、前年度に比べ３３７２万６０００円の

増となっておりますが、主に職員給与経費の増

によるものでございます。 

 なお、特定財源の国県支出金は、県の県民税

徴収事務委託金でございます。 

 歳出の内容は、市民税、資産税の事務事業経

費でございます。 

 ６１ページをお願いします。 

 目２・賦課徴収費で９７７６万６０００円を

計上しております。前年度と比べ２２８８万７

０００円の減でございますが、固定資産税に係

る地番現況図等作成業務委託において、昨年は

評価がえに伴い航空写真撮影を行っていたこと

による減が主な要因でございます。 

 なお、特定財源としまして、その他に徴税手

数料、督促手数料などがございます。 

 まず、市民税賦課徴収事務事業２０６６万５

０００円は、納税通知書などの印刷製本費２３

７万９０００円、コンビニ納付に対応するため

の封入封緘業務委託料６８５万８０００円、電

子申告などを行うｅＬＴＡＸのシステム使用料

５２１万円、地方税電子化協議会等負担金２１

７万３０００円が主なものでございます。 

 次に、資産税賦課徴収事務事業３４００万４

０００円は、地番現況図等作成業務委託料４８

９万３０００円、土地鑑定評価業務委託料１２

３３万２０００円、固定資産税納税通知書作成

等業務委託料５３４万６０００円が主なもので

ございます。 

 次の滞納整理事務事業４３０９万７０００円

は、納税相談員２名減の７名分の報酬１３６９

万円、及び社会保険料２２４万４０００円、ま

た、納税窓口相談員１名と滞納整理事務補助員

の１名分を合わせた賃金３１４万９０００円、

納付書つき督促状などの印刷製本費３４５万６

０００円、コンビニ収納事務委託料４８１万７

０００円、収納支援システムのリース料５８５

万３０００円が主なものでございます。 

 ６２ページに移りまして、項３、目１・戸籍

住民基本台帳費で２億５０８７万１０００円を

計上しております。前年度と比べ１１２９万６

０００円の増でございますが、職員給与費の増

や、通知カード、マイナンバーカード関係事務
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交付金の増が主なものでございます。 

 なお、特定財源としまして、国県支出金の国

の通知カード、個人番号カード関連事務補助金

や、県からの権限移譲として、旅券の申請受付

けや交付等に関する事務委託金などがありま

す。また、その他の財源には、住民票や戸籍謄

本などの発行手数料などがあります。 

 まず、戸籍住民基本台帳事務事業３６７７万

３０００円は、窓口対応の非常勤職員及び臨時

職員の賃金、社会保険料など２０４３万円、戸

籍システムのリース料及び保守点検委託料１０

５８万５０００円が主なものでございます。 

 次の番号制度導入事業３２１３万８０００円

は、個人番号制度対応機器リース料及び保守点

検委託で３２１万９０００円、通知カード及び

マイナンバーカード関係事務交付金２５７６万

８０００円が主なものでございます。 

 次のコンビニ交付事業５２１万８０００円

は、住民票などをコンビニで交付するための経

費で、コンビニ交付システム使用料２２４万２

０００円、Ｊ-ＬＩＳ運営負担金２７０万円が

主なものでございます。 

 続きまして、項４・選挙費、目１・選挙管理

委員会費で４８８２万７０００円を計上してお

ります。選挙管理委員会事務事業２７９万１０

００円は、選挙管理委員４名の報酬１３３万円

が主なものでございます。 

 続きまして、６３ページでございますが、目

２・県議会議員選挙費で１７１３万４０００円

を計上しております。 

 特定財源として、全額、県支出金を予定して

います。 

 この選挙は、平成３１年４月２９日の任期満

了に伴う準備経費でございまして、職員の時間

外勤務手当１９１万のほか、県議会議員選挙事

業の主なものは、投票所入場券印刷や発送の郵

便料で６６２万７０００円、ポスター掲示場作

製、設置、維持、撤去業務などの委託料５２４

万４０００円、投票管理システム保守委託料１

３９万２０００円でございます。 

 ６４ページをお願いします。 

 項５・統計調査費、目１・統計調査総務費で

２３９２万７０００円を計上しておりますが、

主に職員３名分の職員給与経費でございます。

前年度に比べ８７４万７０００円の減でござい

ますが、職員給与費の減が主なものでございま

す。 

 次に、目２・基幹統計費で９６１万４０００

円を計上しております。前年度に比べ４４０万

６０００円の増でございますが、これは就業構

造基本調査事業が終了し、新たに漁業センサス

事業と住宅・土地統計調査事業が行われたこと

によるものでございます。 

 特定財源としまして、国県支出金に県の漁業

センサス委託金や住宅・土地統計調査委託金な

どがございます。 

 説明欄の漁業センサス事業１４８万５０００

円は、全国及び地域別の漁業の生産構造、就業

構造を明らかにし、水産行政施策に関する基礎

資料を得るため、５年ごとに漁業従事者、団体

等を対象に調査するもので、統計調査員１１７

万円の報酬が主なものでございます。 

 特定財源としまして、全額、県補助金があり

ます。 

 ６５ページに移りまして、住宅・土地統計調

査事業６３１万３０００円は、住生活関連諸施

策の基礎資料を得ることを目的に、５年ごとに

国が実施するもので、統計調査員、指導員の報

酬５６６万７０００円が主なものでございま

す。 

 特定財源としまして、全額、県補助金があり

ます。 

 次に、項６、目１・監査委員費で５４７４万

２０００円を計上しておりますが、常勤監査委

員や一般職の職員給与費のほか、監査事務事業

２６９万円は、非常勤監査委員２人の報酬１５



 

－38－

９万２０００円が主なものでございます。 

 以上で総務費を終わります。 

 それでは、ページが飛びまして、１１５ペー

ジをお願いします。 

 款１１・公債費でございます。 

 項１・公債費、目１・元金で、長期債償還元

金事業として５６億８３３５万７０００円を計

上しております。これは、学校改築や道路整備

など、建設事業などの財源として市が金融機関

等から長期に借り入れた、長期債の返済の元金

分でございます。 

 続きまして、目２・利子で４億７６９１万５

０００円を計上しております。説明欄の、まず

長期債償還利子事業４億７５７１万５０００円

は、建設事業などの財源として市が金融機関等

からの長期借り入れに対する利子分でございま

す。次の一時借入金利子事業１２０万円は、一

時的な資金不足を補うために市が金融機関から

借り入れる際の利子でございます。 

 続いて、款１２・諸支出金でございます。 

 項１・基金費、目１・財政調整基金費４２３

万４０００円、目２・土地開発基金費１８６万

円、目３・市有施設整備基金費２３５万１００

０円、目４・減債基金費８２万円は、基金運用

で発生する利子を積み立てるもので、特定財源

として同額の利子を計上いたしております。 

 目５・ふるさと八代元気づくり応援基金費１

億１４６８万８０００円は、県を通じたふるさ

と納税寄附金１００万円と本市に直接寄附され

るふるさと納税寄附金から、ふるさと納税事業

に充当した残りの１億１３４６万３０００円と

基金から発生します運用利子２２万５０００円

を積み立てるもので、特定財源としまして、国

県支出金に県からの１００万円、その他に寄附

と基金運用利子を計上しております。 

 目６・まちづくり交流基金費８４万４０００

円は、基金運用利子を積み立てるものでござい

ます。 

 １１６ページをお願いします。 

 目７・平成２８年熊本地震復興基金費２９５

万４０００円は、２９年度に県の復興基金から

交付されるものを原資として創設した基金でご

ざいまして、３０年度の県の復興基金を活用し

た基本事業の実施に伴い交付される事務費交付

金のうち、事業に充当できない分２６２万９０

００円と基金から発生します運用利子３２万５

０００円を積み立てるものでございます。 

 最後に、款１３・予備費でございます。予算

執行における緊急対応分として、予備費２００

０万円を計上しております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（古嶋津義君） ５６ページ、目の５・

企画費の中の結婚活動応援事業、５団体にとい

うことでありますが、１００万だいけん２０万

ずつということですか。５団体で２０万か。で

すか。効果のほどが。 

○企画政策課長（田中 孝君） 企画政策課、

田中でございます。 

 効果ということでございますが――申しわけ

ありません、はい、済いません、お待たせしま

した。 

 本事業は、委員おっしゃるように、上限２０

万で５団体に結婚活動応援補助金として行って

いるものでございます。 

 実績として申し上げますと、平成２９年度、

本年度では、５団体でカップル数合計の１５組

は誕生してるところでございます。ただし、今

現在でまだ実施をしていないところがございま

すので、これ以上ふえるのではないかというふ

うに思っております。 

 参考までに、平成２８年度の実績で申し上げ

ますと、参加者で１０４名、カップル数で１０
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組というふうにお伺いしてるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（古嶋津義君） ２点目ですが、５５ペ

ージ、市庁舎管理運営事業１億８４６３万９０

００円、この中身は、案内板も先ほどの説明で

は入っていたと思いますが、実はきょうです

ね、電話がありまして、総合病院側のあそこの

公用車の入り口の、今、あっですたい。総合病

院側の道路側、公用車が。あそこに何か案内板

の小さかとのあっとでしょ。ところが、一般の

ですね、方が、入ってこられるそうです。それ

でちょっとトラブルなんかあって、職員が注意

しても、私のように優しい人はよかばってん、

何かやっぱりやかましかつもおらすそうですた

い。で、もう少し入られんなら入られんごつ、

太か看板を立ててくれという、けさ電話があり

ましたので、多分、尾﨑課長のところだと思い

ますので、その辺のところ御配慮お願いしとき

ます。 

○財政課長（尾﨑行雄君） お世話になりま

す。現地を確認しまして検討したいと思いま

す。（委員古嶋津義君「はい」と呼ぶ）よろし

くお願いします。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） ５５ページの総務管理

費かな、一般管理費で、基隆との友好交流事業

１３２万８０００円上げてあります。先ほど部

長の説明の中でも今年度計画をしていきますと

いうことだったんですけど、まず、その調印に

どなたが行かれるのかですね。市長はわかるん

ですけども、ほかにどういった方を予定されて

いるのか。それから、その計画というものがい

つごろでき上がるものなのか、そのあたりをお

聞かせいただいてよろしいでしょうか。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）国際港湾

振興課の緒方でございます。よろしくお願いし

ます。 

 大倉委員御質問の件ですけども、どなたが行

かれるのかというところでございますが、予算

的には７人の予算を計上しております。これ

は、市長を含め執行部の職員合わせて７人分と

いうところでございますけども、これにあわせ

まして経済団体ですね、それとロータリークラ

ブの皆様方、これ、予算では関係ございません

けども、総勢４０名前後で向こうの基隆市のほ

うにですね、訪問したいというふうに考えてお

るところでございます。（委員大倉裕一君「計

画はいつごろでき上がっとでしょうか」と呼

ぶ） 

○委員長（前川祥子君） 計画はいつごろでき

上がるかでよろしいですか。（委員大倉裕一君

「交流するのに計画を考えたい、検討していき

ますという話は、私の聞き間違いでしょうか」

と呼ぶ） 

○財務部次長（松村 浩君） 先ほど私の説明

の中では、計画を策定するということは一応言

ってはおりませんので、そちらのほうでは今の

ところないと。 

○委員（大倉裕一君） 総務部長の……（｢総

務部長が言われた」と呼ぶ者あり）はい。何と

いうんですかね、意気込みといいますか、当初

予算に向けた意気込みの中で、基隆との友好都

市を今後調印するけれども、国際化発展の大き

なステップとして、平成３０年度は計画、調査

ということでお言葉があったかなというふうに

受けとめたんですけども、もし私の受けとめが

間違ってるんでしたら御指摘いただきたいと思

いますし、それがそのように発信されてるので

あれば、具体的にいつごろをめどに進めていか

れるのかということをお聞かせいただきたいと

思います。 

○総務部長（水本和博君） 先ほど最初の、冒

頭のところで私のほうから発言しましたよう
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に、今、大倉委員の御質問にありました点につ

きましては、３０年度予算では計画策定そのも

のの予算上の措置は予定はしていないというこ

とと、平成３１年度の中で計画を策定していく

ということで、これは国際化に関します基本方

針、それと、基本計画、――名称はどうなるか

わかりませんけども、こういったものを平成３

１年度の中で策定していきたいというようなこ

とでございますので、基本としましては３１年

度の１年間の中、単年での計画をつくる作業と

いうふうなところを考えておるところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 済いません、１点聞き

漏らしました。この訪問団というのは、いつ行

かれる予定でしょうか。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 大倉委員

の御質問にお答えいたします。 

 友好交流の締結日を４月１９日を予定してお

るところでございますので、前の日の１８日に

行って２０日までの２泊３日ですかね、という

ふうな計画で考えておるところでございます。

締結日は４月１９日を予定しておるところでご

ざいます。 

○委員（大倉裕一君） もう間もなくというこ

とで、１カ月ぐらいということで、事業を予算

が可決すればすぐということになるとは思うん

ですけども、市として交流事業が必要だという

ことで進めていかれるんだというふうに思いま

す。計画は今年度予算には上げてないと、計画

をつくる予算は上げてないということでありま

したけれども、必要であればですね、必要だか

らこそ交流事業をされるんだと、締結を結ばれ

るんだと思いますので、３０年度予算にでも計

上していただいて、補正ででも計上していただ

いて、より早く計画を進めていかれるべきでは

ないかなということをつけ加えときたいという

ふうに思います。 

○委員長（前川祥子君） 意見ですか。 

○委員（大倉裕一君） そこは意見で、はい、

扱っていただければ幸いです。はい。 

 それからですね、荒瀬ダム撤去対策事業とい

うことで、まちづくり交流基金を活用された地

域振興に向けた事業が計画をされているようで

す。６００万円を委託費ということで計上して

あるんですが、この川遊びの拠点施設整備とい

うものはどういったイメージのものをつくられ

ようとされているのか、その点をお聞かせいた

だきたいと思います。 

○企画政策課長（田中 孝君） 企画政策課、

田中でございます。 

 川遊びの拠点施設という形で設計委託費６０

０万を計上しておりますが、こちらにつきまし

ては、荒瀬ダム撤去に伴います地域課題の解決

に向けた取り組みとして進めるものでございま

す。イメージといたしましては、道の駅さかも

と周辺にですね、住民自治協議会等でお持ちの

ボート等を入れる倉庫であったり、または事務

所、または川遊びとして来場者が使われるシャ

ワー室、トイレ等を整備する予定でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） その事業については、

坂本まちづくり協議会というんですか、そちら

のほうがされるということになるんでしょう

か。市が具体的な事業をやっていくということ

になるんでしょうか。そのあたりはどんななっ

てますか。 

○企画政策課長（田中 孝君） 坂本住民自治

協議会のほうが中心になって川遊びというのを

進められるというところで調整しておるところ

でございます。（委員大倉裕一君「はい、結構

です」と呼ぶ） 

○委員（大倉裕一君） 同じく、かわまちづく

り推進事業ということで、遥拝堰下流左岸とい

うことで、そちらのほうに計画をされてる点に
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ついても、現在の方針的なところをお聞かせい

ただきたいと思います。 

○企画政策課長（田中 孝君） かわまちづく

り推進事業につきましては、今現在、平成２７

年３月の国の登録を受けました、かわまちづく

り計画というのがございます。こちら、この球

磨川・新萩原橋周辺地区のかわまちづくり協議

会というのをつくりまして、さらにその下に実

行委員会というのをつくっております。この実

行委員会には地元の高田の地域住民の皆様、ま

たは環境団体の皆様、さらに国土交通省、私ど

もも入った上で、いろんな御意見を含めて左岸

側の取りまとめ、どういう形で使うかというの

を取りまとめていったところでございます。 

 現在の予定といたしましては、検討結果を踏

まえまして、多目的な芝生広場であったり、通

路、駐車スペース、トイレ、水飲み場等をつく

る予定としてですね、今回、測量設計委託費を

上げさせていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 何となくというイメー

ジがわかったんですけども、タイミングを見計

らった情報公開というところもですね、お願い

をしておきたいというふうに思います。 

 コンビニ収納と交付事業について、両方合わ

せてよろしいでしょうか。 

 コンビニの収納と交付に予算計上が上がって

るんですけども、現在の実際の利用状況等をあ

わせて御説明いただければと思います。 

○委員長（前川祥子君） 執行部はどなたでし

ょう。 

○市民課長（川野雄一君） 市民課の川野でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 コンビニの交付事業でございますけど、これ

は２８年の６月から開始しておりまして、２８

年度が、利用件数からしますと１１４５件でご

ざいます。それと、本年度ですけど、２９年度

の２月末でございます、２月末現在のところ１

２８９件の利用があってるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○納税課長（機智三郎君） 納税課の機でござ

います。よろしくお願いします。 

 御質問の内容は、コンビニ収納の利用率とい

うことでよろしゅうございますでしょうか。

（｢実績」と呼ぶ者あり）実績。 

 コンビニ収納のほうは、税関係につきまして

は昨年度から実施しておりまして、昨年度の市

税と国保税の合計の利用率としましては全体の

１７.４％が件数ベースではコンビニ収納で納

付されております。金額ベースで申しますと９

％というところでございます。２９年度の３月

中旬までの実績で申しますと、件数ベースで全

体の１９.９％、金額ベースで９.８％というこ

とで、前年度分と比べますと多少ふえていると

ころで、コンビニ収納の周知のほうも幾らか進

んだのではないかというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 済いません、納税のほ

うで全体の１７.４％とおっしゃられても、全

体がわからないとその比率が私つかめませんの

で、全体の件数、金額というものを教えていた

だければと。 

○納税課長（機智三郎君） ２８年度の全体の

件数としましては５０万９１５０件ございまし

て、そのうちコンビニで収納されたのが８万８

５２６件となっております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございま

す。コンビニ収納、かなり利用率が高いんだな

というのが改めてわかりました。 

 今から収納率のアップとかですね、私の知り

合いの方も早くコンビニ収納ができないのかな

というふうなところを言っていらっしゃいまし

たので、またより、また数値が伸びていくんで



 

－42－

はないかなというふうに思いますけれども、周

知等図っていただきながら、またコンビニ収納

の充実を図っていただければと思います。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） お尋ねします。５７ペ

ージの熊本地震復興祈願事業という、載っとり

ますけど、祈願ていう、具体的にどういったな

のかっていうのがちょっとイメージしにくいの

で、ちょっと何かイメージしやすい事業で説明

していただけなったですか。 

○企画政策課長（田中 孝君） 企画政策課、

田中でございます。 

 簡単に申しますと、ＮＨＫののど自慢を実施

するということでございます。 

○委員（橋本隆一君） 了解です。大変失礼で

すけれども、のど自慢を本市でやるということ

で、これ９４８万、（｢９４８万」と呼ぶ者あ

り）９４８万も、失礼ですけど、かかるのかな

って思ったんですけども、そんなにかかるもん

なんですかね。 

○企画政策課長（田中 孝君） 申しわけあり

ません。内訳といたしましては、会場の設営、

舞台装置、照明、その他観客席の設営等のほう

にトータルすると５００万程度が一番多くかか

ってるところだというところでございます。 

○委員（橋本隆一君） あと残り４００万ちょ

っと、いろいろな諸経費ということで。ただ、

本当にＮＨＫののど自慢というイメージで、自

分も今びっくりしたんですけど、１０００万ぐ

らいかかるってことが、常識的に大体他の自治

体においてされる場合、そんなかかるわけです

かね。 

○企画政策課長（田中 孝君） こちらのほ

う、設営業者等につきましても、ある程度ＮＨ

Ｋさんのほうから御指定の設営業者さん、また

は機材等につきましてもある程度決められたと

ころの機材の業者さんというような形でござい

ましたものですから、そちらのほう見積もりと

りまして、予算要求をさせていただいたところ

でございます。 

○委員（橋本隆一君） もうそれはしようがな

いと思うんですけど、感想としてはちょっと、

えらいかかるなというイメージがありました。

（｢歌手が二人来るけん」と呼ぶ者あり）歌手

が二人か。なるほど。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（村川清則君） さっき大倉委員の質問

のあれで、コンビニ交付事業の平成２８年で１

１４５件で、２９年度の２月末で１２８９件と

ありましたけれども、窓口との割合とかわかり

ますか。それとあわせて、マイナンバーカード

の普及状況とかわかればお願いします。 

○市民課長（川野雄一君） 済いません、窓口

交付との割合ということですけど、窓口交付が

大体１５万件ぐらいですね、年間ございます。

その中の１０００件強ぐらいの利用ということ

で、済いません、利用率のほうははじき出さな

いとちょっとわかりませんので、申しわけござ

いません。 

 それともう１点がマイナンバーカードの普及

ですね。マイナンバーカードにつきましては、

現在のところですね、申請者数は３０年１月現

在で１万３７２０人でございます。割合としま

しては１０.６％。それと、その中で実際交付

を受けられた人が１万２００９人でございま

す。これは人口からすれば９.３％の普及率と

いうことになってるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（村川清則君） 何か今後こうやってふ

やしていきましょうとかありますか。 

○市民課長（川野雄一君） 今、企画サイドの

ほうでマイナンバー普及のキャンペーンをやっ

ておられまして、そこで一般の市民の方にも呼

びかけられて、それから、私からちょっと答え
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ていいかわかりませんが、市の職員の方にもで

すね、そういうことで普及を取り組まれている

ところでございます。 

 はい、以上でございます。 

○委員（村川清則君） ありがとうございまし

た。 

 そして、５５ページの市政協力員関係事業

で、坂本町が再編によって４３地区ですかね、

減少するということで、まあ想像はつくんです

が、この主な理由とかわかりましたら。 

○市民活動政策課長（福本桂三君） 市民活動

政策課、福本です。よろしくお願いします。 

 この経緯としましては、平成２８年度、平成

２９年度において東陽校区におきまして、それ

と、平成２９年度には坂本校区において、地域

要望が行われております。その内容について

は、地域では人口減少とか高齢化の要因だとか

で市政協力員の担い手がいないということにな

っとります。このままでは地域の、地区の再編

統合は避けられない状況となっているものの、

統合した場合、一時的に受け持ち地区の範囲が

広くなりまして、市において連絡員等の事務処

理のための費用を補助してほしいという要望が

上げられたために、担当部署であります市民活

動政策課で検討しまして、補助金の創設を行っ

て交付に至ったということでございます。 

 以上です。 

○委員（村川清則君） この間、ちょっと知り

合いちゅうか、私の高校時代の恩師が市政協力

員をやっておられて、六百何十件ある町の市政

協力員さんで、少ないところもなり手がいない

とか悩みがあるけれども、多いところもかなり

なり手がいないんだそうです。誰もなり手がい

ないから引き続きやってんだと。要するに、町

民の方、権利だけ主張して、それに参加して事

故があったときには責任は誰がとるんだとかい

ろんなことを言われて、要するに、町自体の行

事するにも支障があるし、役員のなり手がいな

いということで悩んでおられます。そこは、６

００、７００人の町ですから２つに分けてほし

いというような考えも持っておられました。 

 １つの市政協力員さんが受け持つ世帯数とい

うんですかね、将来的にはそれもある程度数値

化して何かまとめたほうがいいような気もす

る、将来的にですよ。今すぐというわけではご

ざいませんけれども。でないと、いろいろ報酬

とか。まあ、ボランティアでやってらっしゃる

んでしょうから、報酬とかも余り関係ないのか

もしれませんけれども、いろいろそういうなり

手がいないというのは、別にそういう人口が少

ない村とか町だけではないんだということをひ

とつ頭に入れておいてください。これは要望で

す。 

○委員長（前川祥子君） 要望。要望ですね。

はい。ほかにありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 総務費の冒頭で、職員

研修事業の中で、今年度というんですか、３０

年度の予算から、自己啓発ということで資格取

得の助成を行うということになってたと思いま

す。職員さん、その資格というのも幅広くある

と思うんですけども、この取得に向けた助成は

どういった面で助成を出していかれるのか。何

かこう、ある程度の縛りをつけられているの

か、条件をですね、されているのかどうか、そ

のあたりお聞かせいただけますか。 

○人事課長（白川健次君） 人事課、白川で

す。よろしくお願いいたします。 

 来年度からですね、新たに始めます自己啓発

に係る支援事業でございますが、業務に関連し

たですね、資格の取得ということで限定をさせ

ていただいて、その内容としましては、資格取

得のための受講料、それから受験料、その２分

の１以内、上限につきましては１万５０００円

を上限ということでの助成を予定しているとこ

ろでございます。 

 以上です。 
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○委員（大倉裕一君） 業務に関連したという

とり方もですね、非常にこう、幅広くとれると

ころがあるのかなというふうに思いますので、

そこはもう一つこう、細かな要綱をといいます

か、そういったところもしっかり整理をされ

て、自己研さん、自己啓発される分については

ですね、反対はいたしません。非常にいいこと

だと思いますので。ただ、市民に説明のつく内

容であってほしいと思いますので、その点はし

っかりと要綱あたりを定めていただきたいと思

います。以上です。 

○委員長（前川祥子君） 要望で、はい。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） ないようでしたら、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（古嶋津義君） 新規事業の台湾基隆市

友好交流事業でありますけれども、先ほど説明

がありましたように、執行部から７名行かれる

ということでありますが、国際港湾都市として

これから飛躍するには大変重要な事業だと思い

ますので、ぜひ進めていただきたいと思いま

す。 

 ここまでが意見でございますが、これから少

し違いますばってん。 

 実は、経済団体も４０名ほど同行されるとい

うことでありましたが、さきの一般質問で、天

草架橋の話で伊良部大橋の視察をされたという

ことで経済団体にお話を聞きました。そしたら

ですね、議会は何で行かんとかいというお話が

ありました。ただ、うちとしてもまだ予算化さ

れておりませんので、その辺のところは真摯に

受けとめて、これから考えますというお答えを

しておきましたので、そういうお話をさせてい

ただきました。 

 意見はさっきまでのところまでです。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） まずもって４名の部長

さんから総括といいますか、予算にかける思い

ということでまとめのお話をいただきました。

感謝を申し上げたいと思います。そこの言葉の

中にですね、この予算の中には入っていない、

やはり今、八代に求められるものも言葉として

述べられたものがあります。 

 まずは各部長さんが申し上げられた今年度の

予算の執行を的確に迅速に進めていただくとい

うことと、それに加えて、予算に入っていな

い、八代に今必要とされているものも織りまぜ

て説明をいただいたと思ってますので、その事

業についても進めていただくようにお願いをし

たいというふうに思うところです。 

 それからもう一つは、定住促進対策について

であります。日ごろから定住促進対策について

は市のほうでも重点的に取り組んでいただいて

いるものというふうに思っております。今回も

学生をですね、巻き込んだ形で取り組みがされ

るようでありますけれども、やはり住んでみた

い八代になるようにですね、いろんな面から、

例えば、今回も国保とか介護保険とかっていう

のが値上げになるような提案があってるんです

けども、さまざまな多角的な面で検討をしてい

ただいて、八代に本当にこう、人が住んでいた

だけるような魅力を発信していっていただきた

い。そのための促進事業であってほしいという

ところを意見として申し上げたいというふうに

思います。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で、第２款・総

務費中当委員会関係分、第１１款・公債費、第

１２款・諸支出金中当委員会関係分及び第１３

款・予備費についてを終了します。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 
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（午後２時１５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時１７分 本会） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、第８款・消防費について、総務部から

説明願います。 

○総務部長（水本和博君） それでは、消防費

の予算案につきましての基本的な考え方につき

まして、まず、私のほうから申し上げさせてい

ただきます。着座にて失礼いたします。 

 一昨年の熊本地震を境にしまして、市民の皆

様の防災に対する意識、思いというものは従来

に比べ極めて高くなっておられまして、行政に

対する災害に強いまちづくりへの期待も格段に

大きくなっております。 

 また、地震以外にも、台風を初めとした風水

害ほか、経験した過去の例だけでは想定できな

いような異常気象による災害が多発しておりま

して、自助、共助、公助の考え方を基本に、個

人でやるべきこと、住民同士で協力してやるべ

きこと、行政でやるべきことのそれぞれの役割

分担を明らかにする必要がございます。 

 こういったことを踏まえまして、平成２９年

度に八代地域防災計画の見直し作業を行ってお

りますが、新年度も市民の皆様と行政が協働し

て課題解決に当たっていくという考えに立ちま

して、災害への事前の準備と万一の災害発生時

において八代地域における危機管理機能が十分

に機能するよう体制の整備を図りながら、市民

の財産と命を守るための取り組みに力を入れて

まいります。 

 とりわけ、熊本地震の経験と反省を踏まえ、

今後起こり得る地震を初めとしたあらゆる大規

模災害への備えとして、災害発生に対する全市

的並びに地域的な危険性の周知、避難所の安全

性確保、災害時に備えた資機材や備蓄品の確

保、拡充、こういったものを図ってまいりま

す。 

 このため、全戸へ配布する新たな防災マップ

作成やＪアラート設備や気象観測装置の機器の

更新、また、全市的な防災行政無線の整備につ

きましても検討を進めてまいります。 

 また、消防団活動においては、平成２９年度

において団員の報酬額見直しなどによる処遇改

善を図りましたが、引き続き活動環境を充実さ

せるために、団員の新基準活動服の再整備や国

県補助金の有効活用を念頭に、装備品、資機材

など、計画に拡充していくこととしておりま

す。 

 一方、近年、消防団員数が減少傾向にある

中、団員の確保は大きな課題として捉えており

ます。このため、女性や学生に向けた加入促

進、市の職員による新たな本部分団設置など、

消防団組織の強化に努めてまいります。 

 災害に強いまちづくりを進めるためには、ハ

ード面の整備とあわせ、地域住民の防災意識の

さらなる浸透や地域での自主防災組織の強化と

いったソフト面での取り組みも重要でありま

す。避難所運営での近隣住民の協力や自分の命

は自分で守るための啓発などに対し、できるだ

け地域に出向きながら、きめ細やかな指導や啓

発活動、協力要請などを積極的に行ってまいり

たいと考えております。 

 以上、消防費につきましての新年度予算案に

ついての基本的な考え方でございます。 

 以降、詳細につきましては、丸山総務部次長

より説明を申し上げます。 

○総務部次長（丸山平之君） 総務部次長の丸

山でございます。 

 平成３０年度八代市一般会計予算書のうち、

歳出の消防費関係について説明をさせていただ

きます。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○総務部次長（丸山平之君） それでは、平成

３０年度八代市一般会計予算書のほうをお開き

いただきたいと思います。 
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 １６ページです。 

 まず、歳出予算、款８・消防費全体で、平成

３０年度予算額は２１億５５９７万９０００円

で、前年度に比べ１億３９７８万２０００円の

減、約６.１％減となっております。これは、

熊本地震を受け、平成２９年度は防災対策事業

で地域防災計画改訂委託料や避難所の被災度区

分判定調査業務委託、落下物調査業務委託等を

行っておりましたが、その分が減となったこ

と、また広域行政事務組合の氷川分署関係費負

担金が減となったことが主な要因でございま

す。 

 平成３０年度は防災対策事業で、八代市総合

防災マップの作成やウエブ版ハザードマップの

構築、Ｊアラート設備機器の更新や気象観測装

置の機器更新等を予定しております。また、防

災行政無線の基本計画の調査業務に着手するこ

ととしております。 

 それでは、個別にですね、款８の消防費につ

いて、９７ページをお願いいたします。 

 款８、項１・消防費、目１・常備消防費です

が、平成３０年度予算額は１７億３９９０万７

０００円、前年度に比べ４０３５万１０００円

の減、２.３％減となっております。これは、

日奈久分署用地購入費が１３６５万１０００円

と、昨年に比べ１０７０万３０００円増と、ま

た、新たに新開分署購入負担金が２３４５万円

増となったものの、氷川分署関係費用の負担金

がですね、６５９万９０００円と、前年に比べ

５４７４万１０００円減となったことによるも

のです。 

 広域行政事務組合負担金事業では、広域行政

事務組合の消防本部通常運営経費が１６億９０

１９万３０００円のほか、日奈久分署、氷川分

署関係費用と鏡署、新開分署用地購入費等に対

する負担金が主なものでございます。 

 特定財源として、県支出金１９万６０００

円、その他事務手数料１１万２０００円があり

ます。 

 目２の非常備消防費では、平成３０年度予算

２億８８６８万３０００円で、前年度に比べ２

２９１万円の減、７.４％の減となっておりま

す。これは、消防操法大会等事業で、市の操法

大会が隔年開催で平成３０年度は開催がないこ

と、消防団育成及び消防団員教育事業で、平成

２９年度は自治体消防制度７０周年記念式典等

がありましたが、これがないこと、また、消防

団活動事業で、退職見込者の減による退職報償

金の減が主な要因でございます。 

 消防操法大会等事業では、予算額１５８万５

０００円で、出初め式経費６２万５０００円、

県の操法大会費９６万円が主なものです。 

 次に、消防団育成及び消防団員教育事業で

は、予算額６４９万５０００円で、消防団７３

分団の運営費補助２４７万４０００円や年末警

戒補助金２３４万円、消防団幹部先進地研修６

０名の９４万８０００円が主なものです。 

 次の消防団活動事業では、予算額１億９４５

７万８０００円で、消防団員２４５０名の報酬

６４８８万１０００円、退職報償金掛金４８０

０万円、退職報償金１３５名分の５１９７万５

０００円、出動手当、延べ７６２５人分１３７

２万５０００円が主なものでございます。 

 特定財源として、諸収入で消防団員退職報償

金など５３０９万２０００円がございます。 

 次に、消防団整備事業では、予算額８６０２

万５０００円で、内訳は、小型ポンプ積載車普

通車５台、及び軽自動車２台分で３９３２万７

０００円、小型動力ポンプ７台で１６６５万８

０００円、消防団員新基準活動服は３年間で全

団員へ配備することとしており、８７５万１０

００円、団員の無線機器４７セットの２９６万

５０００円、団員の半長靴――長靴ですけれど

も、１３０足分１４０万４０００円が主なもの

です。 

 特定財源として、県支出金で３８９５万５０
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００円、市債で３０４０万円があります。 

 次に、予算書の９８ページですが、目３の消

防施設費の平成３０年度予算額は３１７７万９

０００円で、前年度に比べ１０３７万９０００

円の増、４９％の増となっております。これ

は、消防施設整備事業で防火水槽新設工事、日

奈久の馬越町と高下西町の防火水槽新設が主な

要因です。 

 消防施設整備事業の防火水槽以外では、消防

格納庫建てかえ、これは八代３１分団の興善寺

班ですが、３００万円、固定配管新設工事、坂

本、葉木地区１２８万６０００円、屋外消火栓

の格納庫１５２万１０００円、消火栓の負担金

７８５万７０００円が主なものです。 

 特定財源として、県支出金で１００万円、市

債で２０１０万円があります。 

 次に、目４・防災管理費ですが、平成３０年

度予算９５６１万円、前年度に比べ８６９０万

円の減、４７.６％の減となっております。こ

れは、当初全体でも述べましたが、前年度に地

域防災計画の見直しや被災度区分判定調査、落

下物調査業務委託等があったものが今年度減と

なったことによるものです。 

 防災訓練事業では、予算額１７５万円で、内

訳は、総合防災訓練に１６２万１０００円と住

民参加型防災訓練、ことしは高田、昭和、泉校

区の３カ所ですが、１２万９０００円です。 

 次に、防災対策事業では、予算額３６７６万

４０００円で、内訳は、職員用防災服を３カ年

で支給することとし、職員３６０名分、４６６

万６０００円、Ｊアラート設備機器更新５１８

万４０００円、ＴＶデータ放送、デタポンです

が、放送料１１６万７０００円、自主防災組織

の活動支援補助金５０万円、総合防災マップ等

作成の１８７５万円、避難所表示板、看板等の

製作で７７万１０００円、ウエブ版の防災マッ

プ作成等で１７０万７０００円が主なもので

す。 

 特定財源として、県支出金１２７５万６００

０円、市債で４７０万円、基金の繰入金で７６

５万９０００円、諸収入で総合防災マップ広告

収入料の１５０万円があります。 

 次に、防災行政無線整備事業では、予算額４

１３５万４０００円で、内訳は、ＭＣＡ屋外拡

声機移設工事、これは高田コミセンですが、３

７８万円、保守点検業務委託９０３万円、防災

無線等電波利用負担金２０５万１０００円、防

災行政無線基本計画及び調査業務委託で１５９

０万９０００円が主なものです。防災行政無線

につきましては、総合的な見直しと再整備をす

ることとしており、平成３０年度に調査、平成

３１年から３２年に設計、工事を予定している

ところです。 

 次に、災害時用備蓄資材整備事業は、予算額

１１０６万６０００円で、内訳は、ふるさと八

代元気づくり応援基金活用事業分で備蓄資材消

耗品４２１万３０００円、避難所備蓄資材、鏡

コミセン、グリーンパーク坂本、緑公園の３カ

所にですね、３５３万２０００円、泉支所に備

蓄倉庫整備で２９３万３０００円が主なもので

す。 

 特定財源として、県支出金で３８０万５００

０円、基金繰入金で５８９万４０００円、市債

で９０万円があります。 

 次に、避難行動要支援者関係事業の予算です

が、６１万６０００円で、地域福祉基金活用事

業で避難行動要支援者システムの保守料４５万

４０００円が主なものとなっております。 

 特定財源は、全額、地域福祉基金繰入金とな

っております。 

 以上が消防費の平成３０年度当初予算計上の

主な事業内容です。御審議方よろしくお願いい

たします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 
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○委員（古嶋津義君） 消防施設の整備事業の

中でも防火水槽でありますけれども、今回は２

基ですかね。公共施設ならいいんですけど、私

設といいますか、個人の住宅の中にもあるとこ

ろもあるようでありますので、これは予算的

に、仮の話ですが、１０基とかそういうのはで

けんわけですね。予算的には。 

○危機管理課長（南 和治君） 危機管理課の

南です。よろしくお願いします。 

 今回予算計上しておりますのは、２基分での

積算金額になります。毎年、要望とかですね、

等が上がったところで実際に設置可能なところ

を判断いたしまして、予算計上しております。

今回たまたま２基、２カ所が用地が確保できた

というところでの予算計上しておりますので、

たくさん用地が確保できてですね、そういった

要望があれば、精査をさせていただいて、当

然、２基でなくても３基、４基というふうに予

算のほうは獲得していきたいというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 防火槽ある、――五、

六分程度はもてますが、消火栓はですね、余り

もちませんもんですから、水利の悪いところ、

ぜひ多目につくっていただければ助かるという

ことであります。 

 それと、消防団員の皆さんには市民の皆さん

の生命、財産を守るという崇高な消防精神のも

と、大変私どもも感謝しているところでござい

ますが、その中で、消防団の育成、及び消防団

員の教育事業でありますが、幹部が先進地の視

察研修をしますが、これは６０人一度に行かれ

るわけですか。例えば、方面隊別に行かれるん

ですか。 

○危機管理課長（南 和治君） 年１回です

ね、これはまとまって、分団長以上に御案内を

させていただいて、バス２台で研修に行ってお

ります。（委員古嶋津義君「はい、わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 防災行政無線整備事業

でお尋ねをしたいと思いますが、現在の無線と

いいますか、放送設備から切りかえていかれる

ということだと思うんですけれども、済いませ

ん、私も不勉強なところがあるんですが、屋内

におって聞こえづらい、大雨のときなんかです

ね、放送設備で放送されても屋内まで聞こえな

いと。そういったところまで改善をするような

今回の計画なんでしょうか。そのあたりをお聞

かせいただけますか。 

○危機管理課長（南 和治君） 今回予算計上

しておりますのは、簡単に言いますと、そうい

ったところも含めて検討していくというところ

です。 

 現在整備しておりますのは各地域によってば

らつきがあります、屋外だけの設備とですね、

屋内に整備されているところと、地区にばらつ

きがあります。当然、屋内も屋外もあったほう

がいいのかとは思いますが、そういったことで

全て整備しますと多額の費用がかかりますの

で、いろんな組み合わせを考えながらですね、

どれが一番経費も抑えられて一番効果的なのか

というのも含めて検討していきたいというふう

に思ってます。 

○委員（大倉裕一君） 今、南課長がおっしゃ

ったように、いろんな方法があるというふうに

思います。多額のお金をかけての投資ですの

で、後戻りすることのないようにですね、しっ

かりと検討をしていただいて、どの手法がベス

トなのか、ベターじゃなくてベストな手法をで

すね、しっかり選んでいただきながら事業推進

を図っていただきたいと思います。 

○委員長（前川祥子君） 意見ですね。はい。 

○委員（古嶋津義君） 関連としてお尋ねしま

すが、合併前に防災行政無線ばそれぞれ町村で
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つけましたですよね。メーカーが違いますけ

ん、あれは周波数も違うとですかね。ばらつき

のあっとでしょう。 

○危機管理課長（南 和治君） 周波数は旧自

治体ごとに違っております。それと、一番違う

のは、今、八代市ですね、旧八代市内でつくっ

たものは、一般に言われる防災無線と違って、

ＭＣＡという方式でですね、俗に言えば、昔―

―昔ちゅうか、タクシー無線とか使われていた

ところの周波数を使ってますので、それぞれで

ばらばらのシステムということになってます。 

○委員（古嶋津義君） うちあたりも屋内につ

けてあるんですけど、常時屋内におらんもんだ

いけんですね、やっぱりちょっと屋外のも必要

かなという思いもありましたのでお尋ねをし

て、その辺のところぜひ検討していただいて、

お願いをしておきたいと思います。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５号・平成３０年度八代市一般会計予

算中当委員会関係分について、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午後２時４０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時４１分 本会） 

◎議案第１２号・平成３０年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計予算 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１２号・平成３０年度八代市ケ

ーブルテレビ事業特別会計予算を議題とし、説

明を求めます。 

○企画振興部長（宮村明彦君） お世話になり

ます。ただいまありましたように、議案第１２

号・平成３０年度八代市ケーブルテレビ事業特

別会計予算につきまして、企画振興部の予算方

針を述べさせていただきます。座ってさせてい

ただきます。 

 本市のケーブルテレビ事業は、坂本、東陽、

泉地域におきます難視聴対策、地域間の情報格

差是正という中山間地域が抱える課題を解決す

ることを目的に、合併前の平成１６年度に東陽

地域、翌１７年度に泉地域全域と坂本地域の一

部、続く平成１８年度に坂本地域全域でサービ

スを開始し、３０年度は事業開始から１５年目

を迎えることとなります。 

 本事業につきましては、平成２４年度と２６

年度に利用料金の改訂を行い、加入者への御負

担をお願いするとともに、２８年度から指定管

理者制度へ移行し、より効率的な運営に努めて

まいりました。 

 しかしながら、先ほども述べましたとおり、

開局から既に１５年が経過していることから、

機器や伝送路の老朽化、超高速、大容量化した

インターネットへの対応など、課題の対応が必

要な状況となっております。また、ケーブルテ

レビ事業開設の際、旧３村で借り受けておりま

した過疎対策事業債などの起債、合計約１７億

７０００万円につきましては、平成３０年度を

もって償還が終了する予定となっております。 

 このような状況を踏まえまして、平成２９年

度は更新のための伝送路などの基礎調査を実施

したところでございます。平成３０年度はこの

結果等を踏まえ、機器や伝送路の効率的かつ計

画的な更新のための手法、財源等について慎重

に検討を重ねてまいる予定としております。 
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 いずれにいたしましても、ケーブルテレビは

難視聴対策として地域の皆様の日常生活に深く

浸透したサービスであるとともに、災害時にお

ける情報伝達手段としても必要不可欠なもので

ございます。定住促進のための地域の魅力ある

資源の活用も期待できることなどから、引き続

き効率的かつ利用満足度の高いサービスを提供

するとともに、管理運営方法の研究、施設機器

及び伝送路の計画的更新など、中長期的な視野

に立った事業運営を進めていく必要があると考

えているところでございます。 

 以上、企画振興部の方針といたし、詳細につ

きましては担当課長より説明させますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○理事兼情報政策課長（生田 隆君） 情報政

策課、生田でございます。 

 それでは、平成３０年度八代市ケーブルテレ

ビ事業特別会計予算について、着座の上、説明

させていただきます。 

 まず、１６７ページをお開きいただきたいと

思います。 

 平成３０年度ケーブルテレビ事業特別会計の

予算総額は、歳入歳出それぞれ４９１９万６０

００円で、平成２９年度と比較いたしまして２

０８万４０００円の増額となっております。 

 下段の表による歳出の内訳は、ケーブルテレ

ビ事業費が９４０万５０００円で昨年度より８

５万５０００円の減、公債費が３９７９万１０

００円で昨年度より２９３万９０００円の増額

となっております。歳出に係る財源の内訳は、

一般会計からの繰入金が４８３３万２０００

円、事業収入が８６万４０００円となっており

ます。 

 それでは詳細につきまして、歳入から順次説

明させていただきます。 

 １６８ページのほうをお開きいただきたいと

思います。 

 款１・分担金及び負担金に５万３０００円を

計上しております。これは、平成２３年度に新

規にケーブルテレビを引き込まれた事業所１件

の加入者分担金の未納分を計上するものでござ

います。 

 款２・使用料及び手数料の項１・使用料の１

１万５０００円は、過年度分のケーブルテレビ

利用料収入を計上するもので、内訳は、ケーブ

ルテレビ使用料が７万７０００円、インターネ

ット使用料が３万８０００円となっておりま

す。 

 次の項２・手数料５０００円は、過年度未納

分の督促手数料を計上するものでございます。 

 １６９ページに行きたいと思います。 

 款３・財産収入、項１・財産運用収入６８万

７０００円は、市が国庫補助事業で整備した携

帯電話の基地局間を結ぶため、ケーブルテレビ

事業の光ケーブルのうち使用していない予備の

光ファイバーの線、いわゆる空き芯と申します

けれども、これを携帯電話事業者に貸し付ける

ことに伴う収入でございます。 

 款４・繰入金は、一般会計繰入金４８３３万

２０００円を計上しております。昨年度より２

１５万１０００円の増加となっております。 

 以上で歳入の説明を終わり、引き続き、歳出

について御説明をいたします。 

 １７１ページをお願いいたします。 

 款１、項１・ケーブルテレビ事業費の目１・

一般管理費６８万６０００円の内訳は、料金の

変更など事業運営について変更が生じる場合等

に、その内容について審議していただくため、

必要に応じて開催するケーブルテレビ管理運営

審議会及び自主制作番組の内容向上を図るため

に年に１度開催するケーブルテレビ放送番組審

議会の開催経費である委員報酬、費用弁償及び

会場借用料でございます。それと、放送用のレ

コードの２次使用料４６万７０００円が内訳と

なっております。 

 続きまして、目２・施設維持管理費８７１万
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９０００円の歳出について、節ごとに御説明を

いたします。まず、節１１・需用費６００万円

につきましては、指定管理者との協定によりま

して市が負担することになっております設備、

機器及び伝送路の修繕費でございます。節１３

・委託料２６８万２０００円は、指定管理者で

あるテレビやつしろ株式会社への指定管理委託

料でございます。 

 続きまして、款２、項１・公債費の目１・元

金は、３９２５万４０００円を計上しておりま

す。内訳は、坂本センターの平成１８年度事業

に係る過疎対策事業債元金３６３１万４０００

円、及び平成２７年度台風１５号に伴います災

害復旧事業債２９４万円が内訳となっておりま

す。平成２９年度と比較いたしまして３５１万

４０００円の増額となっておりますが、これ

は、先ほど申しました平成２７年度台風災害復

旧事業債の元金の償還が平成３０年度より開始

されるということによるものでございます。 

 なお、坂本センターの平成１８年度事業に係

る過疎対策事業債につきましては、平成３０年

度をもって償還が完了をいたします。したがい

まして、ケーブルテレビ開局当初に借り受けて

おりました起債は、全て償還が終了するという

ことになります。 

 次の、目２・利子５３万７０００円につきま

しては、元金と同様、坂本センター分の平成１

８年度事業に係る過疎対策事業債、及び平成２

７年度台風災害復旧事業債などに係るものでご

ざいます。 

 以上、平成３０年度ケーブルテレビ事業特別

会計予算の説明とさせていただきます。御審議

よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（橋本隆一君） お尋ねしますが、現

在、ケーブルテレビ、泉、坂本、東陽ですね、

大体どれくらいの方が利用されてる、その件

数、それから、延滞されている世帯の件数です

ね、それから、そういった負担金が払えない方

に対しての支援とか、そういったところがどの

ように取り組んでおられるのかをお尋ねしたい

と思います。 

○理事兼情報政策課長（生田 隆君） まず、

１点目のケーブルテレビの加入状況についてで

ございます。ケーブルテレビの加入状況につき

ましては、平成２８年度末ということで若干古

いデータでございますけれども、坂本、東陽、

泉合計いたしまして３４１４世帯ということに

なっております。加入率といたしましては、ま

ず、住民基本台帳をもとにいたしますと約８

９.８％、しかしながら、住民基本台帳と申し

ますと、老人ホームであれば一人は一所帯と、

それから、御家庭の中には親子２代で世帯分離

されとるというふうな向きもございますので、

広報紙の配布部数が実際の世帯に近いのではな

いかということで、それから逆算をしますと、

９８.５％が３地区での大体の加入率というこ

とになっております。 

 それから、滞納対策についてでございますけ

れども、平成３０年の３月２日現在におきます

ケーブルテレビの滞納につきましては、当初分

からの累計で２８３万９０００円、それから、

インターネットが５０万６０００円で、合計の

３３４万５０００円ということになっておりま

す。滞納者の対策につきましては、定期的に催

告状を送る、あるいは随時戸別訪問を実施して

徴収を行うというふうな取り組みをやっており

ますけれども、滞納額の３３４万５０００円の

うち、５年以前の、平成２３年度以前の滞納額

が約半数以上を占めておるということで、中に

はもう実際に居住されてる世帯がいないとか、

生活困窮でちょっと支払いが難しいというふう

な向きもございますので、今後、利用者の受益

者負担の原則からも徴収していくことは当然な
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んですけれども、八代市債権管理条例というも

のが施行されまして、ケーブルテレビの利用料

金につきましては市債権に分類されるもんです

から、従来は不納欠損処理というのができなか

ったというふうな向きもございますけれども、

公債権、税とかと比較しましても、これは明ら

かに不納欠損に該当するのではないかというふ

うなものについては不納欠損処理をしていく

と。支払い能力のある方については、受益者負

担の原則から、引き続き徴収をしていくような

取り組みということでございます。 

 あと、低所得者に対する対応なんですけれど

も、現在、放送受信料につきましては、地上デ

ジタルですね、ＮＨＫ２局と民放４局、それか

ら、コミュニティ１チャンネルの受信料につき

ましては一般世帯が１２３０円、それから、老

人世帯、これは世帯全員が７０歳以上もしくは

６５歳以上の単身世帯につきまして、年間の収

入が１２０万円未満の方については８２０円、

９０万円未満の方については５１０円といった

減免措置、それから、もちろん生活保護の方に

ついては無料ということになっております。も

ちろんこれにつきましては、ＮＨＫの料金は別

ということになります。 

 以上でございます。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。特に

は高齢者世帯、それから老人世帯、高齢者世帯

ですね、やっぱりそういったところで状況で、

なかなかですね、その１０００円未満というこ

とで、それくらいのと思うかもしれませんけど

も、やっぱり大変なところもあるのかなという

ことでありますので、そこでまた状況を見てい

ただいてですね、検討していただければと思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 部長のほうから最初お

言葉あったんですけども、部長の意思といいま

すか、言葉からすると、ケーブルテレビ事業は

ずっと続けていきたいんだと、必要なんだとい

う思いが伝わってきたわけですけど、持続をし

ていくための方策とすれば、収入の確保になっ

てくるんだろうというふうに思うんですが、収

入の確保の部分で、少し、今、橋本委員のほう

にも大分答えをいただいたんですが、それ以外

で担当課のほうで検討されているような内容ご

ざいますでしょうか。 

○理事兼情報政策課長（生田 隆君） 収入に

つきましては、当該３地区が過疎地域というこ

とで、年間約１.５％から３％ずつ加入者が減

ってるちゅうような状況で、歳入の確保という

のはなかなか難しいんですけれども、今、指定

管理をお願いしておりますテレビやつしろさん

のほうで独自のサービスを設けられまして、現

在、市が行ってるサービスが地上波放送が１２

３０円とプラスのＣＳ放送を入れました９７０

円と。で、これにさらにですね、追加料金をす

ると３６チャンネルまで見られるチャンネルを

広げて、それを提供するちゅうことで、指定管

理者のほうでそういった独自のサービスを展開

されまして、収入をふやしていくというふうな

取り組みをされているというふうなところでご

ざいます。 

○委員（大倉裕一君） 済いません、素人でい

ろんな課題、今から言うのも課題があるのかも

しれないんですけども、例えば、手法でいくと

バナーっていう広告収入というのを今取り組ん

でいらっしゃるんですが、このケーブルテレビ

あたりではそぐわないんでしょうか。何かこ

う、そういったところのひっかかるところがあ

りますので、課題を整理してからというような

ことになるのか、そのあたりちょっとお聞かせ

いただければと思います。 

○理事兼情報政策課長（生田 隆君） 現状に

おきましても、コミュニティ放送の中の文字放
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送枠というのがございまして、一般企業がそこ

に広告を出す場合につきましては、ちょっとこ

こに手元資料がございませんけれども、１回の

広告当たり幾らというふうな枠を設けてござい

ます。対象は３０００世帯ということで、利用

については余り多くはないんですけど、そうい

ったところの枠組みはしております。 

 しかしながら、媒体として地域が３地区に限

定されるもんですから、利用者面ではちょっと

まだ今のところ多くはないと。こういった仕組

みを知らない方も多くいらっしゃると思いま

す。今後はこういう仕組みもありますというこ

とでのＰＲも必要かなというふうには考えてお

ります。 

 以上です。（委員大倉裕一君「ありがとうご

ざいます」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２号・平成３０年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計予算について、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午後２時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時００分 本会） 

◎議案第５５号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５５号・平成３０年度八代市一

般会計補正予算・第１号中当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等、並びに歳出の第１款・議

会費及び第２款・総務費について、財務部より

一括して説明願います。 

○財務部次長（松村 浩君） 財務部次長の松

村でございます。よろしくお願いします。それ

では、座らせていただきまして、説明のほうを

差し上げます。 

 別冊となっております議案第５５号・平成３

０年度八代市一般会計補正予算・第１号をお願

いします。総務委員会付託分について御説明い

たします。 

 １ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出それぞれ３９１０万円を減額

し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ５６７億

８１５０万円といたしております。 

 次に、第２条で債務負担行為の補正を、第３

条で地方債の補正をしておりますが、内容につ

きましては、３ページの表で御説明します。 

 それでは、３ページをお願いします。 

 第２表・債務負担行為補正の１、追加とし

て、八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）整備基本

・実施設計業務委託において、期間を平成３１

年度、限度額を４６６５万円と設定いたしてお

ります。これは、先ほど平成２９年度補正予算

のところで御説明しましたが、設計者の公募を

やり直すこととなりましたので、公募を４月に

予定いたしておりますが、設計期間が１年程度

かかり、３０年度内に完了せず、一部３１年度

に持ち越すこととなりますことから、当初予算

に計上しています設計予定額の７６６５万円か

ら３０年度支払い予定額３０００万円を差し引

いた４６６５万円を設定するものでございま

す。 

 次に、第３表・地方債補正でございますが、
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１の変更で、まず、文化施設整備事業で、補正

前の４１００万円から２８５０万円減額し、１

２５０万円に変更いたしております。詳細は、

７ページの歳入、款２１・市債のところで御説

明します。なお、起債の方法、利率、償還の方

法につきましては、補正前と同じでございま

す。 

 続きまして、歳入を御説明します。 

 ７ページをお願いします。 

 款１０、項１、目１、節１・地方交付税で７

５５万円を計上しておりますが、これは、今回

の補正予算の一般財源でございます。 

 次に、款１８・繰入金、項１・基金繰入金、

目８、節１・まちづくり交流基金繰入金で１８

１５万円の減額と、次の款２１、項１・市債、

目７・教育債、節３・社会教育債で２８５０万

円の減額でございますが、この２つの減額は、

民俗伝統芸能伝承館（仮称）整備事業におい

て、基本・実施設計業務委託を３０年度から３

１年度にかけて実施することとなったことか

ら、当初予算に全額の７６６５万円を計上して

おりましたが、３０年度は委託費総額の約４０

％に当たる３０００万円になることから、委託

料の減額に伴いまして、財源としておりました

基金繰入金と市債をそれぞれ減額するものでご

ざいます。 

 続きまして、歳出を説明いたします。 

 ８ページをお願いします。 

 議会費及び総務費の補正内容は、条例の規定

に基づき、八代市特別職報酬等審議会に諮問を

行い、その答申を受け、市長を初めとした特別

職の給料及び議員の報酬について改定を行うも

ので、今回の改訂に伴い、不足分をお願いする

ものでございます。 

 まず、款１、項１、目１・議会費におきまし

て、議員２８名分の報酬、職員手当等、共済費

としまして６３２万４０００円を計上しており

ます。 

 次の款２・総務費、項１・総務管理費、目１

・一般管理費では、市長、副市長の給料、職員

手当等、共済費として４１万７０００円を計上

しております。 

 次の項６、目１・監査委員費では、常勤監査

委員の給料、職員手当等、共済費として２１万

６０００円でございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５５号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１号中当委員会関係分について、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手多数と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 それでは、しばらく休憩いたします。 

 ３時１５分から再開いたします。 

（午後３時０５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１６分 開議） 

◎議案第１９号・専決処分の報告及びその承認

について（平成２９年度八代市一般会計補正予

算・第７号（歳入分）） 

○委員長（前川祥子君） それでは、休憩前に

引き続き、総務委員会を再開いたします。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 



 

－55－

 まず、議案第１９号・平成２９年度八代市一

般会計補正予算・第７号中、歳入分に係る専決

処分の報告及びその承認についてを議題とし、

説明を求めます。 

○財務部次長（松村 浩君） 引き続き、よろ

しくお願いいたします。座らせていただきまし

て、御説明申し上げます。 

○委員長（前川祥子君） はい。 

○財務部次長（松村 浩君） それでは、議案

書の１ページをお願いします。議案書のほうに

なります。 

 議案第１９号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。 

 平成２９年度八代市一般会計補正予算・第７

号でございまして、熊本地震で住宅に被害を受

け再建が必要となった被災者に対して、負担軽

減を目的に、県の熊本地震復興基金を活用し、

早期に補助を行うために、平成３０年１月３０

日に専決処分を行ったものでございます。 

 それでは内容について、総務委員会付託分を

御説明します。 

 ５ページをお願いします。 

 歳入歳出予算の補正でございますが、第１条

で歳入歳出それぞれ３５０万円を追加し、補正

後の総額を歳入歳出それぞれ６９１億３４０万

円としております。 

 次に、歳入を説明します。 

 １０ページをお願いします。 

 款１５・県支出金、項２・県補助金、目１・

総務費県補助金、節１・総務管理費補助金で、

熊本地震復興基金交付金３５０万円を計上して

おります。これは、県の熊本地震復興基金交付

金において、土砂災害特別警戒区域、いわゆる

レッドゾーン内に居住しておられる方が熊本地

震により住宅に被害を受けられ、再建が必要と

なった場合、住宅の移転や建てかえに要する費

用の一部が補助されるものでございまして、本

市におきまして、対象件数５軒のうち、既に移

転が完了されている２軒の方に対して交付され

るものです。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１９号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第７号中、歳入分に係る専決処分の

報告及びその承認については、承認するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。 

                              

◎議案第２１号・財産の貸付けについてについ

て 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第２１号

・財産の貸付けについてを議題とし、説明を求

めます。 

○財政課長（尾﨑行雄君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財政課の尾﨑

でございます。よろしくお願いいたします。着

座にて説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○財政課長（尾﨑行雄君） 議案書の３７ペー

ジをお開きください。 

 議案第２１号・財産の貸付けについて御説明

いたします。 

 今回の提案理由といたしまして、現在、本市

が貸し付けております旧宮地東小学校におい
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て、今月末に貸付期間が終了しますことから、

契約更新の予定でございますが、貸付先より貸

付料の減額を申し入れられており、財産を減額

して貸し付ける場合には、地方自治法第９６条

第１項第６号の規定により議会の議決を経る必

要がございます。 

 そこで、今回の貸し付けにつきましては、別

冊で配付しております資料、旧宮地東小学校の

貸し付けについてにて説明したいと思います。

右上に資料１、２、３と、収支状況の４枚つづ

りの資料ですが、ございますでしょうか。 

 初めに、当初貸し付けの経緯としまして、２

枚目の資料２の上段に書いておりますが、平成

２７年２月に実施しました未利用等の市有財産

の利用候補者選定委員会におきまして、九州を

中心に居酒屋、当時ですね、九州内に１２店

舗、現在は３６店舗を展開する株式会社Ｂｅｂ

ｌｏｏｍ１社のみの応募でありまして、団体専

用の宿泊施設として賃借することが決まりまし

た。 

 その際の条件は、契約期間３年、月額賃借料

１５万円、ただし、契約日より１年間は無償と

いうものでございました。貸し付けに当たり必

要な改修費２０００万円程度や貸し付け後の維

持管理費年間１００万の負担は株式会社Ｂｅｂ

ｌｏｏｍが負担することとしております。 

 旧宮地東小学校を貸し出す場合、本市の貸付

基準にのっとり貸付金額を算出すると、月額約

２０万円――１９万５５１円でありましたこと

から、Ｂｅｂｌｏｏｍが希望する賃借料月額１

５万円で貸し出すとなると議会の議決が必要と

なり、平成２７年５月に仮契約を締結し、平成

２７年６月議会の議決、議決日は平成２７年の

７月８日でございましたが、その日をもって正

式に契約を締結いたしております。 

 契約締結後は、校舎の改修工事や体育館の耐

震改修工事を行っておりましたが、その準備中

に熊本地震に見舞われるなど、開業までに１年

以上を要しまして、平成２８年８月より団体専

用の宿泊施設として開業しております。 

 次に、契約の更新についてでございますが、

今回、当初の契約が満了することからＢｅｂｌ

ｏｏｍより更新の依頼があっておりますが、更

新に当たり先方が希望している条件としまし

て、契約期間３年間、月額賃借料５万円、維持

管理費は今までどおり株式会社Ｂｅｂｌｏｏｍ

の負担というものでございました。 

 月額賃借料５万円の理由といたしましては、

４枚目の収支状況を見ていただければわかると

思いますが、開業以来赤字が続き、厳しい経営

が続いており、本業の居酒屋部門からの損失補

塡を受けながら経営を続けてこられました。そ

のような中、平成２９年８月期に２２万円の黒

字を出すことができ、明るい兆しも見えてきて

いるとのことでございます。Ｂｅｂｌｏｏｍと

いたしましては、今後、時間をかければ必ず事

業として成り立つものと考えておられ、今回の

契約更新後の収支見込みも厳しい予想を立てて

いるものの、事業の継続を希望されておられま

す。そこで、本市へ事業継続に当たり、月額賃

借料を５万円に変更してほしいとの依頼があっ

たものでございます。 

 本市といたしましては、当初の契約で旧宮地

東小学校を貸し出す条件として、災害時や地域

活動への協力要請をしておりました。そこでＢ

ｅｂｌｏｏｍは、運動会や敬老会等、地域の活

動への施設の無償使用許可や社長以下多数社員

での運動会への参加、まちづくり協議会主催の

田植えや稲刈り、そのほか餅つきや炭焼きな

ど、イベントへの参加を通じて地域貢献も多く

されてこられました。赤字だったとはいえ、年

間１５００名近い利用者が東町を訪れており、

東町の活性化にも貢献されております。東町校

区もそういった活動を認めておられ、Ｂｅｂｌ

ｏｏｍの契約継続を強く望まれております。 

 資料３に移りますが、旧宮地東小学校の維持
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管理費は、廃校のままであっても年間１００万

円程度かかりますことから、下の表のとおり、

貸し付けた場合の歳入額６０万と合算しまし

て、年額で１６０万円の市費の確保及び軽減が

できますので、賃借料を月額５万円に引き下げ

ても、引き続きＢｅｂｌｏｏｍと賃貸借契約し

たいと考えております。 

 説明は以上でございます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（橋本隆一君） 私も見学に行かせてい

ただいてですね、非常に取り組みとしてはテレ

ビでも放映されて、非常にいい取り組みをされ

ております。今後の取り組みとして、例えば、

ＤＭＯやつしろさんとかですね、そういったと

ころと連携されて、より幅広い活動的なところ

というのは検討されてるのでしょうかと思いま

して、お尋ねしたいんですが。 

○財政課長（尾﨑行雄君） 今のところです

ね、まだそこまではされてないんですけど、今

後提案しましてですね、できればそういうふう

な連携をとっていただけるように働きかけたい

と思います。 

○委員（橋本隆一君） ここの社長さんも非常

に熱心な方で頑張っておられるので、もう少し

やっぱり市が協力できるようなところがあれば

ですね、そういったＤＭＯさんあたりと連携し

ながら広報活動とか、いろいろ計画もですね、

幅が広がるのじゃないかなという印象があった

もんだから、ちょっと言いました。お願いしま

す。ありがとうございます。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（古嶋津義君） ちょっとお尋ねです

が、このＢｅｂｌｏｏｍか、これ居酒屋をして

らっしゃるということですが、熊本市内あたり

にあっとですか。 

○財政課長（尾﨑行雄君） 熊本市内にもござ

います。 

○委員（古嶋津義君） 宿泊施設ということ

で、あとの資料を見れば１４７７名の方が宿泊

をされたということですけども、雇用創出で１

名って、１名が常駐されて、ここ食事まで出る

わけですか。宿泊のときの食事。 

○財政課公有財産運用推進係長（上村勝一君） 

常駐の職員としましては、一人、会社のほうか

ら宮地東小学校のほうに地元の方使って充てて

おられますが、一応、組のお客様、宿泊様が入

られたときには、その飲食店から応援職員とし

てですね、今、駆けつけてきて運営をされてい

る状況でございます。この収支にもあります

が、一応一番上の人件費のほうはですね、ただ

応援ということで、計上はなさっておりませ

ん。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） じゃあ、宿泊客がある

ときは、近くの熊本市の居酒屋さんから応援に

来て食事をつくられると、そういう理解でよか

ですか。 

○財政課公有財産運用推進係長（上村勝一君） 

はい、そのとおりでございます。（委員古嶋津

義君「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 済いません、私が言う

ことじゃないかと思いますが、先ほどの体験型

宿泊ということでですね、非常に全国からの問

い合わせがあってるんですが、八代は海外の方

も外国人の方も多数来ておられますので、そう

いったところも利用されてですね、取り込んで

いかれたら、もっと広がるんじゃないかなっ

て、この前行ったときにそういう話もちょっと

したんですけど、そうですねという話だったん

ですが、よければ市のほうからもですね、何か
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そういった形でのちょっと話をされたらどうか

なという印象がありました。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） それは意見でよろし

いですね。 

○委員（橋本隆一君） 意見でお願いします。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 月額賃借料は、これは

Ｂｅｂｌｏｏｍさんのほうからの要請でという

ことですよね。で、５万円よりも安くするとい

うことも考えられるんじゃないかなと私思うん

ですよ。経営をとにかく黒字にもっていってい

ただいて、で、定着をしていただくことが一番

ではないかと。で、定着をして実績が上がる状

況になったときに、初めて賃借料をそこからプ

ラスですね、月額１万アップするとか２万アッ

プするとか、そういう年度ごとに交渉するとい

うのも方法ではないのかなというふうに思った

んですが、そのあたりはどのような見解を持た

れてその５万円を提案されたのかというところ

をお聞かせいただければと思います。 

○財政課公有財産運用推進係長（上村勝一君） 

一応これではですね、本当に会社の中では経理

のほうからですね、非常に厳しい状態というこ

とで、もう実際は中止をということで。社長の

ほうがですね、物すごい強い思いで、もう、で

も、市に御迷惑かけたらいかんちゅうことで、

一応５万円だけは絶対納めたいということでで

すね、今回はそう言っていただいたところでご

ざいます。 

 委員が言われました、本当に、安くちゅうこ

とで、いろいろ今後ですね、執行部のほうでも

検討させていただいて、いい方向に進むよう

に、なるだけ定着して、長く継続して活用して

いただくようにですね、応援していければと思

います。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） 大倉委員、いいです

か。 

○委員（大倉裕一君） あと意見で。はい。 

○委員（古嶋津義君） もう一つ。客数の組数

を聞くと、２組で１１５人とかあります。特に

８月は純利益が出ているので、涼しいからだろ

うと思いますが、東小学校はですね。これは合

宿か何かですか。 

○財政課公有財産運用推進係長（上村勝一君） 

まさしく合宿であったりでありまして、地域の

子供会とか学校のクラブ、そして、県外からは

ですね、大学のほう、そしてまた、地元の小さ

なグループとかでも御利用いただいております

ので、そういったメンバーいろいろ変わられて

ますが、ホームページのほうにですね、団体の

ほうは予約受付ということで載っていきます

が、そういったメンバーになってこようかと思

います。 

 以上です。（委員古嶋津義君「はい、わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（大倉裕一君） 先ほどお尋ねする中で

もお話をしましたけれども、５万円ということ

はＢｅｂｌｏｏｍさんのほうからの申し出とい

うことでありました。しかし、定着をですね、

していただくことが一番の効果であるんではな

いかなというふうにも思うところです。特に、

宮地東校区の皆さんとも交流を深めていただい

ているような状況もあるようですし、そういっ

た面からも、逆に、金額をですね、安く提示を

して、黒字が発生した時点でまた見直しをして

いくというような、そういう契約のあり方もあ

るのではないかというふうに思いますので、今
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後の取り組みの中でそういったところも検討し

ていただければと、意見として申し上げておき

たいと思います。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２１号・財産の貸付けについては、可

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

                              

◎議案第２０号・八代市総合計画基本構想を定

めることについて 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第２０号

・八代市総合計画基本構想を定めることについ

てを議題とし、説明を求めます。 

○企画振興部長（宮村明彦君） お世話になり

ます。議案第２０号・八代市総合計画基本構想

を定めることにつきまして、内容につきまして

は担当課長より説明していただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○企画政策課長（田中 孝君） 企画政策課、

田中でございます。着座にて御説明をさせてい

ただきたいと思います。 

 議案第２０号・八代市総合計画基本構想を定

めることについて御説明をいたします。 

 議案書の１１ページをごらんください。 

 提案理由といたしまして、現在の総合計画の

計画期間が平成２９年度末で終了するため、平

成２８年度に市民によるワークショップ、アン

ケート等の基礎調査を実施し、平成２９年度か

ら策定審議会、策定委員会等による審議を経た

上で、本総務委員会に進捗状況を御報告しなが

ら進めてきたところでございます。 

 総合計画が市の総合的かつ計画的な行政運営

の指針であり、市民、議会、行政が協働してま

ちづくりを進めるための基本的な指針でありま

すことから、総合計画の基本構想の策定につき

まして、八代市議会の議決すべき事件を定める

条例に基づき提案をさせていただいたところで

ございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、１２ページをごらんください。こ

ちらは表紙でございます。 

 １３ページをごらんください。済いません。 

 済いません。１４ページのほうをお願いいた

します。申しわけありません。 

 １４ページのほうから総合計画の概要を記載

をしております。本基本構想につきましては、

第１部序論と第２部本論という形で構成をして

おりますが、１４ページから第１部序論という

ことで記載をしておるところでございます。 

 まず、計画策定の背景と目的につきまして、

目的といたしまして、これまで八代市総合計画

において取り組んでまいりました、市民と行政

の協働によるまちづくりなどの視点を踏まえ、

市の一体感の醸成を促すと同時に、多様化する

市民ニーズをまちづくりに反映し、引き続き市

民と行政が協働し、より発展的かつ具体的にま

ちづくりに取り組むことを目的として策定する

としております。 

 次に、総合計画の性格と役割として記載をし

ております。 

 １点目に、市民との協働によるまちづくりの

指針とすること、２点目に、わかりやすい計画

とすること、３点目に、実効性があり、活用さ

れる計画とすることとしております。 

 １５ページをごらんください。 

 まず、総合計画の構成を説明しております。

第２次総合計画は、基本構想と基本計画により

構成しているということを記載しております。 

 次に、総合計画の期間でございます。基本構

想が２０１８年度から２０２５年度までの８年
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間、基本計画は２０１８年度から２０２１年度

の４年間となることを記載しております。 

 次に、総合計画の他の計画との関連性におき

ましては、これまで策定をいたしました八代市

人口ビジョン、八代市総合戦略、八代市復旧・

復興プランとの関連性を記載し、各種計画にお

いて進めている取り組みについて、第２次八代

市総合計画においても継続して取り組む旨、記

載をしておるところでございます。 

 １６ページをごらんください。 

 八代市の現状といたしまして、まず、八代市

の概要におきましては、本市の地理的位置、地

勢、交通アクセス等の状況を記載しておりま

す。 

 １７ページをごらんください。 

 こちらは人口、世帯、産業構造について記載

をしております。１７ページは、人口の推移と

推計といたしまして、本市の人口が１９８０年

以降減少傾向であり、少子高齢化が顕著になっ

ていることや、目標年度としております２０２

５年の人口は約１１万３４００人と推計される

ということを記載をしております。 

 １８ページをごらんください。 

 校区別人口の推移といたしまして、平成１７

年と平成２７年を比較すると、２０校区中１７

校区で減少しており、特に坂本、泉、日奈久、

二見、東陽、龍峯の減少率が顕著になっている

ということを記載をしております。 

 １９ページをごらんください。 

 世帯数の推移と推計といたしまして、世帯数

は増加傾向にありますが、目標年度であります

２０２５年の世帯数は約４万３３００世帯と推

計されるということを記載をしております。 

 ２０ページをごらんください。 

 就業人口の推移と推計といたしまして、就業

人口は昭和６０年以降減少傾向にあり、目標年

度である２０２５年度の就業人口は約５万４２

００人と推計されているということを記載をし

ております。 

 ２１ページをごらんください。 

 ここからは八代市を取り巻く社会情勢につい

て記載をしております。 

 ２１ページは、１点目、人口減少と少子高齢

社会の進行といたしまして、人口減少と少子高

齢化が進行し、今後もその流れが続くため、そ

の対応が求められていることを記載をしており

ます。 

 ２２ページをごらんください。 

 ２点目、教育を取り巻く環境の変化とニーズ

の多様化といたしまして、教育を取り巻く環境

が変化し、住民の生涯学習や余暇活動へのニー

ズも多様化しているため、生涯学習の環境づく

り、生きがいづくりの拡充が求められているこ

とを記載をしております。 

 ３点目、防災体制の機能強化と防災・減災意

識の高まりといたしまして、平成２８年の熊本

地震の被害により、復旧・復興プランの視点を

踏まえた取り組みや災害に強いまちづくりが求

められていることを記載をしております。 

 ４点目、国際化の進展と産業を取り巻く環境

の変化として、国際観光需要の伸びなどによる

国際化が進み、本市の地域資源を活用したまち

づくりが求められていること、また、農林水産

業、商工業においても社会情勢の変化に応じた

対応が求められていることを記載をしておりま

す。 

 ２３ページをごらんください。 

 ５点目、地球温暖化・循環型社会への対応と

自然との共生として、世界的な地球温暖化対策

への対応、循環型社会形成の取り組み、本市が

有する自然環境の保全などについての取り組み

が求められていることを記載しております。 

 ６点目、厳しさを増す行財政運営として、税

収の減少などによる財政状況の悪化、高齢化の

進行に伴う社会保障費や公共施設の老朽化に伴

う維持管理費等の経費負担などについて取り組



 

－61－

みが求められていることを記載をしておりま

す。 

 ７点目、複雑化・多様化する地域課題への対

応として、社会や地域の課題に対して、行政だ

けでなく、住民、事業者などが知恵を出し合う

などによる取り組みが必要であるということを

記載をしております。 

 ２４ページから本論となります。 

 ２５ページをお開きください。 

 まず、市の将来像を記載しております。将来

像とは、第２次八代市総合計画の計画期間にお

いて、目標とする八代市の姿をあらわすもので

ございます。今回の将来像は、記載のとおり、

しあわせあふれる ひと・もの 交流拠点都市

“やつしろ”としております。 

 この意味は、前段の、しあわせあふれるの部

分を、子どもを安心して産み育てられるための

まちづくりや住みなれた地域で安心して暮らし

ていけるまちづくりを進めることで、多様で豊

かな自然の恩恵のもと、個性や能力を発揮しな

がら、郷土への誇りと将来への夢を持って住み

続けることができ、誰もが幸せにあふれる八代

をめざすというものでございます。また、後段

の、ひと・もの 交流拠点都市の部分が、ユネ

スコ無形文化遺産に登録されました八代妙見

祭、八代港の機能拡張など、国内外から注目さ

れている環境が整うことによる人の流れと、南

九州の結節点という拠点機能、八代港からアジ

アへの輸出の増加による物の流れというよう

な、ひと・ものの交流による交流拠点都市を目

指すというものでございます。 

 ２６ページをごらんください。 

 目標人口について記載をしております。第２

次総合計画における目標人口は１２万人と設定

をしております。その考え方につきましては、

目標人口は総合計画を推進する上で重要な指標

であるということ、八代市人口ビジョンにおい

て、人口の変化が地域産業、社会生活、地域コ

ミュニティーの面で地域の将来に与える影響が

懸念されると分析をしていること、市町村合併

検証報告書においては、人口減少や高齢化、若

者の流出などに起因する課題があると整理をし

ていること、このような状況を踏まえ、目標人

口を定め、それをもとに今後の歳入と歳出の予

測を行い、第２次八代市総合計画の計画期間で

実施する既存の公共施設の維持管理や福祉、教

育、産業などの各種施策を推進しなければなら

ないということから、国立社会保障・人口問題

研究所の推計人口等を踏まえ、人口減少を抑制

することを目指して、目標人口を１２万人と定

めたところでございます。 

 ２７ページをごらんください。 

 施策の体系図を記載をしております。将来像

の実現のため、５つの基本目標を定め、それぞ

れにひもづく施策の大綱を記載をしておりま

す。 

 ２８ページをごらんください。 

 ２８ページと２９ページは、５つの基本目標

を設定した考え方を記載し、具体的にそれぞれ

の基本目標を達成するために、どのような視点

でどのような状況になるかを記載をしておりま

す。記載しております内容は、３０ページから

記載をしております施策の大綱にリンクをして

おります。 

 まず２８ページでございますが、基本目標、

誰もがいきいきと暮らせるまちでございます

が、人を支える視点ということで、施策の大綱

を後ほど３つ設定をしております。 

 次に、基本目標、郷土を担い学びあう人を育

むまちでございますが、人を育てる視点で施策

の大綱を４つ設定をしております。 

 ２９ページのほうに参ります。 

 基本目標、安全・安心・快適に暮らせるまち

でございますが、暮らしを支える視点で施策の

大綱を４つ設定をしております。 

 次に、基本目標、地域資源を活かし発展する
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まちでございますが、活力を高める視点で施策

大綱を２つ設定をしております。 

 次に、基本目標、人と自然が調和するまちで

ございますが、環境をつくる視点で施策の大綱

を３つ設定をしております。 

 ３０ページをごらんください。 

 ここから、先ほど御説明しました５つの基本

目標ごとの施策の大綱を記載し、説明をしてお

ります。 

 基本目標、誰もがいきいきと暮らせるまちの

施策の大綱の１点目、①で、人権が尊重される

まちづくりは、人権に関するさまざまな問題が

存在し、近年では新たな人権問題も発生してい

るため、人権問題に関する学習機会の提供や啓

発活動を推進するとともに、あらゆる分野にお

ける男女共同参画を推進するというものでござ

います。 

 次の②、２つ目の、安心して子どもを産み育

てられるまちづくりは、出産や育児の不安や負

担感が大きくなっているため、安心して子ども

を産み育てることができるような取り組みを推

進するというものでございます。 

 ３つ目の、支え合い健やかに暮らせるまちづ

くりは、医療や介護を必要とする人、心に不調

を抱える人、ひとり親家庭や生活困窮者などが

ふえているため、自立支援のための仕組みづく

りや地域支え合い活動を推進するとともに、地

域福祉の推進と支え合いを担う人材育成に努め

るというものでございます。 

 ３１ページをごらんください。 

 基本目標、郷土を担い学びあう人を育むまち

の施策の大綱の１つ目、生きる力を身につけた

未来を担う人づくりは、未来を担う世代の健全

育成に取り組む必要があるため、子供たち一人

一人の生きる力を育む学校教育を推進するとと

もに、青少年育成の取り組みを推進するという

ものでございます。 

 ２つ目の、誰もが学べる生涯学習のまちづく

りは、誰もが学び、発表することができるまち

づくりが求められているため、学習に取り組め

る場や機会の提供に努めるとともに、人権教育

の推進に努めるというものでございます。 

 ３つ目の、スポーツに親しむまちづくりは、

市民の豊かなスポーツライフの実現を支援する

必要があるため、広く市民がスポーツに参画で

きる機会を設けるとともに、競技スポーツの競

技人口拡大や競技力向上に取り組むというもの

でございます。 

 ４つ目の、郷土の文化・伝統に親しむまちづ

くりは、豊かで潤いのある生活の実現が求めら

れているため、文化財の保存などを進めるとと

もに、新たな市民文化の創造に寄与するという

ものでございます。 

 ３２ページをごらんください。 

 基本目標、安全・安心・快適に暮らせるまち

の施策の大綱の１つ目、災害に強く安全・安心

なまちづくりは、災害に強く、安全で安心なま

ちづくりを進めるため、自然災害に強い基盤整

備や消防、防災、危機管理体制の充実を図ると

ともに、交通対策や防犯、消費生活の問題に対

しては、その取り組みの充実を図るというもの

でございます。 

 ２つ目の、快適に暮らせるまちづくりは、個

性を生かしたまちづくりを進めることが重要で

あるため、特色を生かした土地利用の推進、計

画的な道路、公園緑地、上下水道、情報通信基

盤などの整備を進めるというものでございま

す。 

 ３つ目の、暮らしを支えるまちづくりは、人

と地域の交流が進むまちづくりが重要であるた

め、安全で円滑な道路網の充実による利便性の

向上を図るとともに、交流拠点性を高めるため

の整備等に努めるというものでございます。 

 ３３ページをごらんください。 

 ４つ目の、公共交通の充実したまちづくり

は、市民生活の利便性を維持するため、コンパ
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クトなまちづくりに寄与する持続可能な公共交

通体系の構築に努めるというものでございま

す。 

 ３４ページをごらんください。 

 基本目標、地域資源を活かし発展するまちの

施策の大綱の１点目、活力ある産業と雇用を創

出し魅力に満ちたまちづくり。これは、農林水

産施策の充実に努め、フードバレーやつしろを

目指しますということ、また、商工業において

は、企業の発展に必要な設備投資などの支援、

人材の育成や雇用の確保などの事業に取り組む

とともに、立地的優位性を生かし、物流拠点機

能や県南の商工業集積地としての役割を強化す

るというものでございます。 

 ２つ目の、交流人口の増加によるにぎわいの

あるまちづくりは、地域資源やスポーツを活用

し、観光客の増加を図るとともに、クルーズ船

寄港の経済効果などを中心市街地や商店街の活

性化に結びつけ、にぎわいと交流を創出するこ

とが求められているため、今後増加する外国人

観光客をターゲットに観光地づくりを進め、交

流人口の拡大を図るというものでございます。 

 ３５ページをごらんください。 

 基本目標、人と自然が調和するまちの施策の

大綱の１つ目、環境を支えるひとづくりは、良

好な環境を保全していくためには高い環境意識

と行動する人を育てていくことが重要であるた

め、環境意識の高揚を図るとともに、自主的な

環境保全行動を促進するというものでございま

す。 

 ２つ目の、自然と共生するまちづくりは、良

好な地域環境や生活環境の保全整備を進めると

ともに、豊かな自然環境を守り育みながら、人

と自然が共生していくまちづくりを進めるとい

うものでございます。 

 ３つ目の、環境負荷の少ない持続可能なまち

づくりは、地球規模の環境問題が顕在化してい

るため、ごみの減量化や資源のリサイクルの充

実を図り、高度循環型社会の構築を目指すとと

もに、地球温暖化問題への対応として、省エネ

・省資源対策を推進し、温室効果ガスの削減を

図るというものでございます。 

 以上、長くなりましたが、第２次八代市総合

計画の基本構想としてまとめたところでござい

ます。御説明とさせていただきます。御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 議案には賛成をしたい

とは思います。まずはそげん、そう申し上げて

おきますが、２３ページでですね、厳しさを増

す行財政運営という枠の中で、一般質問で、新

庁舎のことに関連して財政のことを聞かれた議

員が何人かいらっしゃったんですが、財政に与

える影響は少ないって答弁があってるんです

よ。で、ここの中では、大規模建設事業も控え

ており、財政を取り巻く状況は厳しくなること

が予想されるっていうふうに書いてあっとです

けど、どういうふうに捉えればよかっでしょう

かね。私はどっちかっていうと、こっちば信用

したいって思うとっとですけど。 

○企画政策課長（田中 孝君） ここに書いて

おりますのが、八代市を取り巻く社会情勢とい

うことで記載をさせていただいておりますの

で、一般論と申しますか、そういうことでお考

えいただければと思っております。例示をさせ

ていただいたところですが、一般論ということ

でお考えいただければと思います。 

○委員（大倉裕一君） 田中課長が一生懸命答

弁されましたので、ここはおさめたいと思いま

すが、もう１点お聞かせください。 

 ３３ページ、コンパクトなまちづくりに寄与

するという、一番最後のくだりなんですが、コ

ンパクトとはどういうものを示してるんでしょ

うか。 
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○企画政策課長（田中 孝君） その前の部分

に、本市のそれぞれの地域拠点を結びというの

がございます。それぞれ生活圏といたしまして

は、住民の皆様が今現在いらっしゃるところが

ございます。そういうところを公共交通等の体

系を検討する上で結んでいくということで、そ

ういう結び方をコンパクトに、融通のきいたよ

うな体系を考えていければというところで書か

せていただいてるところでございます。 

○委員（大倉裕一君） 心配したのが、人を町

なかに集約するような、そういうものがちょっ

と見え隠れというような思いになったものです

から、やはり中山間地にお住まいの方々、そこ

のやっぱり生活は守っていく必要があるだろう

というふうに思います。特に、そういった地域

に住んでいただいて、森林関係の整備をです

ね、しながら、雨とか洪水にですね、関与する

ような取り組みをしていただくということが望

まれるなと思っていたもんですから、そういっ

たところも、中山間地にお住まいの方々も大事

にしていきますということでここは受けとめて

いいですか。そこを１回お聞かせください。 

○企画政策課長（田中 孝君） 公共交通の取

り組みにつきましては、そのような考え方のも

とでですね、取り組んでいるところでございま

す。今後も公共交通不便地域についての対応と

いうのはそういう考え方のもと、進めてまいり

たいと思っています。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） それから、午前中の補

正予算のところでもお願いしました乗合タクシ

ー、それからバス路線、回数券、定期券、いろ

んなサービスの導入をですね、検討をお願いし

ておきたいというふうに思います。 

 以上で終わります。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（村川清則君） １８ページの校区別人

口の推移で、これ、外国人の研修生は入ってま

すか。何か以前にですね、郡築はちょっと増加

しとると、以前のデータで郡築は増加しとって

喜んどったら、外国人で研修生だったんです

よ。 

○企画政策課長（田中 孝君） 今、この中に

は入っておりません。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２０号・八代市総合計画基本構想を定

めることについては、可決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。（｢どうもありがとうご

ざいました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第２２号・八代市の特定の事務を取り扱

わせる郵便局の指定について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第２２号

・八代市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の

指定についてを議題とし、説明を求めます。 

○市民環境部長（國岡雄幸君） 市民環境部で

ございます。よろしくお願いします。 

 議案第２２号・八代市の特定の事務を取り扱

わせる郵便局の指定についてということで御提

案をしているところでございます。 

 中身につきましては、戸籍謄本等の交付請求

の受け付け及び引き渡しの事務を取り扱わせる

郵便局を指定するために、地方公共団体の特定

の事務の郵便局における取扱いに関する法律第
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３条第３項の規定により、議会の議決を経るた

めに御提案するものでございます。 

 詳細につきましては、担当課、市民課の川野

課長のほうから説明させますので、よろしくお

願いいたします。 

○市民課長（川野雄一君） 市民課長の川野で

ございます。着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○市民課長（川野雄一君） それでは、議案書

の３９ページをお願いいたします。 

 議案第２２号・八代市の特定の事務を取り扱

わせる郵便局の指定について御説明を申し上げ

ます。 

 今回の議案は、地方公共団体の特定の事務の

郵便局における取扱いに関する法律に基づくも

のでございます。以後、この法律を郵便局事務

取扱法と言わせていただきます。 

 現在、特定事務であります各種証明書交付を

坂本町の百済来郵便局、泉町の五家荘郵便局に

おいて取り扱いを行っていただいております

が、平成３０年３月３１日をもって指定の期間

が終了いたします。住民の利便性を考慮いたし

まして、引き続き当該証明書交付事務をこの２

つの郵便局で取り扱うことが必要だと判断いた

しまして、継続につきまして日本郵便株式会社

と協議を行い、平成３０年度以降も実施する予

定で協議が調ったところでございます。 

 この郵便局の指定につきましては、先ほど國

岡部長から申し上げましたように、郵便局事務

取扱法第３条第３項で日本郵便株式会社と協議

が調い、郵便局を指定しようとするときは、議

会の議決を経なければならないと規定されてお

りまして、提案するものでございます。 

 それでは、議案書の４０ページをお願いいた

します。 

 八代市の特定事務を取り扱わせる郵便局の指

定についてでございます。この中の第１条の郵

便局の指定及び取り扱わせる郵便局の名称につ

いてでございますが、４１ページをお願いいた

します。 

 別表記載のとおり、百済来郵便局と五家荘郵

便局の２カ所を引き続き指定する予定としてお

ります。 

 恐れ入りますが、４０ページにお戻り願いま

す。 

 第２条の事務の範囲でございますが、取り扱

わせる事務は、第１号の戸籍謄本を初めとする

戸籍関連の証明書、第２号の納税証明書、第３

号の住民票関連の証明書、第４号の戸籍の附票

の写し、第５号の印鑑登録証明書を交付する事

務でございます。 

 第３条の取り扱い期間でございますが、これ

までは平成２５年４月１日から平成３０年３月

３１日までの５年間でありましたが、日本郵便

株式会社と協議しました結果、締結日から平成

３１年３月３１日までの１年間としておりま

す。ただし、期間満了の日から３カ月前までに

八代市または日本郵便株式会社のいずれからも

指定の解除の意思を表示をしないときは、取り

扱い期間をさらに１年間延長することとするこ

とといたしまして、以降も同様とするとしてお

ります。継続して更新ができる内容となってお

ります。しかしながら、必要があるときは、八

代市と日本郵便株式会社が協議の上、その期間

を短縮することができるとなっております。 

 施行につきましては、平成３０年４月１日か

らの予定でございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。御審

議よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

○委員（橋本隆一君） もう指定して、委託事

務には何の異論はないですが、ちなみにでお伺

いしますが、年間の委託料というのは大体お幾

らぐらいの委託費になるんでしょうか。 
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○市民課長（川野雄一君） 特に委託料はござ

いませんで、取り扱いの申請に応じて手数料を

ですね、お支払いしてるところでございます。

（委員橋本隆一君「はい、理解できました」と

呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２２号・八代市の特定の事務を取り扱

わせる郵便局の指定については、可決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

                              

◎議案第２７号・八代市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正について 

○委員長（前川祥子君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 それでは、議案第２７号・八代市消防団員等

公務災害補償条例の一部改正についてを議題と

し、説明を求めます。 

○総務部長（水本和博君） それでは、議案第

２７号・八代市消防団員等公務災害補償条例の

一部改正について、ただいまより御説明を申し

上げます。 

 内容の説明につきましては、南危機管理課長

よりいたさせますので、よろしく御審議お願い

いたします。 

○危機管理課長（南 和治君） 危機管理課の

南でございます。 

 議案第２７号・八代市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正について御説明させていただ

きます。済みません、着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○危機管理課長（南 和治君） 説明のほう、

先にですね、資料のほうを１枚お渡ししてたか

と思います。そちらのほうで説明させていただ

きたいと思いますので、そちらのほうを御用意

いただければと思います。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○危機管理課長（南 和治君） 今回の改正事

項ですけれども、非常勤消防団員等に係る損害

補償の基準を定める政令、こちらのほうが改正

されたことに伴いまして、八代市消防団員等公

務災害補償条例中の扶養親族の加算額及び加算

対象区分について改正を行うものでございま

す。 

 改正の理由でございますが、消防団員や消防

活動に協力された方、いわゆる消防作業従事者

などですけども、消防活動中に負傷または死亡

等された場合の損害補償につきましては、条例

に基づき、階級とその階級における期間をもっ

て補償基礎額を算定することとなっておりま

す。また、当該消防団員等に扶養親族がある場

合には、扶養親族に係る金額を加算した額をも

って補償基礎額としております。この条例にお

ける損害補償の基礎額につきましては、政令に

準じて定められております。さらに、この政令

の扶養親族の対象と加算額は、一般職の職員の

給与に関する法律の扶養手当の支給額及び支給

対象をもとに定められているところでございま

す。 

 この給与法に定められた扶養親族の加算額が

平成２８年１１月に改正され、段階的に変更さ

れることとなっておりました。今回、これに伴

う政令が平成３０年２月７日に改正、公布され

たため、今回、条例の扶養親族の加算額及び加

算対象区分について改正するものでございま
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す。 

 改正内容につきましては、下の条例改正案に

よる加算額表により御説明いたします。各加算

額の区分が第１号から第６号までございまし

て、この区分に沿って説明いたします。 

 まず、第１号は、配偶者ということになって

おります。こちらのほうが３３３円であったも

のが、平成３０年度から２１７円に。それか

ら、第２号ですけれども、こちらのほうが２２

歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間

にある子、簡単に平たく言いますと、４年制大

学卒業までの子とイメージしていただければい

いかと思います。この子の場合、通常の加算額

が２６７円で、消防団員等に配偶者がなかった

場合にはそのうちの一人を３３３円とするとな

っておりましたけれども、改正後におきまして

は一律３３３円ということになります。それか

ら、第３号は、２２歳に達する日以後の最初の

３月３１日までの間にある孫ということになっ

ております。第４号が、満６０歳以上の父母及

び祖父母、第５号は、２２歳に達する日以後の

最初の３月３１日までの間にある弟、妹という

ことになっております。第６号が、重度心身障

害者となっておりまして、この第３号から第４

号いずれも加算額２１７円で、配偶者それから

扶養親族に係る子がない場合につきましては、

一人を３００円とするとなっておりました。こ

ちらのほうが、改正後は一律２１７円というこ

とになります。 

 なお、施行日は４月１日を予定しておりま

す。 

 以上で説明のほうを終わります。御審議方、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（橋本隆一君） お尋ねですが、消防活

動中の範囲というのはですね、例えば、火災が

起きたから出てくれっていう連絡を受けた、そ

して、火災が終わって家に帰ってっていうその

範囲なのか、そこら辺はちょっと、範囲はどこ

らまでが範囲なのか。例えば、実際の消火活動

に従事したときから消防活動なのか、その前後

の移動、帰るまでのですね、それをちょっと、

その間に事故が起きた場合の。（危機管理課長

南和治君「消防団員の場合は……」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） 挙手お願いします。

（危機管理課長南和治君「ああ、済みません」

と呼ぶ） 

○危機管理課長（南 和治君） 済みませんで

した。消防団の場合は出動から帰るまでという

ことになりますので、はい、その火事の現場で

の作業中だけではなくて、出動、それから帰る

ときまでも含めてということになります。（委

員橋本隆一君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 済いません、補償の額

がですね、変わるということなんですけども、

万が一、なった場合のその補償額、掛け金とい

う感じだと基礎額ですよね、この。最終的に何

か万が一のことがあったときの補償額ていうと

はこれ、どうなるんですか。変わらないという

ことで把握してよかっですか。何か基礎額が変

わると何か変わるような感じがするんですけ

ど。 

○危機管理課長（南 和治君） これは今おっ

しゃったように基礎額ですので、基礎額がです

ね、最初に言いました消防団員の階級と期間に

よって、まず１つの基礎額があります。それに

対して、自分の、消防団員に対して扶養親族が

どれだけいたかということで、これだけの金額

が加算されることになります。あとは、例え

ば、障害になった場合とかであればですね、障

害の度合いに応じて倍率が何倍というのが出て

まいりますので、それを掛けた額ということに
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なりますので、一律にはどうこうとはちょっと

言いづらいかなというふうには思いますが、基

礎額足したときに若干減るのかなとも思います

けども、そこはわずかなところかとも思いま

す。 

○委員（大倉裕一君） わかりました。団員さ

んの配偶者とか子供さんとか、そういったとこ

ろの加算表という形になっていくので、その人

のそれぞれで変わっていくということで理解を

しました。ありがとうございます。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２７号・八代市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正については、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第２８号・八代市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部改正について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第２８号

・八代市職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○総務部長（水本和博君） それでは、議案第

２８号・八代市職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例の一部改正について御説明申し上げま

す。 

 内容の説明につきましては、白川人事課長よ

りいたさせます。よろしく御審議お願いいたし

ます。 

○人事課長（白川健次君） 人事課、白川でご

ざいます。よろしくお願いします。座って説明

させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○人事課長（白川健次君） 議案第２８号・八

代市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部改正について御説明をいたします。 

 議案書は５５ページからになります。 

 提案の理由でございますが、私傷病により療

養を必要と認められる場合における病気休暇の

取得可能な期間を変更することに伴いまして、

所要の改正を行う必要があるものでございま

す。 

 議案書５６ページの改正文をごらんくださ

い。 

 これまで、第１３条第２号に規定をしており

ます病気休暇の期間につきましては、基本的に

は必要と認められる連続する９０日以内の期間

としながら、括弧書きで特例といたしまして、

結核性疾患にかかり長期の休養を要すると認め

られる場合にあっては、１年以内の期間として

おりました。今回の改正内容は、この病気休暇

の取得可能な期間を１年とします結核性疾患の

特例部分を廃止するというものでございます。 

 地方公務員法第２４条第４項におきまして

は、職員の勤務時間その他職員の給与以外の勤

務条件を定めるに当っては、国及び他の地方公

共団体の職員との間に権衡を失しないように適

当な考慮が払われなければならない、と定めら

れております。 

 そのような中、国におきましては、病気休暇

の期間は９０日を超えることはできないとして

おり、結核性疾患を特別に取り扱うようにはな

っておりません。また、厚生労働省の調査結果

によりますと、日本の結核罹患率は減少傾向に

あります。加えまして、公益財団法人結核予防

会によりますと、統計上の結核性疾患による平

均入院期間は６５日程度でございます。さらに
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は、市町村合併以降の本市におけます病気休暇

の取得状況を見ますと、結核性疾患を理由とす

る取得はございません。 

 以上のことから、結核性疾患のみを特別に取

り扱うべき理由は認められないことから、この

特例部分を廃止するというものでございます。 

 なお、施行日は平成３０年４月１日といたし

ております。 

 説明は以上です。御審議のほど、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２８号・八代市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部改正については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３０号・八代市長等の給与に関する条

例の一部改正について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第３０号

・八代市長等の給与に関する条例の一部改正に

ついてを議題とし、説明を求めます。 

○総務部長（水本和博君） それでは、議案第

３０号・八代市長等の給与に関する条例の一部

改正について御説明申し上げます。 

 内容の説明は、白川人事課長より行わせま

す。よろしく御審議お願いいたします。 

○人事課長（白川健次君） それでは、引き続

きまして説明をさせていただきます。座って説

明いたします。 

 議案第３０号・八代市長等の給与に関する条

例の一部改正について御説明をいたします。 

 議案書は５９ページからとなりますが、説明

につきましては、配付しております、右肩に議

案第３０号関係資料、それから、議案第３０号

関係資料（その２）と書いてあります資料、こ

の２つを使ってですね、説明をさせていただき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いを

いたします。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○人事課長（白川健次君） よろしいでしょう

か。 

○委員長（前川祥子君） はい。 

○人事課長（白川健次君） それでは、まず、

右肩に議案第３０号関係資料（その２）と書い

てあります、市町村合併後の特別職の給与等の

増減額の推移という資料をごらんください。 

 これは先日の議会運営委員会におきまして、

八代市議会議員の議員報酬等に関する条例の一

部改正について御審議をいただいた際に、過去

の改定状況とその影響額等について御質問があ

りましたことから、今回、必要に応じて審議の

参考にしていただくため、追加で配付をさせて

いただいた資料ということになります。 

 資料の見方を御説明いたしますが、例えば一

番上の表の平成２１年度につきましては給料月

額の改定は行っておりませんが、人事院勧告等

によりまして、期末手当の年間支給割合を３.

３５月から３.１０月へと０.２５月分の引き下

げを行っているものでございます。その結果、

表の一番右側の欄になりますが、年間で市長が

２６万４５００円、副市長が２１万１６００

円、教育長が１８万５１５０円、監査委員が１

４万２８８７円の減額となり、合計では８０万

４１３７円の減額となっているものでございま

す。 
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 平成２２年度、２６年度、２７年度、それか

ら、２ページ目の平成２９年度の表につきまし

ては、引き下げと引き上げの違いはございます

が、同様の見方をしていただければと思いま

す。 

 また、例えば１ページ目でございますが、１

ページ目の上から３つ目の表、平成２４年度に

つきましては、特別職報酬等審議会からの答申

に基づきまして、給料月額の引き下げ改定を行

っているものでございます。また、給料月額の

引き下げに伴いまして、期末手当も減額となり

ますことから、表の一番右側の欄にありますよ

うに、給料と期末手当を合わせた年間額におい

て、市長が９万２３５５円、副市長が７万６９

６３円、教育長も７万６９６３円、監査委員が

６万１５７０円の減額となり、合計では３０万

７８５１円の減額となっているものでございま

す。 

 ２ページ目の平成３０年度の表につきまして

は、引き上げ改定でございますが、見方として

は同様の見方をしていただければと思います。 

 なお、合併後の平成１８年度以降の推移を記

載させていただいておりますが、記載のない年

度につきましては改定があってないということ

になります。この資料もあわせて、本日の審議

の参考としていただければと思います。 

 また、３ページ目には、議員報酬等の増減額

の推移も参考資料として添付をさせていただい

ておりますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

 それでは、ここで、右肩に議案第３０号関係

資料と書いてあります、八代市長等の給与に関

する条例の一部改正についてという資料をごら

んください。 

 まず、１の改正の理由でございますが、八代

市特別職報酬等審議会の答申に基づき、市長等

の給料を改定するに当たり、必要な改正を行う

ものでございます。 

 ２の改正の内容でございますが、市長につき

ましては、現行の月額９１万４０００円を１万

１０００円引き上げ９２万５０００円に、副市

長につきましては、現行の月額７３万１０００

円を１万３０００円引き上げ７４万４０００円

に、教育長につきましては、現行の月額６３万

９０００円を３万５０００円引き上げ６７万４

０００円に、常勤の監査委員につきましては、

現行の月額４９万３０００円を１万３０００円

引き上げ５０万６０００円に改定をお願いする

ものでございます。 

 そのほかに、議案第２９号で議員の報酬の引

き上げ改定について提案をしているところでご

ざいます。これらの平均改定率は、プラスの

２.６１％となっております。 

 なお、３の施行日でございますが、この改正

条例は平成３０年４月１日からの施行とし、４

月分からの額改定をお願いしたいと考えており

ます。 

 ４の審議会における審議をごらんください。

今回の市長等の給料の額改定の提案につきまし

ては、条例の規定に基づき、八代市特別職報酬

等審議会に諮問を行い、その答申を受けて行っ

たものでございます。 

 （１）の審議会の開催状況でございますが、

本年１月１５日に委員の委嘱と第１回の審議会

を開催いたしております。また、第２回の審議

会を１月３０日に開催いたしまして、去る２月

１４日に審議会会長から市長に対して答申が行

われました。その審議会の委員につきまして

は、記載してあります一覧にて御確認をいただ

きたいと思います。 

 資料の次のページをごらんください。 

 審議会からの答申の全体の写しにつきまして

は事前にお知らせいたしておりますが、内容に

つきまして要約したものを記載しております。 

 （２）の審議の経過でございますが、審議に

当たっては、特別職等の職務と責任、県内各市
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や類似団体の状況に加え、本市の財政状況等も

考慮しながら、厳正かつ公平な見地に立ち、慎

重かつ詳細に検討をされております。 

 続きまして、（３）報酬等の額の改定でござ

いますが、市長の給料は市政の最高責任者、本

市のかじ取りを担う職責に相応する額とすると

ともに、教育長は法改正により特別職として位

置づけられ、教育委員会を代表する職務などが

明確化されたことから、その職責に相応する額

とするとされております。また、議員の報酬

は、議員活動を支えるための経済的基盤の強化

と適正な報酬水準を確保する必要があるととも

に、議員定数が４人削減されたことに加え、近

年の行政の高度化、複雑化により、その職責が

多様化、専門化しているため、それに相応する

額とするとされております。 

 最後に、（４）改定の内容でございますが、

本市の特別職の報酬等は、類似団体と比較して

も平均以下であり、決して高い報酬等の額では

ないことから、その職責等を総合的に勘案し、

九州内の類似団体の平均額に準じた額まで引き

上げるとされております。 

 審議会の委員からは、議員定数削減につい

て、議会みずから英断されたことを評価する声

が多く聞かれました。その一方で、今後も社会

経済情勢の変化、本市の人口や財政状況の変化

を考慮しながら、特別職報酬等の適正な水準を

維持するため、適宜検証していくべきであるこ

とも付言をされております。 

 審議会の委員さん方は、さまざまな団体や企

業のトップなどを務めていらっしゃる方々でご

ざいます。本市といたしましては、そうした委

員さん方にさまざまな立場から御意見をいただ

き、十分審議を尽くしていただいた結果として

の答申と受けとめ、引き上げの改定の提案をし

ているところでございます。 

 説明につきましては以上でございます。御審

議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（古嶋津義君） 先ほど白川課長のほう

から微に入り細に入り説明がございましたよう

に、特別職報酬等審議委員等の改定の内容等も

読ませていただきました。 

 本市特別職は類似団体と比較しても平均以下

であり、決して高い報酬等の額ではないことか

ら、特別職、特に本市の諸情勢、及び昨今の社

会経済情勢等を総合的に勘案しとありますが、

先ほど一般会計の中の歳入の中で、市税のとこ

ろで、個人、そして法人税等についても増加を

している、そういうのが社会経済情勢等という

ことであろうと私は思います。また、九州内の

類似団体平均額に準じた額まで引き上げるとい

うことでありますので、私としては答申の内容

を尊重し、賛同をしたいと思います。 

○委員（大倉裕一君） 今回は報酬等審議会に

諮問をされて、その結果をですね、踏襲された

というか、尊重されての提案ということだと思

うんですけども、報酬等審議会が上げることで

妥当じゃないですかというようなことを答申さ

れたとしても、市長みずからが今回はやっぱ断

念しようかというようなことも考えられると思

うとですよね、ひとつ、やり方というか、運用

の仕方としては。今回はその市長として断念と

いうことは検討段階に上ったのか上らなかった

のか、そこをお聞かせいただけますか。市長に

聞かんとわからんとかもしれんですけど。 

○人事課長（白川健次君） 特別職報酬等審議

会の答申を受けまして、市長のほうにその結果

の報告に行っております。その際では、本審議

会の答申を尊重するということで、特段それと

は違う判断をするというようなところはなかっ

たというふうに記憶しております。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 
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○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（村川清則君） 私も、報酬等審議会も

慎重審議の上、結論出されたと思いますし、尊

重しなければならないと思います。上げ幅も、

１０年ぐらい前ですかね、と比較しても小さい

ですし、賛成してしかるべきかと思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。意見は

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３０号・八代市長等の給与に関する条

例の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３１号・八代市一般職の職員の給与に

関する条例等の一部改正について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第３１号

・八代市一般職の職員の給与に関する条例等の

一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○総務部長（水本和博君） それでは、議案第

３１号・八代市一般職の職員の給与に関する条

例等の一部改正について御説明をいたします。 

 内容の説明につきましては、白川人事課長よ

りいたさせます。よろしく御審議お願いいたし

ます。 

○人事課長（白川健次君） 引き続いて説明を

させていただきます。よろしくお願いします。

座って説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○人事課長（白川健次君） 議案第３１号・八

代市一般職の職員の給与に関する条例等の一部

改正について御説明いたします。 

 議案書は６１ページからになります。 

 まず、６２ページの改正文をごらんくださ

い。 

 今回の改正条例は、第１条で八代市一般職の

職員の給与に関する条例の本体を改正し、第２

条で平成２８年度から施行いたしました本条例

を改正する条例の附則を改正するようにいたし

ております。 

 なお、第１条の改正につきましては、右肩に

議案第３１号関係資料と書いてあります資料に

基づいて説明を行わせていただきたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、資料のほうをごらんください。 

 まず、１の改正の趣旨でございますが、人事

評価を給与その他の人事管理の基礎として活用

することが地方公務員法に明記されたことを踏

まえまして、人事評価であります能力評価と業

績評価、この２つに基づく人事管理を推進する

ため、所要の改正を行うというものでございま

す。 

 本市におきましては、地方公務員法の改正を

受けまして、平成２７年度より、これまでの人

事考課から人事評価に移行しまして、職員が職

務を遂行するに当たり発揮した能力を評価いた

します能力評価と、職員が実際に挙げた業績を

評価いたします業績評価、この２本立てで取り

組んでいるところでございます。 

 今回は、改正地方公務員法により、評価結果

に応じた措置を講ずることが義務づけられたこ

とを受け、この人事評価の結果を勤勉手当に反

映するよう改正を行うものでございます。 
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 ２の改正の概要でございます。 

 今回改正いたします条例第３１条は、勤勉手

当に関し、その基準日や支給日、勤勉手当の額

の計算方法について定めております。 

 このうち、①人事評価に基づく人事管理の推

進といたしまして、第３１条第１項で、これま

で勤勉手当について、６月１日と１２月１日の

それぞれの基準日以前６カ月以内の勤務成績に

応じて支給していたものを、前年度の人事評価

結果を反映できるように明記いたしますととも

に、これまで同様、基準日以前６カ月以内の勤

務の状況も的確に反映できるよう仕組みを整備

するものでございます。 

 また、②の勤勉手当への反映のための原資の

確保といたしまして、第３１条第３項では、こ

れまで扶養手当の月額を勤勉手当の支給基礎額

に算入していたものを見直すことで、予算の増

加を抑制しながら、人事評価結果の勤勉手当へ

の反映のための原資を確保するというものでご

ざいます。 

 なお、３の施行日でございますが、平成３０

年度の人事評価の結果から活用するため、公布

の日から施行いたしますが、実際の反映を始め

る時期が平成３１年６月期の勤勉手当となるこ

とから、必要な経過措置を定めているものでご

ざいます。 

 ここで、配付資料の次のページ、人事評価結

果の勤勉手当への反映方法をごらんください。 

 まず、１の加算となる対象職員でございます

が、人事評価には能力評価と業績評価を総合し

ました結果がＳからＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄまでの５段

階がございます。そのうち、上位でありますＳ

またはＡの職員を対象としております。 

 ２の加算原資の確保につきましては、先ほど

御説明いたしましたように、扶養手当を勤勉手

当の支給の基礎額から除くことで確保いたしま

す。 

 また、３の分布率でございますが、加算の対

象となる職員は、部ごとに、特に優秀を５％か

ら１０％、優秀を２５％から３５％といたしま

す。 

 ４の成績率つきましては、現行の良好であり

ます０.９０月に、特に優秀の場合には０.２０

月を、優秀の場合は０.１０月を加算し、６月

期の勤勉手当で支給することといたします。 

 それではここで、議案書の６２ページをごら

んください。 

 中ほどからの、第２条、八代市一般職の職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例の改

正でございますが、これは最初に申しましたよ

うに、平成２８年度から施行いたしました、本

条例を改正する条例の附則を改正するというも

のでございます。 

 平成２８年度の条例改正は、国家公務員につ

きまして、平成２７年度から実施をされており

ます給与制度の総合的見直しについて、本市に

つきましても、熊本県に準じまして、平成２８

年度から実施したものでございます。 

 この給与制度の総合的見直しは、特に地方に

おいて公務員の給料が民間に比較して高い水準

にあるという指摘に制度的に対応するものでご

ざいまして、本市におきましては、行政職給料

表を平均で２.３％引き下げるなどの改定を行

ったものでございます。 

 また、引き下げ改定となりますことから、激

変緩和措置といたしまして、国が３年間である

のに対し、本市では平成３０年３月３１日まで

の２年間の現給保障措置を附則で定めておりま

した。しかしながら、この２年間の激変緩和措

置の終了後の平成３０年４月１日におきまして

も、その対象となる職員がまだ全体の２割強存

在しますことから、この２年間の激変緩和措置

について、国に準じて３年間とするため１年間

延長し、平成３１年３月３１日までとするもの

でございます。 

 説明は以上でございます。御審議のほど、ど
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うぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（古嶋津義君） 資料いただいておりま

す３番の分布率でありますが、子供の通知簿じ

ゃありませんが、５が５から１０％とか、４が

２５から３５％と、そういう評価の仕方だろう

と思いますが、この辺のところについて、ひと

つ平等性をもってですね、評価をしていただき

たいと思いますが、その辺のところはいかがで

しょうか。 

○人事課長（白川健次君） 確かにですね、部

ごとでとり行っている事業というのも異なりま

すもんですから、なかなか一律にですね、とい

うことは難しい部分があるかと思います。 

 ただ、現在も実施しておりますが、この評価

についての研修というのをですね、今後も継続

して取り組むことによってですね、どこの部で

もできる限り平等な評価ができるようなです

ね、そういう体制、それから、必要に応じて制

度の見直し等もですね、引き続いて行っていき

たいというふうに思っております。（委員古嶋

津義君「はい」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３１号・八代市一般職の職員の給与に

関する条例等の一部改正については、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３２号・八代市職員退職手当支給条例

等の一部改正について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第３２号

・八代市職員退職手当支給条例等の一部改正に

ついてを議題とし、説明を求めます。 

○総務部長（水本和博君） それでは、議案第

３２号・八代市職員退職手当支給条例等の一部

改正について説明を申し上げます。 

 引き続き、白川人事課長より説明をいたさせ

ますので、よろしく御審議お願いいたします。 

○人事課長（白川健次君） それでは、引き続

いて座って説明をさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 議案第３２号・八代市職員退職手当支給条例

等の一部改正について御説明をいたします。 

 議案書は６３ページからとなりますが、説明

につきましては、右肩に議案第３２号関係資料

と書いてあります資料もあわせてごらんをいた

だきたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 まず、資料のほうをごらんください。 

 １の改正の理由でございますが、国家公務員

の退職手当につきましては、官民比較調査の結

果等を踏まえ、その支給水準引き下げのため、

国家公務員退職手当法が改正をされました。こ

れに伴いまして、地方公務員の退職手当につき

ましても同様の措置が求められていることか

ら、本市におきましても、国及び他の地方公共

団体との均衡を図るため、調整率の引き下げを

行うというものでございます。 

 次に、２の改正内容でございますが、民間と

の支給水準の均衡を図るために設けられており

ます退職手当の調整率を、現在、１００分の８

７とあるのは１００分の８３.７に、また１０

４分の８７とあるのは１０４分の８３.７に引

き下げるものでございます。今回の改正により
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まして、１人当たり平均で７８万円弱の引き下

げとなると見込んでおります。 

 今回の引き下げ幅は国に準じて実施をいたし

ますが、引き下げの時期につきましては、国が

平成３０年１月１日の施行であったのに対しま

して、本市におきましては平成３０年４月１日

の施行としたいと考えております。 

 これは、職員管理を４月採用、３月退職とい

う形で行っておりますので、年度途中での引き

下げ改定は職員の間に混乱を引き起こしかねな

いとの判断から、４月１日の施行を提案するも

のでございます。 

 これにつきましては、国も前回の退職手当の

支給水準の引き下げのときに、いわゆる駆け込

み退職とされる事例が生じたことを踏まえ、各

地方公共団体において行政運営に支障が生じな

いよう必要な措置を講ずることとしておりま

す。また、県内のほとんどの市町村は、本市と

同様、４月１日の施行でございます。 

 それでは、議案書の６４ページをごらんくだ

さい。 

 今回は２本の条例が関係しておりまして、第

１条で、退職手当支給条例を施行いたしました

ときの調整率を規定しております附則を改正を

いたします。また、第２条のほうで、平成１８

年度に制度改正を行いましたときの改正条例の

附則を改正いたします。これは、附則のほうに

経過措置が規定をしてありまして、まだそれが

適用されている部分があるための措置というこ

とになります。 

 施行日は、先ほど御説明いたしましたよう

に、平成３０年４月１日といたしております。 

 説明につきましては以上でございます。御審

議のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 済いません、単純な質

問で。調整率が１０４分の８７と１００分の８

７、２つあるのは、これ何でこういうふうにな

ってるんですか。 

○人事課長（白川健次君） 平成１８年の条例

改正前の旧条例においてですね、勤続期間が２

０年から３５年の職員で、定年退職をされた方

についてはですね、退職手当の調整率を１００

分の１０４としておりました。改正前の条例で

は、この調整率を１００分の１０４としており

ました。そのためですね、改正前の旧条例と改

正後の新条例、その２つによります退職手当の

額の比較を行うためですね、この旧条例を適用

して退職手当を算定する場合にですね、調整率

についてはどちらも同様に１００分の８７とい

うふうになるように、１０４分の８７というの

を掛けるというふうにしてあるというものでご

ざいます。 

○委員（大倉裕一君） すとんと、済いませ

ん、胸にちゅうか、理解ができんとですけど、

合併前のやつがあって、勤続年数との関係もあ

ったと。それがそのまま現在まで引き継がれて

いるような状況にあるわけですよね。そこのと

ころを……。ちょっともう１回説明いただけれ

ば。済いません。 

○人事課長（白川健次君） 平成１８年度の改

正があってるんですが、その経過措置でです

ね、改正前の計算方法と改正後の計算方法で計

算して、改正前で計算したほうが退職手当の額

が高くなる場合には、そちらを支払っていいで

すよというのがございます。だもんですから、

両方計算してみるようなケースがあるんです

が、その計算をするときにですね、調整率につ

いては条例の改正前も改正後も同じになるよう

に、同じ１００分の８７になるように、改正前

の条例の計算をするときには１０４分の８７を

掛けるというふうにしてるということです。済

いません、説明が上手じゃないかもしれないで

す。（委員大倉裕一君「大丈夫です。はい」と
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呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、質疑を終

了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３２号・八代市職員退職手当支給条例

等の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３３号・八代市報酬及び費用弁償条例

の一部改正について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第３３号

・八代市報酬及び費用弁償条例の一部改正につ

いてを議題とし、説明を求めます。 

○人権政策課長（澤田宗順君） 人権政策課の

澤田です。 

 議案第３３号・八代市報酬及び費用弁償条例

の一部改正について、着座にて説明をさせてい

ただきます。 

 議案書の６５ページをお願いいたします。 

 提案理由としましては、記載されております

ように、人権特別相談員の報酬額を新たに規定

することに伴い、条例の一部改正が必要である

ため提案をさせていただくものです。 

 まずは、総務委員会資料として、人権特別相

談員についてと書いた資料をお配りしておりま

す。お手元にありますでしょうか。 

 この資料は、昨年１２月１５日の総務委員会

所管事務調査で配付しました資料から抜粋した

ものです。こちらを御参照いただきたいと思い

ます。 

 人権特別相談員につきましては、さまざまな

悩みを持った市民の不安の解消と解決に向け、

相談案件の中の人権案件について、法的、心理

的に専門性の高い相談受付を実施するため設置

するものです。 

 人権特別相談員には、非常勤の特別職として

弁護士及び臨床心理士を充て、法律の専門的見

解を要する相談や精神的ケアを要する相談など

を受け、その解決に向けた助言等を行います。

特別相談員の任期は３年で、再任は妨げませ

ん。 

 なお、人権特別相談員の運用等につきまして

は、さきの総務委員会で説明をさせていただい

ておりますので、詳しくは省かせていただきま

す。 

 また、特別相談員の設置につきましては、平

成３０年４月１日から施行するために、八代市

法令審議会におきまして、八代市人権特別相談

員設置要綱の制定について承認をいただいてお

ります。 

 それでは、議案書の６６ページをごらんいた

だきたいと思います。 

 このたびの人権特別相談員の設置に伴いまし

て、人権特別相談員の報酬額を新たに規定する

必要があることから、八代市報酬及び費用弁償

条例の一部を改正するもので、別表第１中、人

権相談員月額１３万５１００円の後に、人権特

別相談員日額１万円を加え、改めるものです。 

 最後に、附則としまして、本条例は、平成３

０年４月１日から施行するものとしておりま

す。 

 以上で説明を終わらせていただきます。御審

議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（古嶋津義君） 特に、人権特別相談
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員、弁護士さんについてはですね、しっかり見

きわめていただきたいと思います。弁護士さん

というのは職業柄、相談をされたほうにどうし

ても偏りがちでありますので、その辺のところ

はしっかりと見きわめていただきたいと思いま

す。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 済いません、相談員の

設置に対しては全く異論はないんですが、た

だ、月額の報酬という視点からですね、月によ

っては多い月と、そんなないかなちゅうのもあ

るんですけれども、その案件、月額報酬ですよ

ね。（人権政策課長澤田宗順君「いえ、日額」

と呼ぶ）人権相談員は月額１３万５０００円じ

ゃないですかね。人権特別相談員が日額の１万

円ということで、人権相談員の月額というのが

どうなのかなって、一般的な感覚からしてです

ね。確かに弁護士さん、臨床心理士さんちゅう

のはなかなかふだんなれるような資格でもない

ですし、特別な資格だと思うんですが、月によ

っては、失礼ですけど、今までの実績の中で全

くなかった月というのはあったでしょうか。そ

ういうのをちょっとお聞きしたいと思うんです

けれども。相談案件がなかったということがあ

りましたですか。 

○人権政策課長（澤田宗順君） 人権、まず相

談員につきましては、平成２３年の４月に人権

啓発センターを設置しまして、その際、人権相

談員２名を配置して、日ごろ、人権侵害とか、

それからＤＶとかセクハラなどの人権に関する

相談を受け付けているところです。 

 ちなみに件数としましては、まず、２９年

度、今年度、平成３０年の１月末現在ですけれ

ども、累計として３７０件の相談を受けている

ところです。ちなみに、２８年度は５２３件あ

りますので、年間大体５００件ほどの相談を受

けているという状況でございます。 

 ということで、その中で特に法的な見地、そ

れから、――ものですね、特別な見地が必要な

場合に、この特別相談員にお願いをして相談を

していただくという形にしているものです。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。かな

りの件数をこなしていただいてるということは

理解できました。それに見合った報酬であると

思います。 

○委員（大倉裕一君） 今、橋本委員のほうは

見合った金額とおっしゃったんですけども、こ

の積算といいますか、人権相談員さんの金額に

ついてはどういった積算をされたんでしょう

か。どこから導き出されたのか、そこについて

お尋ねをしたと思います。 

○人権政策課長（澤田宗順君） 済いません、

これ設置したときからの金額をずっと引きずっ

ておりまして、今、この１３万５０００円とい

う根拠がですね、ちょっと今、私も手元に資料

を持っておりませんので、ちょっとすぐ即答で

きない状況にあります。 

○委員（大倉裕一君） 提案をされるのであれ

ば、そのあたりもしっかり調査を加えといてい

ただきたいというふうに要望します、今回は。 

 で、ずっとこのままの金額ということで、

今、お話もありましたので、一度やはりこの月

額の金額という部分はですね、時代に即した金

額なのかといったところも含めて検討をお願い

しておきたいというふうに思います。 

○委員長（前川祥子君） 大倉委員、今回の議

案の改正はですね、人権特別相談員に限ってで

すので、よろしいですか。その点をお含みおき

ください。 

○委員（大倉裕一君） あ、下のほうですね。 

○委員長（前川祥子君） はい。（｢月額１万

円ばたい。だから、そう言うた」と呼ぶ者あ

り、委員大倉裕一君「そしたら人権相談員につ

いては載せんと」と呼ぶ）これ、以前からとい

う。 
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○人権政策課長（澤田宗順君） 条例の構成

上、別表として入っておりまして、その下にこ

の１文を追加するということです。 

○委員（大倉裕一君） 条例の提案は理解しま

した。私の勘違いもありましたけども、ですけ

ども、長年、１７年からですかね、提案されて

きたときからこの金額ということで、検討がさ

れてないということであるようですので、一度

見直しをするべきかどうかというところを検討

いただきたいというふうに要望しておきたいと

思います。 

○委員長（前川祥子君） 要望ですね。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３３号・八代市報酬及び費用弁償条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

○委員長（前川祥子君） 次に、本委員会に付

託となっている請願・陳情はありませんが、要

望書等につきまして、写しをお手元に配付いた

しておりますので、御一読いただきたいと存じ

ます。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午後５時００分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時０６分 本会） 

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、行財政の運営に

関する諸問題の調査、総合計画の策定推進等に

関する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、行財政の運営に関する諸問題の調

査に関連して、３件、執行部から発言の申し出

があっておりますので、これを許します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（八代市人財育成基本方針の改訂について） 

○委員長（前川祥子君） それでは、八代市人

財育成基本方針の改訂についてをお願いしま

す。 

○人事課長（白川健次君） それでは引き続き

まして、本年３月に改訂をいたしました八代市

人財育成基本方針について御説明をさせていた

だきます。座って御説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○人事課長（白川健次君） 資料のほうは、基

本方針の本体とですね、あと、Ａ４縦長の１枚

物の資料ですね、基本方針の具体的な取り組み

項目の対照表、この２つを使ってですね、説明

をさせていただきますので、どうぞよろしくお

願いをいたします。 
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 まず、この基本方針の概要ですが、本体のほ

うの表紙をめくっていただきまして、目次をご

らんください。 

 第１、はじめにでは、改訂の背景と趣旨や、

背景の中でも特に課題となっております職員の

年齢別人員構成の変化、それから、基本方針の

策定に当たって行いました職員アンケートの結

果等を記載をいたしております。 

 また、第２の目指す姿では、目指す職員像や

目指す職場を記載をいたしております。 

 それから、第３、基本的な方向性では、今後

の方向性として、意識改革と能力開発を掲げて

おります。 

 また、第４、具体的な取組では、職場環境の

整備から安全衛生の充実まで、大きく４つを取

り上げております。 

 そして、最後の第５、推進体制では、職員、

管理監督職等のそれぞれの役割と基本方針の推

進期間を記載をしております。 

 それでは、基本方針の内容を御説明いたしま

す。 

 １ページの第１、はじめにの１、改訂の背景

と趣旨をごらんください。 

 本市では、平成２３年６月に八代市人財育成

基本方針を策定いたしまして、人材の育成に努

めてまいりました。 

 一方で、厳しい財政状況や少子高齢化のさら

なる進行等、地方公共団体を取り巻く状況は変

化をしており、人事評価制度導入の義務化や女

性の職業生活における活躍の推進に関する法律

の施行など、避けては通れない法律、制度が整

備、構築されました。さらに、八代港の重点港

湾指定、国際旅客船拠点形成港湾指定やくまも

と県南フードバレー構想の策定など、本市を取

り巻く環境も大きく変化をしております。 

 そのため、こうした環境変化に的確に対応し

た人事制度をどのように構築し、新たな行政ニ

ーズ等に対応できる職員をいかに育成していく

かが大きな課題となっております。限られた人

員でこうした課題を適切に解決しつつ、総合計

画に掲げる市の将来像の着実な実現を図り、よ

り質の高い市民サービスを提供するためには、

職員一人一人の意識改革や能力開発等を図りま

すとともに、人材の育成に積極的な職場づくり

を強力に推進していく必要があります。 

 こうした状況等に鑑み、本市が抱える人事上

の課題を整理するとともに、職員アンケートの

結果やこれまでの取り組み等を踏まえ、八代市

人財育成基本方針の改訂版を策定したというも

のでございます。 

 少し飛びまして、６ページからの第２、目指

す姿をごらんいただきたいと思います。 

 まず、１、目指す職員像ですが、職員は主体

的に意識改革や能力開発等に努め、強い使命

感、高い倫理観を持って、市民の期待に応えら

れるよう職務に取り組む必要があります。市に

は多様な業務がありますが、まちづくりの基本

となる市の将来像の着実な実現に向け、全ての

職員が目指すべき職員のあり方を、市民と郷土

を愛し、みずから考え、柔軟、迅速に行動でき

る職員と掲げ、組織全体で職員の育成に取り組

みます。 

 また、７ページの２、目指す職場では、職場

は人材育成の場でもあり、組織全体が同じ目的

に向かいつつ、コミュニケーションを図りなが

ら互いに学び合い、高め合う組織風土を醸成し

ていく必要があります。そのため、目指す職場

のあり方を、組織目標を共有し、連携を深め、

相互の能力を最大限発揮できる職場と掲げ、よ

りよい職場づくりに取り組みます。 

 それでは、少し飛びまして、１１ページの第

３、基本的な方向性のところをごらんくださ

い。 

 より質の高い市民サービスを提供できる職員

の育成を図るため、意識改革と能力開発を今後

の基本的な方向性といたします。 
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 まず、１の意識改革では、自身の成長には、

職員の意識改革を促進するとともに、前例主義

や縦割り行政から脱却しつつ、みずから考え抜

き、スピード感、チャレンジ精神を持って果敢

に業務に取り組む必要があります。こうした意

識改革等につながる取り組みを重点的に実践

し、職員の自主性を促すとともに、組織として

一体的な人材育成を推進いたします。 

 また、２の能力開発では、市民から信頼され

る職員となるため、強い使命感と高い倫理観を

持ち、職務に精通するとともに、総合的な能力

を身につけた職員の育成を推進いたします。 

 それではここで、１２ページからの第４、具

体的な取組について御説明をしたいと思います

が、その前に、Ａ４縦長の１枚物の資料、基本

方針の具体的な取り組み項目の対照表のほうを

ごらんください。 

 この対照表は、これから御説明をいたします

具体的な取り組みの改訂前と改訂後を一覧にし

たというものでございます。 

 今回の改訂で、場所が移動したものについて

は黒のひし形を、新規で設定したものには黒い

丸を、また、集約をいたしましたものには白の

三角を記載しております。 

 例えばですが、改訂前に黒のひし形をつけて

おります、１、職場環境の整備の（３）働きや

すい職場環境づくりの３番目、問題行動の未然

防止につきましては、改訂後の一番下の４、安

全衛生の充実の（２）安心・安全な職場づくり

の４番目に移動をしております。 

 また、改訂前に白の三角をつけております、

先ほどと同じ１、職場環境の整備の（３）働き

やすい職場環境づくりの１番目、朝礼の励行と

２番目、職場でのコミュニケーションの推進に

つきましては、改訂後の１、職場環境の整備の

（２）職員を育てる職場環境づくりの２番目、

職場内コミュニケーション等の推進に集約をい

たしております。 

 これらの見直しを行った結果、移動したもの

が２項目、新規で設定したものが１０項目、集

約したものは１０項目から５項目への集約とな

っております。また、取り組み項目の数は、改

訂前の３６項目から改訂後は３９項目となって

おります。 

 それでは、基本方針の本体のほう、１２ペー

ジに戻らせていただきたいと思います。 

 第４、具体的な取組の説明に入らせていただ

きますが、時間の都合もございますので、取り

組みの内容、表にしてあります部分につきまし

ては、今回の基本方針の改訂で新たに加えた取

り組み、先ほどの対照表の中で黒丸のつけてあ

った新規の部分を中心に説明をさせていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 まず、１の職場環境の整備でございます。 

 （１）市民目線を育む職場環境づくりでは、

職員一人一人が積極的に市民と交流し、市民ニ

ーズを把握するとともに、それを共有し、市民

に寄り添ったサービスを提供できる体制の強化

を図っていくとしております。 

 １３ページをごらんください。 

 （２）職員を育てる職場環境づくりでは、職

場は能力開発等を行う場でもあることから、管

理監督職を中心として、相互啓発的な職場環境

づくりを推進するとともに、職員同士のコミュ

ニケーションを深めるとしております。ここで

は新たに掲げた取り組みといたしまして、表の

３番目に、管理監督職による研修受講の推進と

いたしまして、管理監督職が率先して自己研さ

んに努めるとともに、所属職員に研修受講の機

会提供、動機づけを行い、研修受講を推進する

といたしております。また、４番目にメンター

制度の検討といたしまして、業務上のノウハウ

や経験豊富な職員が若手職員や悩みを持つ職員

をサポートする制度の導入を検討するといたし

ております。 
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 また、（３）仕事と生活の調和のとれた職場

づくりでは、職員一人一人が能力を最大限発揮

できるようにするためには生活全般を充実させ

ることが必要であり、休暇が取得しやすい職場

環境づくりや職場における協力体制の構築等に

努め、仕事と生活の調和、ワーク・ライフ・バ

ランスの実現をさらに促進するとしておりま

す。新たに掲げた取り組みといたしまして、表

の３番目に、柔軟な勤務形態の検討として、フ

レックスタイム制度など、職員のライフスタイ

ル等に応じた柔軟な勤務形態の導入を検討する

といたしております。また、４番目に、業務の

相互補完体制の整備といたしまして、定期的な

業務分担の見直し等を行い、職員にさまざまな

業務を経験させ、職場全体で補完し合える体制

をつくるとしております。 

 １４ページをごらんください。 

 具体的な取り組みの２つ目、職員研修の充実

でございます。 

 （１）自己啓発支援の充実・強化では、人材

育成の基本であります自己啓発に係る支援のあ

り方の検討等を行い、職員が自己啓発に取り組

みやすい環境の整備を図ります。ここでは新た

に掲げた取り組みとして、表の２番目に、自主

的な取り組みへの支援の充実、強化として、業

務に関連する資格の取得への助成など、自己啓

発をさらに促進するための支援の充実、強化を

図るといたしております。 

 １５ページをごらんください。 

 （２）集合研修の充実では、集合研修につい

て、人事異動等も含めたさまざまな機会を捉え

て研修受講の機会を確保するとともに、職員、

職場の意見等も踏まえ、社会情勢の変化に対応

しつつ、効率的、効果的に実施するとしており

ます。新たに掲げた取り組みといたしまして、

表の３番目に、研修受講機会のさらなる確保と

して、臨時、非常勤職員等の受講機会の拡充や

勤務時間外での開催など、研修受講機会のさら

なる確保に向けた検討を行うといたしておりま

す。 

 次の（３）派遣研修の推進では、国、県など

や専門施設への派遣研修は、先進的な行政手

法、多様な人脈の構築等の大きな効果が期待で

きるため、積極的かつ継続的に推進するといた

しております。 

 １６ページをごらんください。 

 具体的な取り組みの３つ目といたしまして、

人事制度の整備を掲げております。 

 まず、（１）多様な人材の確保では、複雑多

様化する市民ニーズに柔軟かつ迅速に対応し、

より質の高い市民サービスを提供するために

は、強い使命感と高い倫理観を持った自主性の

ある人材を確保していく必要があるとしており

ます。新たに掲げた取り組みといたしまして、

１７ページになりますが、表の２番目に、任期

付職員制度の活用として、専門性の高い分野や

特定の課題に対し柔軟に対応するため、任期付

職員制度を活用するといたしております。ま

た、３番目に、再任用職員制度の活用といたし

まして、定年退職者の知識、経験、技術等を生

かし、質の高い行政サービスを提供するため、

再任用制度を活用するといたしております。さ

らに、４番目に、臨時、非常勤職員制度の活用

として、一時的な業務の増加や専門性を有する

業務に効率的に対応するため、臨時、非常勤職

員制度を活用するといたしております。 

 （２）公平・公正な人事評価では、人材育成

を効果的に行うため、人事評価制度を適正に運

用する必要があることから、職員一人一人の能

力や業績を公平、公正に評価するとともに、面

談等における的確な指導、助言や評価結果の有

効活用を図るといたしております。 

 それから、（３）職員を育てる人員配置で

は、人事異動等により、職員の保有能力の活用

と潜在能力の発掘等に取り組みます。また、人

材育成の観点から、多様な職場を経験させるこ
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とが重要である一方、複雑高度化する市民ニー

ズに的確に対応するためには専門性の向上も求

められます。 

 １８ページに移っていただきまして、そのた

め、職員の適性等の把握とともに、本人の意向

に最大限配慮しつつ、ジョブローテーション等

を踏まえた適材適所の人員配置の実現を目指す

としております。ここでは新たに掲げた取り組

みといたしまして、表の３番目に、エキスパー

ト職員育成制度の検討といたしまして、長年培

った経験や知識を専門性の高い分野で活用する

ため、エキスパート職員、スペシャリストを育

成する制度の導入を検討するといたしておりま

す。 

 （４）職員と職場を活かす任用管理では、職

員の能力等を的確に把握しつつ、性別や年齢等

にとらわれず、意欲的な人材を積極的に登用

し、職場のさらなる活性化を図るといたしてお

ります。 

 １９ページからが具体的な取り組みの最後と

なります４、安全衛生の充実でございます。 

 まず、（１）心と体の健康づくりでは、職員

の健康の保持増進、特にメンタルヘルス対策は

重要な課題となることから、ストレスチェック

の活用や相談体制の強化等に取り組み、職員の

健康管理対策をさらに進めます。また、病気休

暇等の職員が円滑に職場復帰できるよう、支援

体制の充実強化を図るとしております。 

 ２０ページの（２）安心・安全な職場づくり

では、安心、安全な職場は公務能率を向上さ

せ、より質の高い市民サービスの提供につなが

ることから、安全衛生に関する意識啓発や管理

体制の充実を図りつつ、快適な職場環境づくり

を推進するとともに、公務災害、問題行動の未

然防止に積極的に取り組むといたしておりま

す。 

 最後に、２１ページからの第５、推進体制を

ごらんください。 

 職員の育成には、人事担当課だけでなく、全

ての職員、管理監督職等がそれぞれ連携し、基

本方針に基づく取り組みを確実に推進していく

ことが極めて重要でありますことから、それぞ

れの役割を記載をいたしているものでございま

す。 

 なお、推進期間は平成３０年、２０１８年４

月から２０２６年３月までの８年間とし、その

間、適宜見直しを行うとしております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（前川祥子君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（橋本隆一君） 人材育成に向けてので

すね、取り組みということ、理解できました。

一般の職場でよく人事考課というのがあります

ですよね。自分のことしの目標はこういうこと

を目標にして、そして、１期、２期、３期に分

けて、そうすると、その１期ごとに自分の評価

と上司からの評価を加えながら自分の課題をさ

らに見つけていくという、そういう形のことも

この中に入ってるという理解でよかったです

か。 

○人事課長（白川健次君） 平成２７年度から

取り組んでおります人事評価の中で、業績評価

というのがございまして、そちらはまず組織目

標というのがありまして、その中でですね、そ

の組織目標に応じてそれぞれ個人の業務上の目

標というのを定めるようにしております。その

定めた目標についてですね、年に２回、中間と

最終それぞれ、どれだけ達成できたかというこ

とをですね、まずは自分で評価して、その上で

上司のほうが評価するというような制度にして

おりますので、今、委員が言われたような形で

のですね、人事考課と言われましたが、八代市

の場合は人事評価という形で、そういう形での

評価をしているというところでございます。 

○委員（橋本隆一君） 自分の前の職場である

んですけど、自分が思ってる自分と人から見た
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自分というのが差異がありまして、例えば、コ

ミュニケーション能力が非常に問われるって思

うんですよね、こういう職種というのは。で、

自分ではうまくやってるんだけども、どうして

も窓口の対応でなかなか、いろいろな苦情があ

ったりとか問題が出てきたときに、自分は一生

懸命やってるんだけれども、なかなか自分のど

こが問題なのかわからないというときには、上

司なり先輩なりのアドバイス体制とか、あなた

はこういうところがちょっと課題になるんじゃ

ないかっていう、そういうこともこの中では話

ができる、そういう相談体制っていうのはでき

てるわけですか。 

○人事課長（白川健次君） 先ほどの人事評価

の中では、必ず面談というのをするようになっ

ております。その中でですね、アドバイスとい

う形でですね、今年度の評価と、それから次年

度に向けてどのような取り組みをするべきかと

いうような、そういったアドバイスをするよう

な面談という機会をつくってありますので、そ

ういう中での取り組み対応というのは可能とい

うふうに考えております。 

○委員（橋本隆一君） 本当にそういった形で

目標を目指してですね、非常に言いにくいこと

で申しわけないんですが、私もやっぱり市民の

方からそういう苦情を聞くんですね。そして、

その課長、係長にこやん苦情がありましたよと

言うと、なかなか本人にそれは言いにくかもん

なというところであるとこがありますもんです

から、そういうところでもやっぱり言いやすい

環境づくりというのも大事かなというのは思い

ました。お願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（古嶋津義君） １９ページの心と体の

健康と書いてありますが、特に心の健康の問

題、今も職員さん何名かは休んでいらっしゃる

というふうに思っとりますが、部署によっては

大変ストレスのたまるような部署もあります。 

 前の市長のときですね、この問題、実は質問

をいたしました。当時、うちの家内が県立のこ

ころの医療センターに勤めていた関係で少し詳

しゅうございましたので、ただ答弁が、飲みニ

ケーションをすればようなりゃせんどかいと、

全く無知な答弁でありまして、あいた口が塞が

らなくて、私ももう物を言いませんでしたが、

この心の健康の問題はですね、１回発症する

と、ちょっと数年かかりますので、外目にはよ

くわかりません。しかし、家族にはちょっと微

妙な関係でわかる部分がありますが、特に夜中

の２時とか３時になればですね、早朝覚醒ばし

ますので、その時間帯が一番自死に至る危険が

高うございますので、この辺の特に注意をして

いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で八

代市人財育成基本方針の改訂についてを終了し

ます。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（八代市協働のまちづくり推進条例検討委員会

の取り組み状況について） 

○委員長（前川祥子君） 次に、八代市協働の

まちづくり推進条例検討委員会の取り組み状況

についてをお願いします。 

○市民活動政策課長（福本桂三君） 市民活動

政策課、福本です。よろしくお願いします。 

 八代市協働のまちづくり推進条例検討委員会

の取り組み状況について御説明いたします。着

座して説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○市民活動政策課長（福本桂三君） 資料につ

いては２冊ございます。総務委員会資料という
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資料と参考資料ということで、タウンミーティ

ングの際に配付した資料でございます。この２

冊を使って今回説明させていただきます。 

 それでは、本委員会に報告するに至った経緯

でございますけれども、八代市協働のまちづく

り推進条例検討委員会の取り組み状況につきま

しては、昨年の市議会６月定例会の総務委員会

におきまして御報告いたしました際、委員の方

から、こまめに報告してほしいとの御意見をい

ただきましたので、昨年の市議会１２月定例会

総務委員会におきまして、条例検討委員会の概

要と１１月に開催いたしました市民フォーラム

の状況について御報告したところでございま

す。 

 今回は、その後、１月から２月にかけて、タ

ウンミーティング、いわゆる住民説明会を開催

いたしましたので、その状況について御報告さ

せていただくものでございます。 

 次に、タウンミーティング開催の目的と実施

の概要でございます。 

 まず、資料の３ページをごらんください。 

 タウンミーティングの開催の目的です。市民

の皆さんや地域協議会の関係者等を対象に、条

例検討委員会で作成いたしました条例骨子案に

盛り込んだ内容を報告すること、また、参加者

との質疑応答や意見交換、アンケートを実施

し、条例の必要性や内容などに関し、市民の皆

さんの意見を広く聴取することを目的としてお

ります。 

 次に、期日、会場、参加者などでございます

が、１月から２月にかけて、市内のコミュニテ

ィセンターの１０会場において開催し、延べ２

８７名の参加をいただきました。 

 次に、タウンミーティングの内容でございま

す。説明会では、まず、条例骨子案の内容を御

説明いたしました。本日は、説明会において参

加者の皆さんへお配りした資料として、別添資

料を添付しております。説明会ではこの資料を

使いまして、前半で協働のまちづくりの概念や

まちづくりにおける行政側と住民側の現状など

を御説明し、後半に条例骨子案の内容について

説明しました。その後、参加者の皆さんより御

意見や御質問をいただき、最後にアンケートへ

の御記入をお願いしました。 

 次に、タウンミーティング中での主な意見で

ございます。 

 資料の４ページから５ページです。 

 質疑や意見交換の中で、参加者の皆さんから

発言がございました主な意見をまとめてござい

ます。条例の必要性及び内容に関する御意見で

は、条例によって、市も地域協議会をしやすい

形にもっていくということで理解した。条例を

定めて一体何が変わるのか。市民がまちづくり

に参加するための契機となるものとは感じず、

あってもよいし、なくてもよい。まちづくり協

議会が活動しやすいよう、支援の部分でしっか

りと条文化していただきたい。地域協議会も順

調に進んでいるとは思っていない。まちづくり

が特定の人に偏っている。いかに多くの市民を

巻き込んでいくことが大きな問題だ。この条例

は早い段階でぜひつくっていただきたいなどの

意見をいただきました。 

 また、市職員の意識改革に関する御意見で

は、特に山間部では、職員は地域に帰れば一住

民という意識で協議会の役員や事務局として積

極的にかかわっている、逆に都市部では、職員

が何もしないという話を耳にする。ぜひ職員も

先導してまちづくりを進めてもらいたい。地域

協議会に携わっている職員はある程度の意識は

あると思うが、そのほかの職員は校区に対し全

く協力や参加がない。ぜひ指導していただい

て、校区の行事にも参加する気持ちを持ってい

ただきたいなど、市職員に対し、まちづくりへ

の参画を望む意見をいただいております。 

 そのほか、市民に対するまちづくりへの意識

改革を望むという御意見や町内会の運営上の悩
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みなど、さまざまな御意見をいただいておりま

す。 

 次に、アンケート調査と集計結果についてで

す。 

 資料の７ページをごらんください。このアン

ケートをもとに調査を行いました。 

 資料の８ページからがアンケートの集計結果

となります。 

 タウンミーティングへの参加者数２８７人に

対するアンケート回答者数は２０９人、回答率

は７２.８％でございました。中には、御自宅

で資料を見ていただいた後、アンケートを御提

出していただいた方もおられました。 

 まず、問い１の参加者の状況でございます。

参加者の７５％が６０歳代から７０歳代であ

り、職業別に多い順としては、無職、自治会役

員、地域協議会の役員でした。これは、市政協

力員や地域協議会の皆様には特に個別に御出席

をお願いしたため、このような出席状況になっ

たものと考えております。 

 資料の９ページをごらんください。 

 問い２の条例骨子案等の理解度については、

よく理解できたが７.７％、理解できたが４４.

５％と、半数以上の方には内容を御理解いただ

けたものと考えています。 

 問い３の今後のまちづくりへの参加意識につ

いては、積極的に参加したいが２３％、機会が

あれば参加したいが５５.５％と、約８割の方

がまちづくりに参加したいと回答されておりま

す。 

 問い４の条例骨子案に掲げられた市民や地域

協議会等の役割が実践できる内容であるかを尋

ねる質問では、実践できるが２１.５％、どち

らかというと実践できるが４８.３％と、約７

割の方が実践できる内容であると回答されてお

ります。 

 また、それぞれの回答項目を選択された理由

についても記載していただきました。 

 ９ページから１０ページをごらんください。 

 できる、どちらかというとできると回答され

た方の御意見として、現在も一市民、地域協議

会や自治会等の役員として実際取り組んでいる

から。また、基本的なことばかりなのでできる

などの意見が多くありました。そのほか、でき

ること、一歩一歩前に進む気持ちで頑張ること

が大事などの前向きな御意見もございました。 

 反対に、できそうでない、わからないと回答

された方の御意見では、高齢の人達が多く、で

きそうにない。条例案を見て、自分に何ができ

るのか具体的に想像できないといった御意見を

いただきました。 

 資料の１１ページをごらんください。 

 問い５の条例の必要性を問う質問では、必要

が４０.２％、どちらかというと必要が３７.８

％と、約８割の方が条例があってもよいと回答

されております。また、その理由として、明文

化することで行政と住民の役割が明らかにな

り、目標が立てやすくなる。漫然と行動するよ

りも、ルールのもとで目標に向かって進むこと

は大事だと思う。規範としては有効である。協

働のまちづくりを実践する上で条例は土台とな

る。明文化することにより周知、意識づけが可

能。住民への説明がしやすいし、考える機会を

つくりやすいといった御意見をいただきまし

た。 

 資料の１２ページをごらんください。 

 反対に、必要でない、わからないと回答され

た方の御意見では、現在のままでもよいので

は。最終目標が何なのか理解できない。財政的

な支援ができなければこれまでの地域活動と変

わらないように感じる。条例を実行できるか不

安であるといった意見をいただきました。 

 問い６の感想や御意見などの自由記載の部分

では、もう少し時間をとって説明を具体的にし

たほうがわかりやすい。地区役員だけのタウン

ミーティングでは市民の理解は得られないと思
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います。どうやって市民の意識を高めるのかが

課題では。回数を重ねて理解を図ってもらいた

い。条例を市民に理解、協力してもらうために

は、必要に応じて継続して周知を図ってもらい

たい。自治会単位で説明会を行ってもらいたい

など、周知、広報を求める御意見を多くいただ

きました。このような意見もありましたことか

ら、平成３０年度から市の出前講座の項目にも

追加しております。 

 以上がタウンミーティングの御報告でござい

ます。 

 最後に、今後のスケジュールを説明させてい

ただきます。 

 別添の別冊の資料でございますけれども、参

考資料の４２ページをごらんください。 

 今後のスケジュールです。今後、条例検討委

員会におきましては、市民フォーラムや今回の

タウンミーティングの中で市民の皆様からいた

だきました多くの御意見を考慮いたしまして、

条例骨子案のあり方、内容などの精査を行いま

す。その後、ことしの５月を目標に、最終的な

条例骨子案を含んだ２年間の活動報告を取りま

とめ、市長へ報告する予定でございます。あわ

せまして、市議会の６月定例会の総務委員会に

おきましても御報告させていただく予定として

います。 

 以上説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（前川祥子君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で八

代市協働のまちづくり推進条例検討委員会の取

り組み状況についてを終了します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（基幹システムの障害発生について） 

○委員長（前川祥子君） 次に、基幹システム

の通信障害についてをお願いします。 

○企画振興部長（宮村明彦君） お世話になり

ます。 

 ことしの２月２８日に八代市の住民基本台帳

あるいは市民税等を管理いたします基幹システ

ムの障害が発生しておりますので、御報告を担

当課長からさせますので、よろしくお願いいた

します。 

○理事兼情報政策課長（生田 隆君） それで

は、私のほうから基幹システムの障害の内容に

ついて御報告させていただきます。着座にて失

礼いたします。 

 まず、障害発生日時は平成３０年２月２８日

水曜日で、発生を覚知いたしましたのが午後３

時４０分、完全に復旧いたしましたのは２時間

後の午後５時４０分となっております。 

 次に、障害の内容でございます。八代市の住

記――住民基本台帳のことでございます、及び

税情報などを管理する基幹システムに障害が発

生し、仮設庁舎、各支所などにおける証明発

行、住民異動の手続など、窓口業務においてシ

ステムが使用できない状態となりました。 

 障害の状態は、先ほど述べましたとおり、午

後３時４０分から復旧作業が完全に終了した午

後５時４０分までの２時間継続いたしました。

この間、手続のために来庁された市民の皆様、

延べ７２人の方に影響がございました。影響の

内訳といたしましては、通常より長い時間お待

たせしたケースが３３件、最大で９０分お待た

せしたケースもございました。また、郵送や、

復旧後に改めて来庁いただくなどの対応をとっ

たケースが３９件ございました。 

 ３番目に、障害の原因でございます。基幹シ

ステムは、遠隔地にございます専用のデータセ

ンターで稼動をしております。このシステムを

構成する一部のソフトウエアの欠陥、いわゆる

バグと申しますけれども、これに起因する障害

が発生したため、データにアクセスできない状
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態となったことによるものでございます。つけ

加えますと、この障害の原因となったソフトウ

エアは、米国製のデータベース管理ソフトとい

うものに分類されるものでございますが、当該

事象は世界で２例目ということで、極めてまれ

なケースということで報告を受けております。 

 最後に、障害の対応及び今後の再発防止策で

ございますが、まず、今回障害の原因となりま

したソフトウエアについては、速やかな改修、

いわゆる欠陥箇所の修正を実施をいたします。

また、機器の監視を強化し、早期発見を行うこ

とで障害発生を未然に防止するとともに、万一

障害が発生した場合も復旧までの時間を短縮、

今回、復旧まで２時間を要しましたんですけれ

ども、数十分の単位で復旧できるような対応を

とっていきたいというふうに考えております。 

 以上、御報告といたします。 

○委員長（前川祥子君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 済いません、再発防止

策のところで、監視を強化しとか、具体的にち

ょっとお聞かせいただいていいですか。で、未

然に防止できるものなのか、そういったところ

もお聞かせいただきたいと思います。 

○理事兼情報政策課長（生田 隆君） 監視に

つきましては現在も常に行っているわけですけ

れども、今回の事象につきましては予兆という

ものがございまして、今回の事象に対する予兆

については、オーケーのほうの分類をしていた

と。今回の事象の予兆があっても、それはオー

ケーですよということで認識をしていたと。今

回の状況が起こったことで、この予兆がある場

合はこの事象が発生するということがわかりま

して、監視を強化するといったのは、その予兆

についても、もうこれは異常ですよということ

で把握をすると。 

 あと、早期発見ということで、実際はです

ね、５台の予備機で動いておりまして、１台が

いかれても、あとの４台でリカバリーできるよ

うな体制をとってるわけですけれども、今回は

ソフトウエアの障害ということで、１回、１台

目がまず障害を受けて、それに連鎖反応的に５

台が障害を起こして、結局全部ダウンしたとい

うことで、障害発生から全部落ちるまでで約２

０分あるということなので、その事象を早く発

見できれば、その異常の起きた機械を切り離す

ことであとの４台でまた継続的に運用できると

いうふうな取り扱いができるということでの、

その意味を込めての早期発見というふうなこと

で対応したいというふうに考えております。 

○委員（大倉裕一君） 詳細にありがとうござ

います。今のは職員さんで対応が可能というこ

とで理解しとってよろしいですかね。 

○理事兼情報政策課長（生田 隆君） 先ほど

御説明いたしましたとおり、本システムについ

てはクラウドということで、遠隔地の専用のデ

ータセンターで、専用の業者のほうで監視をし

ているということですので、そちらの技術者の

ほうに任せて監視をさせるというふうな対応を

とっていきたいと思っています。（委員大倉裕

一君「はい、ありがとうございます」と呼ぶ者

あり） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で基

幹システムの通信障害についてを終了します。 

                              

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

（第２次八代市総合計画基本計画及び第３次八

代市行財政改革大綱の策定状況について） 

○委員長（前川祥子君） 次に、総合計画の策

定推進等に関する諸問題の調査に関連して、１

件、執行部から発言の申し出があっております

ので、これを許します。 

 それでは、第２次八代市総合計画基本計画及
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び第３次八代市行財政改革大綱の策定について

をお願いします。 

○企画振興部長（宮村明彦君） お世話になり

ます。 

 午前中に、議案第２０号で八代市総合計画の

基本構想を御議論いただきまして、御承認いた

だきましてありがとうございました。その基本

構想が８年でございますけども、その基本構想

で明らかにしました市の将来像を実現するため

に必要な施策を分野別、体系別に示したものが

４年間の基本計画となります。その第２次八代

市総合計画を説明させていただきます。 

 もう一つが、その総合計画を下支えします行

財政改革大綱についてもあわせて、この行財政

改革大綱、これ、計画期間８年となりますけど

も、構想と同じ８年となりますが、この下支え

する行財政改革大綱についても説明をさせてい

ただきますのでよろしくお願いいたします。 

 説明は担当課長にしてもらいますのでよろし

くお願いいたします。 

○企画政策課長（田中 孝君） 企画政策課の

田中でございます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

 説明に入ります前に、先ほど総合計画基本構

想の中におきまして、村川副委員長がお尋ねに

なった校区別人口の件で、私のほうが間違った

お答えをしておりますので、そこを訂正させて

いただいてようございますでしょうか。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○企画政策課長（田中 孝君） 済みません、

着座にて御説明させていただきます。 

 先ほど村川副委員長がお尋ねになった、校区

別人口に外国人が含まれているかという点でご

ざいます。 

 済いません、改めて確認をいたしましたとこ

ろ、平成１７年と２７年を比較しております

が、その間、平成２４年の７月に住民基本台帳

法の改正が行われておりましたので、平成１７

年には含まれておりません。ただ、平成２７年

には含まれておりますということでございま

す。私、両方とも含まれていないというふうに

お答えしましたので、大変申しわけございませ

んでした。 

 ちなみに、副委員長がおっしゃった郡築とい

うような校区で申しますと、２７年９月現在で

４８１名含まれているというところでございま

す。全体的には八代市のほうも平成２７年で１

４７４名含まれていたというところでございま

す。大変申しわけございませんでした。 

 改めまして、第２次八代市総合計画の基本計

画及び第三次八代市行財政改革大綱の策定につ

いて御報告したいと思います。 

 １２月の定例市議会の総務委員会におきまし

て、第２次のこちらの基本計画及び第３次行財

政改革大綱の策定状況につきまして御報告して

おりますが、その後に、２月２０日に八代市総

合計画策定審議会会長及び八代市行財政改革推

進委員会会長から市長に対し答申をいただきま

した。その後、市内部での検討を経て策定に至

りましたので、今回御報告するものでございま

す。 

 資料１をごらんください。こちらの１枚物で

ございます。 

 こちらは総合計画の構成を図示したものでご

ざいます。本日、議案として説明をさせていた

だきました基本構想は、図に示したとおりでご

ざいます。その下のほうに基本計画ということ

で記載しておりますが、基本構想で掲げた市の

将来像を実現するために必要な施策を分野別、

体系別に示したものでございます。 

 さらに、第３次行財政改革大綱は、その総合

計画の推進を下支えする取り組みでございま

す。計画推進の方策として、市の将来像の実現

のために取り組みを行っていくものでございま

す。 

 また、図に示しております真ん中の４カ年で



 

－89－

取り組む基本政策の施策の内、市長が特に進め

る施策、またその下の市民意識調査結果による

優先施策につきましては、特に重点的に取り組

む施策として、八代市重点戦略として取りまと

め、進捗管理を行う予定としております。現

在、取りまとめを進めておりまして、６月の本

総務委員会にて報告をさせていただく予定でご

ざいます。 

 あわせまして、図の一番下の部分、第３次行

財政改革大綱は、効率的で健全な行財政運営、

市民協働の推進の実現に向け、具体的な取り組

み項目及び目標年度を個別具体的に取りまとめ

ました八代市行財政改革実施計画（第１期アク

ションプラン）を策定し、進捗管理を行う予定

としております。こちらも現在取りまとめを進

めており、６月の本総務委員会において報告す

る予定でございます。 

 続きまして、資料２のほうのＡ３のほうをご

らんください。 

 こちらは、第２次総合計画の体系図を記載を

しております。第２次総合計画は御存じのとお

り、基本構想と基本計画から構成されておりま

す。左側の部分が基本構想でございまして、市

の将来像、基本目標と施策の大綱を記載してお

ります。そして、右側の部分が基本計画の施策

の部分となります。分野と具体的な施策、裏面

まで入れますと１０１まで記載をしてございま

す。 

 この分野という部分につきましては、第２次

総合計画から新たに記載するものでございま

す。施策を並べたときに、市民の皆様にとって

わかりやすいよう、施策ごとの見出しのような

ものとして記載をしております。 

 基本計画では、基本構想における基本目標と

施策の大綱にひもづく具体的な施策について記

載をしております。実際どのような内容が記載

されているかということにつきましては、資料

３、こちらのほうになります。済みません、資

料３のほうを１枚めくっていただきたいと思い

ます。 

 資料３の１ページで御説明をさせていただき

たいと思います。 

 基本目標、誰もがいきいきと暮らせるまちが

記載してございます。その下に、施策の大綱で

ございます、人権が尊重されるまちづくり、分

野である人権、具体的な施策でございます人権

教育・人権啓発の推進という形で記載をしてお

ります。その下の構成でございますが、現状と

課題の欄につきましては、施策、このページで

申しますと人権教育・人権啓発の推進という施

策の現状につきまして検討を行い、記載をして

おるところでございます。施策の内容の欄につ

きましては、現状と課題に対応する具体の施策

を記載しております。関連計画の欄につきまし

ては、具体の施策が位置づけられている本市の

計画を記載をしておるところでございます。主

な事業の欄につきましては、施策にひもづく各

課の事務事業のうち、主な事業を記載をしてお

ります。 

 以上の構成により、１０１の施策を基本目標

として取りまとめたものがこの資料でございま

す。 

 時間の都合もございますので、本日は申しわ

けございません、全て施策の説明はいたしませ

んが、その他の施策につきましても、このよう

な内容で作成しております。 

 次に、資料４をごらんください。 

 第３次八代市行財政改革大綱について御説明

をいたします。 

 １ページをごらんください。１ページから３

ページにつきましては、第１章といたしまし

て、これまでの行財政改革の取り組みについ

て、１ページでは職員数の推移、２ページでは

歳入増加、及び３ページで歳出削減等の財政効

果額の累積を記載しておるところでございま

す。 
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 ４ページをごらんください。４ページから１

１ページにおきましては、第２章、第３次行財

政改革の基本的な考え方といたしまして、まず

５ページで市税の推移、めくっていただきまし

て、６ページのほうで普通交付税の推移、７ペ

ージのほうで自主財源比率の推移、８ページの

ほうで経常収支比率の推移、９ページのほうで

市債残高の推移、１０ページのほうで実質公債

費比率の推移、１１ページのほうで将来負担比

率の推移等の本市の財政状況を掲げ、継続した

改革の必要性について記載をしておるところで

ございます。 

 １２ページをごらんください。 

 第３次八代市行財政改革大綱の位置づけでご

ざいますが、先ほど宮村部長のほうが申しまし

たとおり、行財政改革大綱が総合計画の推進を

下支えする取り組みであり、計画推進の方策と

して一体的に運用することで、従来にも増して

効果的な行財政改革に取り組むということで記

載をさせていただいております。 

 １３ページをごらんください。 

 改革の基本方針といたしまして、市民ととも

に次世代に誇れるまちを目指してという方針を

掲げ、その考え方を記載しております。 

 第３次行財政改革におきましては、下から２

段目のあたり、このような中というふうに書い

ておりますが、第３次行財政改革では、これま

での取り組みであります量的改革を基本に、第

２次行財政改革で推進してきました、限りある

行政資産、予算、人材、資産をいかに効率的に

活用するかという質的改革について、さらに強

化継続していくことを基本方針として掲げてお

ります。 

 １４ページをごらんください。 

 具体的に改革が目指すものといたしまして、

効果的で健全な行財政運営と、市民協働の推進

という形で掲げております。 

 １５ページをごらんください。１５ページか

ら２２ページの第３章では、改革の柱と改革の

方策について記載をしております。 

 １５ページにおきましては改革の柱１、効率

的な行政運営、飛んでいただきまして、１７ペ

ージのほうでございますが、１７ページのほう

で改革の柱２、健全な財政運営、２０ページの

ほうに飛んでいただきまして、２０ページの改

革の柱４では市民参画の推進と、２１ページに

おきましては改革の柱５、住民自治の推進とい

うことで、市民協働の推進分野、これ、今、御

説明したものにつきましては、普遍的なものと

いう形で第２次行財政改革大綱から継続した取

り組み内容も含めて記載しておるところでござ

います。 

 ２２ページをごらんください。 

 記載内容につきまして、改革の体系図を掲げ

ております。左が改革が目指すもの、その右側

に改革の柱、効率的な行政運営、健全な財政運

営、情報化の推進、市民参画の推進、住民自治

の推進の５つを掲げ、さらにその下に改革の方

策を計１３項目掲げております。 

 今回、第２次行財政改革大綱との比較で、第

３次行財政改革大綱に新たに掲げた部分につい

て御説明いたします。３カ所ございます。 

 まず、１８ページをごらんください。 

 １８ページでは、健全な財政運営のもとに、

③でファシリティマネジメントの推進というこ

とで、八代市公共施設等総合管理計画を平成２

８年度に策定したことによりまして追加した項

目でございます。公共施設の縮減または長寿命

化、市有財産の有効活用、効率的な管理運営を

主な取り組み項目としておるところでございま

す。 

 次に、１９ページをごらんください。 

 ２つ目は、改革の柱として情報化の推進を掲

げ、情報通信技術を最大限に活用して改革を推

進し、市民サービスの向上を図るとしておりま

す。主な取り組み項目といたしまして、ＳＮＳ
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等を活用した情報発信力の強化、電子申請事務

の拡充、また、それを進めていく上で重要とな

る情報セキュリティー対策の強化などを掲げて

おります。 

 次に、２０ページをごらんください。 

 ３つ目は、市民参画の推進のもとの②広聴機

会の多様化を掲げております。市民と行政との

協働意識の向上と市民の意見を市政運営の参考

にするための手段として、広聴手段の充実を図

ることといたしております。 

 以上、３点が新たに記載した部分となりま

す。 

 ２３ページのほうをごらんください。 

 こちらは第４章といたしまして、大綱の期

間、推進体制、実施計画の策定、進捗管理及び

公表という点について記載をしております。 

 ２５ページから２９ページにつきましては、

関係例規を参考資料として記載をしておりま

す。 

 また、その前の２４ページには、これら例規

を図示したものとして体制を掲げておるところ

でございます。 

 参考までに、３０ページ以降につきまして

は、用語解説という形で載せさせていただいて

おるところでございます。 

 最後に、本日御説明をいたしました第２次八

代市総合計画の基本構想また基本計画、さらに

はこちらの第３次八代市行財政改革大綱につき

ましては、最終的に体裁を整えまして、第２次

八代市総合計画ということで１冊にまとめた上

で、議員の皆様にもお配りする予定でございま

す。 

 以上、第２次八代市総合計画基本計画及び第

３次八代市行財政改革大綱の策定について、御

報告とさせていただきます。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員長（前川祥子君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で第

２次八代市総合計画基本計画及び第３次八代市

行財政改革大綱の策定についてを終了します。

（企画政策課長田中孝君「どうもありがとうご

ざいました」と呼ぶ） 

 そのほか、当委員会の所管事務調査につい

て、何かありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、次年度に

おける本委員会の行政視察について協議を行い

たいと思いますが、その前に委員長から一言申

し上げます。 

 １月に実施しました管外行政視察では、関西

方面３市を訪問し、防犯灯のＬＥＤ化や市民参

画及び協働によるまちづくり条例、災害受援計

画といった、本市に密接にかかわるテーマにつ

いて調査を行い、充実した視察内容となりまし

た。 

 委員会視察は確かに全員参加であることは義

務ではありません。しかし、委員会の審査また

は調査は委員にとって必要であるということを

もとに、委員の理解を深め、情報を得させるた

めに、通常、全員を同一日時、場所、目的で行

われます。そして、得た知識で各委員がスキル

アップをし、委員会内で市民のための市政に反

映させていくことが委員としての務めでありま

す。 

 そのため、真にやむを得ない事情がある場合

の欠席はいたし方ございませんが、今後実施い

たします本委員会の行政視察につきましては、

ぜひとも委員全員が御参加の上、調査を行い、

知見を広げるとともに、市政に資する活発な議

論をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 それでは協議のため、小会いたします。 

（午後６時０８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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（午後６時２５分 本会） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、本委員会の管外行政視察についてお諮

りいたします。 

 本委員会の管外行政視察については、これを

実施いたしたいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 ほかに何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、本委員会の派遣承認要求の件について

お諮りいたします。 

 本委員会は、平成３０年５月８日から１０日

までの３日間、行財政の運営に関する諸問題の

調査、総合計画の策定推進等に関する諸問題の

調査のため、行政視察に参ることとし、視察先

及び視察内容については委員長に御一任いただ

き、関連予算の議決後、議長宛て、派遣承認要

求の手続をとらせていただきたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって総務委員会を散会いたします。 

（午後６時２６分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３０年３月１６日 

総務委員会 

委 員 長 
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